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デ ー タベ ー スは 、 わが 国の情報化 の進展上 、重要 な役割 を果 た す もの と期待 され

てい る。 今後 、デ ー タベ ー スの普 及に よ り、 わ が国に お い て健全 な高 度情報化社 会

の 形成 が期待 される。 さ らに海外 に対 して提供可能 な デ ー タベ ー スの整備 は、 国際

的 な情報化 へ の貢献 お よ び 自由な情報 流通 の確保の観 点 か らも必要 で あ る。 しか し

な が ら現在 わ が国で 流通 して い るデ ー タベ ー スの 中で わ が国独 自の もの は1/3に す

ぎ ない の が現 状 であ り、 わが 国デ ー タベ ー ス サ ー ビ スひ い て はバ ラ ン スあ る情報

産業の 健全 な発展 を図 るた め に は、 わ が国デ ー タベ ー スの構築 お よび デ ー タベ ー ス

関連技術の研 究開発 を強力に促進 し、 デ ー タベ ースの拡充 を図 る必要が あ る。

この よ うな要請 に応 え る ため 、(財)デ ー タベ ー ス振興 セ ン ター で は 日本 自動 車振

興会 か ら機械 工業振興資 金の交付 を受 けて 、 デ ー タベ ー スの構 築 お よび 技術開発 に

つ いて 民間企業 、団体等 に対 して委託事業 を実施 して い る。委託事業の 内容 は 、社会

的、経済 的、 国際 的に重要 で 、 ま た地域 お よび産業の 発展の 促進 に寄与 す る と考 え

られ てい るデ ー タベ ー スの構築 とデ ー タベ ー ス作成の 効率化 、流通 の促進 、利用 の

円滑化 ・容易化 な どに関係 したソ フ トウ ェア技術 ・ハ ー ドウ ェア技術 であ る。

本事業の 推進 に当 た って 、当財団 に学識経験者の方 々 で構成 され るデ ー タベ ー ス

構 築 ・技術 開発促 進委員会(委 員長 山梨 学院大 学教授 蓼 沼 良一 氏)を 設 置 して い

る。

この 「電子 デバ イス情報 の海外提供 サ ー ビス に関 す る調査 」は平成5年 度の デ ー タ

ベ ー スの 構築促進 お よび技術 開発促進事 業 と して 、当財団 が電子 デ バ イス情報 サ ー

ビス㈱ に対 して委託 実施 した課題の 一つ で あ る。 この 成果 が 、 デ ー タベ ー ス に興味

をお持 ちの方 々 や諸分野の 皆様方の お役 に立 てば幸い で あ る。

な お 、平成5年 度の デ ー タベ ー スの 構築促進お よび技術開発促 進 で実施 した課題 は

次表の とお りであ る。

平成6年3月

財団法人 デ ー タベ ー ス振興セ ン タ ー





平 成5年 度 デ ー タベ ー ス構 築 ・技 術 開 発 促 進 委 託 課 題 一 覧

分野 課題名 委託先

1.CD-ROMに よ る テ レ ビ 視 聴 率 デ ー タ ベ ー ス の 構 築 ㈱ ビデ オ ・リ サ ー チ

2.輸 入畜 肉貨物の規格 ・重量等の検 証用デー タベースの 五十嵐冷蔵㈱

構築

3.知 的資源 デ ータベースの調査研 究 ㈱ ジ ャ パ ン コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ズ

イ ン ス テ ィ テ ユ ー ト
社会

4.ビ ジネス雑誌記事 データベースの共同構築 とその利 経済文献研究会

用に関する調査研究

5.新 しい電子情報 サー ビスに関す る調査研 究 ㈱ 日本経済新 聞社/㈱ 日経 デー タ社

6.研 修用教 材デ ータベースの プロ トタイプ作成 (財)大阪科学技術セ ンター

7.マ イクロマ シン技術情報 データベ ースの構築 調査 (財)マ イ ク ロ マ シ ン セ ン タ ー

8.異 分 野 研 究 の た め の 知 的 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン ・デ ー タ ㈱ けいはんな

ベ ース システ ムの構築

9。 関西広域 デ ータベ ースセンター設 立の ための調査研 関西デ ータベース協議会

中小企業振興
究

地域活性化
10.地 域活性化 の ための産 ・学交流支援 データベースの プ 東 北 イ ン テ リ ジ ェ ン ト ・コ ス モ ス

ロ トタイプ作成 学術機構

11.中 小企業技 術情報デ ータベースの構築 ㈱ オ ー ネ ッ ト

12.地 域情報 の対象 に した分散協調型 デー タベース シス ㈱ エ マ ー ズ

テムの開発

13.電 子デバ イス情報の海外提供サ ー ビスに関する調査 電子デバ イス情報 サー ビス㈱

14.英 日 キ ー ワ ー ド変 換 機 能 を も つ デ ー タ ベ ー ス 検 索 シ カテナ㈱

海外 ステ ムの 開発

15.CD-ROMに よる5ヵ 国対訳特許用語 辞典及 び関連諸制 丸善㈱

度 一覧の構 築

16.人 体形状画像 デ ータ合成の ための技術開発 (社)人間生 活工 学研 究セン ター

17.O⊂Rを 利 用 した キ ー ワ ー ド自 動 抽 出 に 関 す る 調 査 研 ㈱ エ レ ク トロ ニ ッ ク ・ラ イ ブ ラ リ ー

究

18.既 存 画 像 デ ー タ の フ ォ ー マ ッ ト変 換 シ ス テ ム の プ ロ ㈱ ジ ー ・サ ー チ

トタイプ作成

技術 19.安 全 研 究 に お け る 多 重 シ ソ ー ラ ス ・シ ス テ ム 構 築 の た ㈱紀伊国屋書店

めの基本安 全用語デ ータベースの開発

20.デ ー タ ベ ー ス 検 索 サ ポ ー トシ ス テ ム の プ ロ トタ イ プ セン トラル開発㈱情報図書館

作成 RUKIT

21.グ ル ー プ ワ ー ク 支 援 の た め の 分 散 型 トラ ン ザ ク シ ョ ㈱ 新世代 システムセンター

ン管理方式の調査研究





平成5年 度 電子デバ イス情報の海外提供サービスに関する調査委員会名簿

委員長

委員

事務局

志村 幸雄

志方 洋一

池添 峰光

阿部 賢治

ヤ シンタ ヒン

大橋 旦

町田 邦雄

上村 利恵

株式会社工業調査会

日本電気株式会社

株式会社 日立製作所

日本 モ トロ ー ラ株式会社

ジ ャパ ン ・イ ンサ イ ト

株 式会社

電子 デバ イス

情報サ ー ビス株式会社

株式会社

NTTデ ー タ経営研究所

株式会社

NTTデ ー タ経 営研究所

代表取締役社長

半導体応用技術本部

技術情報支援部長

半導体事業部応用技術

本部主任技師

半導体事業部営業本部

課長

在 日代表

企画部長

シニア・コンサルタント

]ンワルタント





第1章 は じめ に

1.1調 査 目的

1.2調 査 の 方 法

目 次

1.3本 報告書の構成

第2章 ア ジア地域の エ レク トロ ニ ク ス産業

2.1東 南 ア ジア を中心 と した

ア ジア地域 の エ レク トロ ニ クス産業の動向

① 韓 国

湾

国

港

ン

イ

レ

イ

ン

台

中

香

シ

タ

マ

フ

イ

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

ガ ポ ー ル

ー シ ア

リ ピ ン

ドネ シ ア

2.2ア ジア地域 にお け る企業動向

(1)日 系企業

①

②

日系企業のア ジア進出

日系企業の現状

(a)韓 国

(b)台 湾

(c)中 国

(d)香 港

(e)シ ン ガ ポ ー ル

(f)タ イ

(g)マ レ ー シ ア

(h)フ ィ リ ピ ン

(i)イ ン ドネ シ ア

(2)現 地企業

① 韓国

② 台湾

-

「
∠

「
∠

3

7

9

0

1

3

5

5

5

5

1

1

1

」■1

1

1

1

0

7

8

9

0

1

2

3

3

3

3

2

2

2

2

3

3

3

3

3

3

3

亡
」

只
V

つ
⊃

つ
⊃



③ 香港

④ シ ンガポ ール

(3)欧 米企業

0

0

1

4

4

4

第3章 ア ン ケ ー トに よ る電子 デバ イス情報 ニ ー ズ分析

3.1ア ン ケ ー ト調 査 の 目的 お よ び 対 象 範 囲

32ア ン ケ ー ト調 査 の 実施 方 法

3.3ア ン ケ ー ト調 査 実施 結 果

3

4

4

4

(1)海 外進 出企業の 状況

(2)海 外進 出企業の 半導体情報入手につ いて

(3)海 外版電子デ バ イ スデ ー タベ ー スサ ー ビスが

提供 された場合

C
J

2

4

【
」

(4)E〕SNETの 提供 す る サ ー ビ ス へ の 要 望 、 改善 点

・ア ン ケ ー ト及 び 電 話 ヒ ア リ ン グ よ り

56

(5)ア ン ケ ー ト調 査 結 果 の ま と め

2

つ
⊃

Z
O

'0

第4章 電子 デ バ イ ス 情 報 デ ー タ ベ ー ス の 海 外 提 供 サ ー ビ ス の 事 業展 開

4.1電 子 デ バ イ ス情 報 に 対 す る デ ー タ ベ ー ス サ ー ビ ス の ユ ー ザ ニ ー ズ

(1)電 子 デ バ イ ス情 報 の

デ ー タ ベ ー ス サ ー ビ ス の ユ ー ザ ポ テ ン シ ャル65

(2)電 子 デ バ イ ス 情報 の デ ー タ ベ ー ス サ ー ビ ス の

提供 地 域 の ニ ー ズ

(3)電 子 デ バ イ ス情 報 に対 す る ユ ー ザ ニ ー ズ の 将 来動 向

4.2電 子 デ バ イ ス情 報 の デ ー タ ベ ー ス サ ー ビ ス の 内容

4.3電 子 デ バ イ ス情 報 の デ ー タ ベ ー ス サ ー ビ ス の 事 業展 開

(1)デ ー タベ ー ス サ ー ビス 事 業 展 開 の 第1段 階

(2)デ ー タベ ー ス サ ー ビス 事 業 展 開 の 第2段 階

(3)デ ー タ ベ ー ス サ ー ビ ス事 業 展 開 の 第3段 階

4.4ま と め

5

5

6

7

8

9

9

9

6

6

6

6

6

6

6

6

参考文献一覧 70

付属 資料

〈EuSNETの 海 外 デ モ ン ス トレ ー シ ョ ン 〉

〈デ モ ン ス トレ ー シ ョン か らの 考 慮 す べ き点 〉

イ ギ リ ス のAdvancedSearcher誌 に 掲 載 さ れ たELISNETの 記 事

-

「
∠

つ
⊃

7
'

フ
'

7



電子デ バ イス情報 の海外提供サ ー ビス に関す る

ア ンケ ー ト調査(商 社対象) 75

電子デ バ イ ス情報 の海外提供サ ー ビスに関す る

ア ン ケ ー ト調 査(メ ー カ ー 対象) 80

電子 デバ イス情報 の海外提供 サ ー ビス に関す るア ン ケー ト調査回答

(条件つきで、海外での電子デバイス情報のデータベースを利用 したいという企業 ・事業部に限定)

<商 社対象>86

〈 メ ー カ ー 対 象 〉 90





は じめ に

 

t



》



1.1調 査 目的

現在、電子 デバ イス情報サ ー ビス株式会社 は 日本 国内に お い て エ レク トロ ニ ク ス関

連 企 業 向 け に 半 導 体 を 中心 と した 電 子 デ バ イ ス 情 報 の デ ー タ ベ ー ス サ ー ビ ス

「EuSNET」 の提供 を行 って い る。 この デ ー タベ ー スサ ー ビ ス は電子 デ バ イ ス分野 で

は 日本唯一中立 的 な立場 で あ り、 この デ ー タベ ー ス に情報 を提供 して い る半導体 メー

カー は国内 メーカ ー が20社 、外国 メーカ ー が42社 と大手半導体 メー カ ー を中心 に主要

な半導体 メー カ ー を網羅 して い る。 また登録 デ ー タ件 数 は約5,000件 で 、現在 約1,000

を超 える会員 を も って い る。

さて 、電子 デバ イ ス情報 の デ ー タベ ー スサ ー ビス のユ ー ザ ー とな っ て い る 日本 の

エ レク トロ ニ クス メー カ ーは 、 これ まで海外市場へ の 対応 や 円高 に対 す る コ ス ト競争

力の 強化 か ら海外進 出 を行 って きた が 、最 近の急激 な円高 に よ りさ らな る海外 進 出拠

点での 製造機能の 強化 や部品調 達基地の 設置 を始 め と した購 買/調 達機能 の 強化 を せ ざ

る を得 ないの が現状 で あ る。 ま た一部の 海外進出拠点で は 、 これ まで の販 売や 製造 の

機能 だ け で な く、開発/設 計 な どの機 能 を取 り込 ん で お り、真 の意味 で の グ ロ ーバ ル

化 を実現 して い る 。 日系 エ レク トロ ニ ク ス メ ー カ ー は ア ジ ア 、北 ア メ リカ 、 ヨ ー

ロ ッパ を中心 に進 出 して い るが 、特 にア ジ アNlES、ASEAN、 中国な どの ア ジア地域 に

お い て積極的 に活動 を行 って お り、海外進 出拠点数 も他の地域 に比較 して多 い。

この よ うに 、 日本 の エ レク トロニ クス メー カ ー は 、 自動車 関連企業 と並 ん で積極 的

に海外展開 を推 し進 め て い る が 、電子デ バ イ ス情報 サ ー ビス㈱ が 日本 にお い て提供 し

てい る電子 デバ イス情報 につ い て も、海外進 出拠点 に お いて ニ ーズ が あ る もの と考 え

られ る。 エ レク トロ ニ ク ス メー カー に対 して半導体情報 を提供 す る こ とが電子 デ バ イ

ス情報 サ ー ビ ス㈱ の 使 命 で あ る が 、 ユ ー ザ ー で あ る 日本 の エ レ ク トロ ニ ク ス メ ー

カ ーの活動地域 が グ ロ ーバ ル化 して い る中で 、海外進 出拠点 に対す る電子 デバ イ ス情

報の提供 につ い て も検討 す る こ とが当然必要 と され る。

この よ うな問題認識 に基づ い て 、本調査 で は 日系エ レク トロ ニ ク ス メー カ ー が多 く

進 出 してい るア ジア地域 にお ける電子 デバ イス情報 の デ ー タベ ー スサ ー ビスの ニ ーズ

及び その 事業可能性 につ い て調 べ る こ とを 目的 に して い る。
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1.2調 査 の 方 法

今回の 調査で は 、ア ジア地域 にお ける 日系エ レク トロ ニ ク ス メー カ ーの海外拠点 に

お け る電子 デバ イス情報の デ ー タベ ース サ ー ビスの ニ ーズ及び その事業性 につ い て調

査 す るの が 目的で ある が、 その ため に は最初に ア ジア地域 の エ レク トロニ ク ス産業の

動向や 日本の エ レク トロニ ク ス メ ー カーの ア ジア地域へ の 進 出状況 を調べ る こ とが重

要 で あ り、 こ れにつ い て は文献 を中心に情報収集 し、分析 を行 った。

電子 デバ イス情報の デ ー タベ ー ス サ ー ビ スの ユ ーザ ー と して 日系 エ レク トロニ ク

ス メー カー を考 えて い るが 、 ア ジア 地域 の現地企業や ア ジア地域 に進 出 して きてい る

欧米企業につ いて も電子 デバ イス情報の ニ ーズ とな る可能性 が考 え られ る た め に 、 こ

れ に関連 した情報 につ い て も文献 を中心に収集 した。

今回の調査の 中心 とな っ てい るユ ーザ ーへ の ア ンケ ー ト調 査 につ い て は 、調査票 を

作成 す る前 に情 報提供者 で あ る大手半 導体 メ ー カ ー と海 外 で の 電 子 デバ イ ス情 報 の

デ ー タベ ー スサ ー ビスの ユ ーザ ー とな る こ とが想定 され る大手家電 メー カ ー2社 に つ

い て事前に ヒア リン グ を行 い 、調査票の 設計の 参考 に した 。調 査票 は 、ア ジア地域 に

進 出 して い る民生用電子機器 メー カ ー 、産業用電子機 器 メ ーカ ー 、半導体 メー カ ー 、

電子部品 メーカ ー、半導体商社 に対 して送付 した。

回収 した調査票 につ い て 内容の 確認 を行 な うため に、必要 に応 じて 回答企業 に対 し

て 電話 ヒア リング を実施 した。

1.3本 報告書の 構成

本報告書の 全体の構成 と して は 、 ア ジア地域 の エ レク トロ ニ ク ス産業 を分析 し、 そ

れ を踏 ま えた上でア ン ケ ー ト調査 を分析 して 、電子 デバ イ ス情報 の デ ー タベ ー ス サ ー

ビスの事業性 につ いて検討 して い る。

第2章 で は、 ア ジア地域 の エ レ ク トロ ニ ク ス産 業の動 向に つ い て述 べ た後 、 この 地

域へ進 出 して い る 日系エ レク トロ ニ ク ス メー カー と現地企業の 動向 につ いて述 べ て い

る。

第3章 で は 、 ア ンケ ー ト調査 の 結 果 に つ い て 分析 して お り、 電子 デ バ イ ス情 報 の

デ ー タベ ー スサ ー ビスのユ ーザ ー ニ ー ズ な どにつ い て述べ て い る。

第4章 で は、2章 の ア ジア地域 で の エ レ ク トロ ニ ク ス産業の 動 向 と3章 の ア ン ケ ー ト

調査結果 を踏 ま えて 、 この電子デ バ イ ス情報 の デ ー タベ ー スサ ー ビス事業の 事業性 に

っ い て分析 し、今後の 事業展開 につ い て提言 して い る。
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ア ジア 地 域 の エ レ ク トロ ニ ク ス 産 業2.





2.1東 南ア ジア を中心 と した ア ジア地域の エ レク トロニ ク ス産業の動向

東南ア ジアの ほ とん どの 国々 は第2次 大戦終了 まで植民地支配で あ っ た ため 、 自国で

とれ る工業原料 や 食 糧 を輸 出 し、工業製品 を輸 入 す るパ ター ン を と っ て き た 。 しか

し、第2次 大戦終了後 、植民地 か らの独立 で経済的 な 自立 が求 め られ た た め 、工業化政

策 を取 らざる を得 な くな っ た。

工業化政策 を推進 す るた め に、輸入す る工業製品 に高 い 関税 を か け、 国内工業 を保護

育成 す る政 策 を と っ てい た が 、国内市場が小 さい う え、 国内企 業の 生産技術 の 貧弱 さ

か ら、 この工業化政 策 は先 が見 えて きた 。

その ため に 、現在 の ア ジアNlES諸 国は外国企業の誘致 を行い 、輸 入材料 ・部品 を 自国

の労働者 に よ って加工す る輸 出型加工産業に政策 を変更 した。 この 政策で最初 に成功 し

た の は香港 で あ っ た。 その後 シンガポ ール 、台湾 、韓国 と続 い て い っ た。

この よ うな背景の も とに ア ジアNIES諸 国に おい て も、欧米 の企業 は エ レク トロ ニ ク

ス工業製品 を中心 に生産 す るよ うにな っ た。 これ が ア ジアNIES諸 国に エ レク トロ ニ ク

ス産業が形成 され る きっ か け とな り、エ レク トロ ニ ク ス産業 はNIES諸 国の柱 とな る産

業へ と成長 した。

韓

台

国

歩
弓

シ ン ガ ポ ー ル

香 港

マ レ シ ア

フ ィ リ ピ ン

タ イ

イ ン ドネ シ ア5i肥7

50 100150200250(億 ドル)

Z1985年 図1990年

図2-1.ア ジ ア の エ レ ク トロ ニ ク ス 生 産 の 推 移

(参考 資料:エ レク トロ ニ クス1993年8月 号)
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次 に 、 ア ジ ア 経 済 の 発 展 過 程 を整 理 して み る こ と に す る 。

1人 あ た りのGNP(国 民総 生 産)を 表 で 見 て み る と、 額 の 大 き さ か ら韓 国 ・台 湾 ・香 港 ・シ

ン ガ ポ ー ル のNIES諸 国 と マ レ ー シ ア ・タ イ ・フ ィ リ ピ ン ・イ ン ドネ シ ア のASEAN諸

国 、 そ して 中 国 に 分 け る こ と が で き る(シ ン ガ ポ ー ル は 、NIES諸 国 とASEAN諸 国 の 両

方 に 属 す る)。NIES諸 国 は 早 く か ら輸 出 指 向 の 工 業 化 を 推 進 し 、 経 済 発 達 に お い て

ASEAN諸 国 との 間 に 大 き な水 を 分 け た 。 しか し、ASEAN諸 国 もNIES諸 国 に 習 い 輸 出指

向 型工 業化 政 策 に切 り か え た 。NIES諸 国 は輸 出促 進 に よ る経 済 発展 を も と に 、 自国の 産

業 の 育 成 に 力 を 入 れ る よ う に な り 、 先 端 技 術 団 地 の 設 置 や 空 港 の 整 備 、 そ して 人材 や

技 術 の 育 成 へ と か わ っ て き て い る 。

表2-1ア ジア諸国の主要経済比較(1991年 実績 を中心 と して)

国 名 面 積 人 口 人口増加率 GNP
1人 当 た り

GNP

実質経済成
長率

日 本 37.8万Km2 12,361万 人 0.35% 31,442億$ 25.437$ 3.5%

韓 国 993万Km2 4,500万 人 0.3% 2,828億$ 6.498$ 8.4%

ム こカ×
ロ ノ弓 3:6万Km2 2,030万 人 1.0% 1,789億$ 8,815$ 7.3%

中 国 956万Km2 11.42億 人 1.1% 3,671億$ 321$ 7.0%

香 港 1,073Km2 582万 人 03% 709億$ 12.433$ 3.9%

シン ガポ ール 626Km2 270万 人 0.4% 353億$ 13.059$ 6.7%

タ イ 51.4万Km2 56,10万 人 1.2% 793億$ 1.408$ 7.5%

イ ン ドネ シア 192万Km～ 18,000万 人 1.0% 940億$ 525$ 6.0%

マ レ ー シ ア 33万Km2 1,700万 人 0.5% 407億$ 2.274$ 8.8%

フ ィ リピン 30万Km2 6,287万 人 1.0% 455億$ 714$ △1.0%

出典1993年 版 ア ジ アの電子 工 業

表2-2ア ジア ・太平洋諸国の経済成長率推移(予 測含 む)

国 名 1985年 1986年 1987年 1988年 1989年 1990年 1991年 1992年 1993年

日 本 4.9% 25% 4.5% 5.7〔% 4.9% 5.8% 3.5% 1.8% 3.1%

韓 国 5.4% 12.3% 12.0% 12.1% 6.7% 93% 8.4% 7.3% 7.1%

ム こホ
ロ ノ弓 5.1% 12.6% 11.9% 7.8% 73% 53% 7.3% 7.5% 7.7%

中 国 13.0% 83% 10.6% 10.8% 3.9% 5.0% 7.0% 7.8% 75%

香 港 △0.1% 11.9% 13.9% 7.4% 2.5% 2.6% 39% 5.8% 6.4%

シンガ ポ ール △1.6% 1.8% 8.8% 11.0% 92% 8.3% 6.7% 6.1% 7.1%

タ イ 3.2% 3.5% 7」% 13.2% 12.0% 10.0% 7.5% 8.0% 8.1%

イ ン ドネ シア 1.1% 3.2% 3.5% 5.0% 7.2% 7.1% 6.0% 6.7% 7.0%

マ レ ー シ ア △1.0% 1.2% 5.2% 8.1% 8.5% 95% 8.8% 85% 8.0%

フ ィ リピ ン △4」% 2.0% 5.7% 6.7% 5.7% 3.1% △1.0% 2.5% 4.5%

出典1993年 版 ア ジアの 電子工 業
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1985年 、プ ラ ザ合 意以降の 急激 な円高 に よ るコ ス ト競争力低 下 と通商摩擦 の激 化 に

対応す る ため に 、 日本の エ レク トロニ ク ス メ ーカー は い ち早 く海外生産へ とシ フ トし

は じめ た。 な か で もア ジア地域 への進 出はめ ざま しく、ア ジア地域 に進 出 した現地法

人数 は(社)日 本電子機 械工業会 「'93年海外法 人 リス ト」に よ る と558法 人 で 、海外法 人

数合計 の60%を 占め る よ うに な ってい る。 ま た、世界各 国か らア ジ ア地域へ の 投資 も

増 えて きて い る状況 に あ り、投資市場 と してア ジア地域 が注 目されて い る。

また近年 は、為替問題や賃 金問題 に よる コ ス ト競争力の低下や通商摩擦 が原因 とな っ

て 、NlES諸 国 か らASEAN諸 国へ生産拠点 が シ フ トして い る。

韓国にお い て は賃金上昇や労働争議等 が 障害 とな り、 日系の エ レク トロ ニ ク ス メー

カー な どは生産規模 を縮小 した りASEAN諸 国ヘ シ フ トして い る。 韓国の 現地企業 も低

賃金、労働力の確保の ため にASEAN諸 国や 中国に進 出 して い る。

台湾 にお い て も同 じくコ ス ト競争力 を失 っ た製品に つ い て は、 日系の エ レ ク トロ ニ

ク ス メ ー カ ーや 現 地企 業 もASEAN諸 国や 中 国へ の生 産 シ フ トを強 い られ る状 況 に あ

る。

香港 は中国に労働力の 確保 を求 め てお り、 シン セ ン経済特別区や シ ン セ ン か ら北 へ

100キ ロ メー トル の東莞地域 に進 出 して い る。

中国は世界 中か ら脚 光 を浴び てい る地域 で あ り、経済特別区 に指定 され た シン セ ン

へ の海外 か らの 進 出はめ ざま しい もの が あ る。 日系企業 だ け で な く、香港 や台湾 、韓

国な どの ア ジアMES諸 国の企業 も この地域 に エ レク トロ ニ ク ス関連の 投資 を積極的 に

行 ってい る。 こ れ は、世界中の 多 くの セ ッ ト機器 メ ー カ ーが 、 中国 を生産拠点や 潜在

的な大規模市場 と して注 目 してい る か らであ る。

1993年 に 日本電子機 械工業会部品運営委 員会で ま と め た世界の 主 要電子機 器(5品 目)

の 生産 動 向 に お い て 、 カ ラ ー テ レ ビの 生 産 は 、 ア ジ ア36%(日 本 、 中国 ・香 港 を除

く)、 北米19%、 日本11%、 中国 ・香港19%と ア ジア地域 だ け で66%を 生産 す る と見 込

ん で い る。VTRも ア ジア地域(日 本、中国 を除 く)が48%を 占め る と見 られ て お り、 ア

ジア地域 は世界の エ レク トロニ ク ス産業の 中心的 な存在 に な る こ とは 、間違 い ない で

あ ろ う。
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表2-3 主要電子機器の生産状況

単位:千 台

国

品 目
韓 国 台 湾 タ イ マ レ ー シ ア シ ン ガ ポ ー ノレ 香 港

CTV

'92
12,788 2,205 5,388 7,260 5β00

∨

5,760
'93

13,400 1,674 6,144 9,360 5,200 6,300

VTR

'92
9,439 803 4,200 5,580 2,160 70

'93
10,500 816 3,000 7,680 2,300 600

ラ ジ カセ

'92
10,357 1,200 36 10,044 6,700 28,140

'93
9,000 800 36 10,824 4,800 65,000

ヘ ッ ドホ ン

ス テ レオ

'92
2,121 5,000 1,200 8,520 3,800 20,280

'93
1,900 4,000 660 9,540 3,600 30,000

コー ドレス

電話

'92
2,449 2,507 120 2,088 2,100 9,720

'93
2,450 2,600 720 4,524 2β00 13,000

FDD

'92
614 20 10,380 8,160 1,600 0

'93
2,000 0 15,360 15,840 60 0

HDD

'92
449 20 5,244 500 15,000 0

'93
800 0 9,324 700 20,000 0

カ ラ ー

モ ニ タ

'92
7β15 9,540 60 1,020 350 0

'93
10,000 10,500 540 1,980 310 600

出典:'93海 外電子工業の動向調査団報告書
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① 韓国

韓国は1968年 に電子工業振興法 を制定 し、海外企業 や合併会社の誘致奨励 策 を

とっ た。 この よ うに して工場が 定着 す る と 、機 械 、部品等 の国産化 率 を上 げ て

い った。

政府 はエ レ ク トロ ニ クス産業 に集中投資 を行い 、発展途上国か ら中進国へ 急速

に仲 間入 り し、家電 を輸 出の リー デ ィング産 業 と した。 ま た 、政府 は 、 世界 企

業 に勝 つ 競争原 理 と して 、企業 の スケ ール メ リ ッ トを重視 し、財 閥 を育 て て

い っ た。 その 中で 、三星 グル ープ 、金星 グル ープ 、大宇 グル ープ 、現 代 グル ー

プ が核 とな り、韓 国の エ レク トロニ クス産業 を成長 させて きた。

韓 国の エ レク トロニ ク ス産業 は、80年 代半 ば 頃 か ら高成長 を続 け 、89年 の 生

産額 が100億 ドル とな り世界 で も6位 の電子立 国 に な っ た。 韓国 は、 日本 の エ レ

ク トロ ニ ク ス メー カ が成功 を納 め たTV、VTR、DRAMな どの 製品 の生産 に積 極

的に技術導 入 を図 っ て取 り組 ん だ。 また 、 自国の輸 出製品に用い る部品 、製造装

置 に輸 入関税 を か け な い輸 出奨励策 を とっ た た め に 、 部品 を 日本 か ら調達 し、

製品 はア メ リカへ輸 出す る とい うゆが んだ産業構造 をもつ こ とに な っ た。

韓 国の家電 メ ー カ ー は コ ス ト競争 力の回復 や通 商摩擦 の 回避の 手段 と して 、

海外生産 を進 め て お り、資金上昇 によ るASEAN諸 国へ の生産 シフ トや92年 国交

正常化 した中国へ の投資 も積極 的に行 って い る。 ま た 、 イ ン ドネ シア や ベ トナ

ムへ の投資 も盛 ん に行っ て い る。

表2-4韓 国電 子産 業 の 需 給 動 向

(単位:生 産 ・内需;億 ウォン、輸出 ・輸入;百 万 ドル)

1986年 1987年 1988年 1989年 1990年 1991年
年平 均 増 加率

(87～91年)

家
庭
用
機
器

生 産
輸 入

42,433

324

59,302

469

67,237

510

72,645

517

72,647

542

81,024

528

8.1%

3.0%

内 需
輸 出

18,334

3,058

21,869

4,873

24,879

6β08

37,176

5,800

、

33,461

5,529

42,256

5β17

17.9%

4.5%

産
業
用
機
器

生 産

輸 入

18,658

1,242

31,512

1,332

33β81

2,230

40,912

2,510

46,597

2,959

52,073

3,382

134%

26.2%

内 需
輸 出

16,799

1,453

22,774

2,360

26,076

3,230

34,326

3,491

42,902

3,481

48,452

3,876

20.8%

13.2%

電
子
部
品

生 産
輸 入

45,519

2,840

57,408

4,075

71,153

5,424

82,471

5,843

91,112

6,188

109,556

7,119

17.5%

15.0%

内 需
輸 出

46,303

2,751

58,913

3,898

65,659

6,176

72β90

7,270

76,843

8,204

91,268

9,614

11.6%

25.3%

出典:韓 国電子工業振興会
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表2-5韓 国の一般経済指 針

単位
'88 '89 '90 '91 '92 '93(予 測)

面積 万Km2 9.9 9.9 9.9 9.9 9.9 9.9

人目 万人 4,197 4,238 4,352 4,327 4,366 4,406

1人 当 りGNP us$ 3,728 4,994 5,569 6,498 6,749 7,400

経済成長率 % 12.1 6.8 9.6 8.4 4.7 6.0～8.0

消費者物価指数 % 7.0 5.7 9.4 9.7 6.2 4.0～5.0

輸出 億us$ 593 624 650 718 766 830

輸入 億US$ 485 615 698 815 818 865

外資準備高 億us$ 110 152 148 137 171 170

失業率 % 2.6 2.6 2.9 23 2.5 2.5

為 替 ル ー ト
対US$

(年平 均)
一 671.35 707.70 73330 780.69 765.00

出典:'93海 外 電子 工 業 の 動 向調査 団報 告 書'90・'91東 南 ア ジア電子 工業 調査 団報 告書
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② 台湾

台湾の エ レ ク トロ ニ ク ス産業 は、70年 代 に台湾松下電器 、大 同(東 芝)、 声 宝

(シ ャープ)な どの 日本企業 との 合弁会社 を中心 に、家電 を中核産業 と位置づ け発

展 して き た 。 台湾 で は こ こ 数年 、 民生 用電子 機器 等 が 減少 傾向 を示 して い る

が 、 これ は周辺 国 との賃金格差 か らASEAN等 へ生産 が シフ トされ て い る ため で

あ る。 シ フ ト先 と して はマ レー シア 、 イン ドネ シア であ る。

1992年 に政 府が 自国の育成産業 と して 、IBMパ ソ コ ン互換機の 重要部品 を含 む

一貫 生産 を打 ち 出 し、半導 体産 業 を含 む エ レク トロ ニ ク ス 産業 国家 が誕 生 し

た。 そ の結 果 、多数のIBMパ ソ コン互換機 メー カ ーが 出現 し、 激 しい競争 の 中

で安価 なパ ソ コンの生産基地 と して世界的 に注 目され る存在 とな っ て きた。

現在 、欧米 の 市場 がや や冷 え き って い る状況の な かで 、今後 は 中国の 市場 を

強化 す る時期 に きてお り、中国での新市場開拓 を行 って い くで あ ろ う。

表2-6台 湾の一般経済指針

単位
'88 '89 '90 '91 σ92 '93(予 測)

面積 万Km2 3.6 3.6 3.6 3.6 3.6 3.6

人口 万人 1,990 2,010 2030 2,056 2,065 2,075

1人 当 りGNP us$ 6,333 7,512 7,997 8,815 10,215 10,800

経済成長率 %

■

7.84 7.33 5.29 7.32 6.06 6.50

消費者物価指数 % 1.28 4.41 4.13 3.62 4.58 3.50

輸出 億us$ 605.85 662.01 672.14 761 814 881

輸入 億US$ 496.56 522.49 547.16 628 720 789

外資準備高 億us$ 738.97 732.24 724.41 824 823 820

失業率 % 1.69 1.56 1.67 1.51 1.51 1.49

為 替 ル ー ト
対us$
(年平均)

1

27.29 26.31 26.31 25.40 25.45

出典:'93海 外電子 工 業の 動 向調査 団報 告書'90・'91東 南 ア ジア電子 工 業 調査 団報 告書
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③ 中国

最近 、世界 か ら中国への 投資 が増加 してお り、1992年 に は総 投資額 が570億 米

ドル に達 した。 中国へ の投資 が多 くな って きた要因 と して は 、労働 力の 安 さだ

けで な く、 中国市場へ の期待 が大 き くな って きた こ とが あげ られ る。

海 外企業 の進 出先 は、市場 経済 を導 入す る経済特別 区 が多 く、 その 先駆 け と

なっ た地域 が シンセ ンで あ る。 こ こに は現在 エ レク トロニ クス企業 が2000社 あ

り、 この うち外国関連企業 は1000社 に及ぶ 。 シン セ ン も香港 と同様 に開発 が進

み 、通信機器や 電子部品な どハ イテ ク指 向の 製品 が生産 されて い る。

日本 か らの進出企業 は家電やOAな どの メー カが先行 して お り、製品 はテ レビ

受像機 か らVTRや カ メラー体 型VTR等 の高付加価値製品へ と代 わ りつ つ あ る。 こ

れに対 して コン ピ ュー ター 、 パ ソ コ ン な ど情報機器 の生産 は時期尚早 とい う声

も出て い る。 その理由 と して は 、部品の現地調達が難 しい とい う こ とで あ る。

、や は り、中国へ進 出 した企業 に と って 一番頭 の痛 い問題 で あ る。進 出 した企業

は まず 、現地の 部品産業 を育成 して い くこ とか ら考 えな くて は な らない 。

香港の エ レク トロ ニ クス メー カ ーの 約80%は 製品 の一 部 を中国で 生産 して い

る と考 え られ てい る。

台湾 で は政府の ハ イテ ク製品 の新 しい輸 出規制が1994年1月 か ら施行 され る と

あ っ て 、台湾の エ レ ク トロ ニ ク ス メー カ ー は海外 に生産拠 点 を移 す方 向 に あ

り、 その 多 くが中国進 出に積極 的で あ る。

韓国の エ レク トロニ クス メー カ ー は 、最近5年 間で賃 金が3倍 に もア ップ した

こ ともあ り、低賃金 と大市場 とい うこ とを考 えて 中国へ投 資 を始 め てい る。

ア メ リカの エ レク トロニ ク ス メー カ ー も中国 を注 目 して お り、中国のパ ソ コ

ン市場 を狙 っ て デ ィ ス ク駆動装置の 生産 を開始 した り、中 国で の 部 品調達の た

めの ネ ッ トワー ク を構築 しよ う と して い る。
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④ 香港

植民地時代 に ヨ ー ロ ッパ とア ジア との 間の 貿易中継 基地 と して発展 した が 、

戦後早 々 と輸 出加工基地 に切 りか えて 、経済的 な 自立 を行 った。 香港 は、繊維、

雑 貨 、小型民生品(時 計 、 カ メ ラ 、電卓etc.)を 手始 め た。 しか し、 人口の 少 な

かっ た こ と も あ り、 この 産業の 多 くは労働集約型産業 だ っ た た め 、労働 力 が頭

うち に な って しまっ た。 その ため 、1980年 代 に入 り賃 金の 大幅 に安 い労働の 豊

富 な隣接す る 中国広 東省 へ委託加 工 を依頼 す る とい う型 が と られ る よ うに な っ

て きた。 エ レク トロ ニ ク ス産業 は 、OEM(相 手先 ブ ラ ン ド)で供給 して お り、下

請生産 が多い 状況に あ る。 この た め、製品企画 、開発 、販売は海外の委託企業 に

任 せ てい た が 、最近 は研究 開発 に も力 を入れ て お り、研究開発 費 も増加傾 向 に

あ る。

また 、香港 の エ レク トロニ ク ス産業 の輸 出パ タ ーン が変 わ って きた こ とが 図

2-2を 見 る とわ か る。米 国に対 す る直接輸 出は減少 す る傾 向に あ り、欧 州 とア

ジ ア に輸 出先 を シ フ トさせ て い る。 これ は米 国の 景気後退 の 時期 か らみ られ

る。
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図2-2米 国 か ら中 国 やEC(欧 州共 同体)へ 輸 出 シ フ ト

(出 典:日 経 エ レ ク ト ロ ニ ク ス1993-3-15)
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表2-7香 港の 一般経済指針

単位 '88 '89 '90 '91 '92 '93(予 測)

面積 万Km2 1,045 1,045 1,045 1,045 1,045 1,045

人口 万人

■

568 576 575 582 590 596

1人 当 りGNP Us$ 9,635 10,940 12,490 14,102 16,380 18,800

経済成長率 % 7.2 2.5 3.0 3.9 5.0 5.5

消費者物価指数 % 7.5 10.1 9.8 12.0 9.4 9.5

輸出 億US$

■

632 732 820 982 1,195 1,453

輸入 億US$ 639 722 824 999 1,234 1,497

外資準備高 億us$

l

N.A. N.A. N.A. 一 一 一

失業率 % 1.4 1.3 1.3 1.8 2.1 1.8

為 替 ル ー ト
対us$

(年平 均)
一 一 7,789 7,781 7,741 7,730

出典'93海 外電子工 業の動向調査団報告書'90東 南 アジア電子工業調査団報告書
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⑤ シン ガポ ール

香港 と同様 に植民地 時代 に ヨ ー ロ ッパ 、 ア ジア の 貿易 中継基地 と して 発展 し

て きた が早 々 に基点 をか えて 、 カ ラ ーテ レ ビ、半導体 の組立 て 、海外企業 の 生

産 、輸 出拠点 、石油精製 、造船修理 を始め て い った。

製造業 の 中心 で あ るエ レ ク トロ ニ ク ス産 業 は、 先進 国企業の下請 け とい う色

合 い か ら脱 しよ う と して 、資本 ・技術の集約 的産 業 を 目指 そ う と して い た が 、

有力 な地場企業 が少 な く、 それ ほ ど伸 び な か っ た。 その ため 、ASEANに 工場 を

もつ 外国企業 を誘致 し、 ア ジア セ ン ター と して位 置づ け てい った。

この よ うに 、 シンガポ ール は生産拠点よ りASEAN地 域 の セ ン ター と して機能

す る方向に あ り、OHQ(地 域統括本部)、lPO(国 際部品調達基地)や 、R&D(研 究開

発)セ ン ター な どへ の転換 が進 んで い る。

ま た 、 シン ガポ ール は世界有数の貿易基地 で あ り、 イ ン フラ も整備 され て い

るた め1PO(国 際調達基地)と しての機能 は、 ます ます重要 な位置 を占め て きて い

る。理由 は短期間 で必 要 な部品や 資材 が低 コ ス トで 入手 で き るた め で あ り、 エ

レ ク トロニ ク ス メ ー カ ー に と って は重要 な拠点 とな って い る こ と は た しかで

ある。

しか し、労働 人口が少 な く、工場 を展 開す るの に限界 が あ るた め 、 ジ ョホ ー

ル ・バ ール(マ レー シア)と シン ガポ ール島の 対岸の バ タ ム島(イ ン ドネ シア)の

3点 を結 んで成長の トラ イア ン グル を提唱 し、経済国の拡大 を図 ってい る。

シン ガポ ール は、エ レク トロニ ク ス産業の高 付加価値化 を求め て い る が 、半

導体の 前工程 で さえも 、マ レー シア か ら水 を運ぶ とい うこ となの で 、適 して い

る とは言 えない 。

その よ うな中 、台湾 や 欧米系 メー カ ーに よ って パ ソ コ ンや 周辺機器等 が 増産

されて い る。 シ ンガポ ール のHDDの 生産 は世界需要の半分 を満 た してお り、 パ

ソ コ ン市場の低価格化 に寄与 してい る。
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表2-8シ ン ガ ポ ー ル の 一 般 経 済指 針

単位
'88 '89 '90 `91 '92 '93(予 測)

面積 万Km2 626 626 626 626 626 626

人口 万人 264.7 268.5 269.0 273 278 285

1人 当 りGNP us$ 8,837.0 9,956.4 11,949.0 14,000 14,900 15,900

経済成長率 % 11.0 9.2 8.3 6.7 5.8 6.0～7.0

消費者物価指数 % 1.5 2.4 3.4 3.4 2.3 2.8

輸出 億us$ 395.0 446.7 525.3 600 632 650

輸入 億us$

1

441.0 496.7 605.8 670 700 760

外資準備高 億us$ 166.0 170.6 267.7 320 400 410

失業率 % 3.3 2.2 1.7 1.9 2.7 2.7

為 替 ル ー ト
対us$

(年 平 均)
一 1.9480 1.8069 1.7276 1,629 1.61

出典:'93海 外 電子 工 業の 動 向調 査 団報 告書'90・'91東 南 ア ジア 電子 工 業調査 団 報告書
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⑥ タ イ

イ ン フ ラ整備の 遅 れ と不安定 な政治 によ り、海外 か らの 投資 が少 し遅 れ て い

た が 、今で は 日本 、台湾 、 シン ガポ ール か らエ レク トロ ニ ク ス関連企業 が進 出

して い る。

⑦ マ レ ー シ ア

五 大 一 次 産 品(す ず 、木 材 、 パ ー ム オ イ ル 、 天 然 ゴ ム 、 原 油)で リ ー ド して き

た マ レ ー シ ア 経 済 は 、1985年 の 原 油 を 中心 と した 価 格 の 下 落 で 不 況 に お ち い っ

た 。 そ の 頃 、 マ レ ー シ ア の エ レ ク トロ ニ ク ス 産 業 は 、1985年 の プ ラ ザ 合意 後 の

通 貨 高 と賃 金上 昇 を解 消 す る た め 日本 の エ レ ク トロ ニ ク ス 関 連 企 業 が 進 出 して

か ら発 展 し、1987年 以降 一 次産 品 産 業 を抜 い て トッ プ に な っ て い る 。 そ の 後 、

3つ の 工 業 団地(ク ア ラ ル ン プ ー ル 、 ジ ョホ ー ル バ ー ル 、 ペ ナ ン)を 中 心 と し

て 、 世界 的 な 家 電 、半 導 体 、 電子 部 品 の 生 産 拠 点 とな っ た 。

⑧ フ ィ リピン

不安 定 な政 治状 況 の た め海 外 か らの 投資 は進 ま ず 、工 業生 産 は伸 び て い な

い 。 しか し、既 に一部の 電子部品 メー カ ー は進 出 して お り、政治 が 安定 す れ ば

エ レ ク トロニ クス メー カーの進 出先 と して注 目を浴 び る可能性 が あ る。

⑨ イ ン ドネ シア

石 油依 存経済 の た め産業基盤 が立 ち遅 れ て お り、エ レク トロ ニ ク ス産業 も海

外 か らの 投資 は進 まず、工業生産 は伸び て い ない 。
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表2-9タ イの一般経済指針

単位
'88 '89 '90 '91 '92 '93(予 測)

面積 万Km2 51.3 51.3 51.3 51.3 51.3 51.3

人口 万人

■

5,496 5,589 5,680 5,696 5,480 5,860

1人 当 りGNP us$ 1,043 1,256 1,444 1,517 1,718 1,800

経済成長率 %

■

13.2 12.2 9.8 7.9 7.5 8.0

消費者物価指数 % 3.8 5.4 7.0 5.7 4.1 4.8

輸出 億US$ 159 201 220 282.6 330.1 381.0

輸入 億us$ 203 255 318 379 416.5 476.2

外資準備高 億us$ 71 105 125 184 213 一

失業率 % 6.4 5.6 5.2 4.5 4.2 4.1

為 替 ル ー ト
対us$
(年平均)

一 25,708 25,595 25,517 25,450 25,200

出典'93海 外 電子 工業 の 動 向調 査 団報 告書'90・'91東 南 ア ジア電 子工 業 調査 団 報告 書
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表2-10マ レ ー シ ア の 一般 経 済 指 針

単位
'88 '89 σ90 '91 '92 '93(予 測)

面積 万Km2 33 33 33 33 33 33

人 口 万人 1,694 1,740 1,780 1,820 1,860 1,900

1人 当 りGNP us$

■

1,777 2,059 2,277 2,459 3,022 3,327

経済成長率 % 8.7 8.8 9.5 8.8 8.5 8.0

消費者物価指数 % 2.5 2.8 3.2 4.4 4.6 4.0

輸出 億us$ 201 243 290 345 412 468

輸入 億US$ 166 189 266 347 394 433

外資準備高 億US$ 65.3 67.0 96.7 104 160 一

失業率 % 8.1 7.1 63 4.3 4.1 4.0

為 替 ル ー ト
対us$

(年平 均)
一 2.7071 2.7043 2.7 2.5 2.5

出典'93海 外 電 子工 業 の動 向調査 団報 告書'90・'91東 南 アジ ア電 子 工 業調 査 団報 告書
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表2-11フ ィ リ ピ ン の 一般 経 済 指 針

単位
'88 '89 '90 '91

'92

(予 測)

面積 万Km2 30 30 30 30 30

人口 万人

1

5,870 6,020 6,150 6,290 6,430

1人 当 りGNP us$ 665 736 751 759 770

経済成長率 % 6.7 5.6 3.1 0 2.5

消費者物価指数 % 8.8 10.6 12.7 17.7 9.0

輸出 億us$ 70.74 78.21 81.86 87.36 一

輸入 億us$ 81.59 104.19 122.06 120.04 一

外資準備高 億us$ 20.59 23.24 19.9 44.7 一

失業率 % 9.6 9.2 8.9 15.0 13.0

為替 ル ー ト
対us$

(年平均)
一 一 24.3 27.5 28.0

出典'90・'92東 南 ア ジア電子 工 業調査 団報 告書
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表2-12イ ン ドネ シ ア の 一般 経 済 指針

単位
'88 '89 σ90 '91

面積 万Km2

1

190 190 190 190

人口 万人 17,559 17,914 17,930 18,000

1人 当 りGNP us$ 456.71 502.49 571.75 525

経済成長率 % 5.0 7.2 7.1 6.0

消費者物価指数 % 124.9 133 142.9 156.1

輸出 億us$ 194 211 257 一

輸入 億us$ 135 165 218 一

外資準備高 億US$ 62 64 85 7.5

失業率 %

■

2.8 2.8 2.9 一

為 替 ル ー ト
対us$
(年平均) 1,685.7 1,770.1 1,842.8 1,950.3
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2.2ア ジア地域 に お け る企業動向

(1)日 系企 業

① 日系企業の ア ジア進出

日本の エ レク トロニ クス メーカ ーの 中で も家電 メー カ ー は 、早い 時期 か ら家

電製品の販売拡大の ため に合弁会社 を含 む現地工場の設立 を始 め た。1970年 代、

日本政府 が海外投資の 自由化策 を打 ち 出 した こ ともあ り、 日本の 産業の 海外投資

が多 くな っ た。70年 代後半 に な る と 日本の 家電産業が世界的 に急成長 し、他産業

の成長 も引き金 とな り、円高 と 日本 に お け る労働力不足か ら、現地生産拠点 が 日

本の 生産拠点 に変 わっ て輸 出向け生産体制 を と るこ とにな った。

1981年 に レー ガ ン政権 が発足 し、 ア メ リカ で の 家電製品 の需要 が 強 ま り、下

図の様 に対米輸 出パ ター ン を形成 した た め 、 ア ジア経済 は高成長 を遂げ た。 ア

メ リカの高 い需要 力 は競争 力 を もっ た 日本 の 民生機 器 メー カ ー が ア メ リカの そ

れ を撤退 に ま で追い込 ん だ こ とも重要 で あ る。

1980年 代中頃に 入る と、ア メ リカの 貿易収支 が悪 くな り始め 、1985年 秋 に プ

ラザ合意(① 日欧の 主要通貨 の 切上 げ 、② 韓 国、 台湾 の通貨調整 、③ 日本 のNIES

に対 す る市場開放 、規制緩和 の要請 、④NIESに 対す る特 恵関税 の適 用停止)が 成

立 した。 これ に よ り、ア ジアの 貿易 パ タ ーン が大 き く変 わ り 日本 がア メ リカ に

代わ って ア ジア諸 国の 経済発展 を推 し進 め る こ とに な った。

そ こで 、 日本政府 は内需 拡大 と輸 入拡大 を大 き く掲 げ 、 こ れ に対 応 して ア ジ

ア諸国の 日系企業か ら逆輸 入が は じま っ たの で あ る。

1970年 代

ア メ リ カ

ゆ

1985年 秋 以 降

黍籍
璽
む

輸出

図2-3日 本 の エ レ ク トロ ニ ク ス の 輸 出 パ タ ー ン の 変 化

(参考 資 料:エ レク トロニ ク ス1993年8月 号)
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ま た 、1985年 以降 の急激 な 円高 に よ る コス ト競争 力低下 と、通商摩 擦 の激 化

に対応 す る た め 、 日本の 家電 メー カ ー は海外 での 現地生産へ と急速 に シ フ トし

て い る。 この1ド ル110円 前後の 円高状態に お ける対応策の 特徴 と して は、① 現

地法 人の再 投資 に よ る既存設 備の 充 実 ・拡張 、② 海 外展 開 の 遅 れ て い た サ ポ ー

テ ィン グ ・イン ダス トリー進 出の 増加 が あげ られ る。(社)日 本電子機械工業会 が

ま とめ た 「'93海 外法人 リス ト」に よ る と、 エ レク トロ ニ ク ス産業 の 法人企業

(民生用電子機器 、産業用電子機器 、電子部品 ・デバ イ ス)の 生産拠点 も85年 ～93年

の 間 にア ジア地域 で232社 か ら558社 に増 え たの に対 して 、欧州 で は50か ら142

社 、北米 で は80か ら184社 であ り、ア ジア地域 での急増が うか が え る。

[ヨ ー ロ ッ パ 】

(4)

[ア フ リ カ 】

【ア ジ ア 】,

Q

、 口

獄
[オセア ニ ア]VY

vv

OG魔

刺リメア繭

/

ム図2-4地 域別海外生産法人数

(出典:'93海 外 法 人 リス ト)
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ま た 、 ア ジ ア の 各地 域 の 中 に 日本 の エ レ ク トロ ニ ク ス メ ー カ ー が どの く らい

進 出 して い る か を示 した の が 下 の グ ラ フ で あ る 。 電子 部 品 ・デ バ イ ス の 進 出 が

多 く 、 マ レ ー シ ア91社 、 台 湾64社 、 韓 国50社 あ る 。 民 生 用 電 子 機 器 の 日系 企 業

の 進 出 は 、 マ レ ー シ ア39社 、 タ イ25社 、 台湾21社 で あ る 。 産 業 用 電 子 機 器 の 日

系 企 業 は 、 ア ジ ア 各 国 に お い て 一 様 に進 出 して い る。

韓

中

台

香

タ

国

国

湾

港

イ

シ ン ガ ポ ー ル

マ レ シ ァ

フ ィ リ ピ ン

イ ン ドネ シ ア

10 20 30 40 50 60 70 80(法 人数)
1 ll 1 ll

】50

ll

[コ 民生用電子機器

吻 産業用電子機器

認璽]電 子部品,デ バイス

18
=9

16
】35

こ%易5

121

一1Q
i64

一「4

Z〃 力5

116

・150

125
、10 潮39

119

一9

B9一1～
191

15
勿4

口1

110
オ1

111

図2-5ア ジ ア 地域 に お け る 日系 エ レ ク トロ ニ ク ス メ ー カ ー の 分布

(参考 資料:tg3海 外法 人 リ ス ト)
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この よ うに ア ジア地域 に お け る 日系企業 の生産体 制 は 、現地の 輸 入代 替型 か

ら、 円高下 での 先進 国へ の輸 出拠点 、 そ して 水平分業拠点 へ と変化 して き て い

る。今 まで ア ジア での 生産 は労働集約型の ロ ーエ ン ドン製品中心で あ っ た が 、

最近 は資本 ・技術集約的 な ものへ と変化 してい る。 その た め 、現 地市場 での 需要

動向 を見 な が ら現地 部品 に よ る現 地モ デ ル の 生産 が 可能 に な っ て くる 。 しか

し、工賃の 比重 の高 い品 目は、製品の価格競争 力 をつ け る た め賃 金の 上 昇 した

ア ジ アNIES地 域 か ら賃 金が低 く しか も豊富 な労働 を抱 えたASEAN諸 国 へ移 行 す

る 「玉突 き型 シ フ ト」をせ ざる を得 な くな って きて い る状 況にあ る。(図2-6)

日本大手家電 メー カ は、世界 をア メ リカ 、 ヨー ロ ッパ 、 ア ジ ア 、 日本 と4地

域 に 分け 、各地域 で製品開発 、設計 、生産 、販 売 な どの 業務 を地域 で独立 して 行

う 「4極分化体制 」を構築 してお り、 これ を強化 す る ため に各地域 を統括 す る地

域統括会社 を設立 してい る。(図2-7)

民生用電子機器 、産業用電子機器 、電子部品の 国内生産額、輸 出額 、輸 入額(88

年 ～92年)を 比較 してみ て も わ かる よ うに、海外 か らの輸 入額が少 な か らず増加

傾向 に あ る こ とが伺 え る。(表13、14、15参 照)
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↑
製
品
の
付
加
価
値

ざ

付 加価 値の高 い製 品 も

成 熟化 する と、労 働集

約 部分 を賃 金 の安 い国

に生産 を移 す 。

賃 金 の安 い国 々は労働

集 約 的産業 か ら高 付加

価 値産 業 へ と目指 す。

アメリカ

日本NIESASEAN
← ○<一 ー一 〇 ← 一一 一〇

製品の労働集約性→

図2-6製 品 の 成熟 化 と生 産 移 転

(出典:エ レク トロニクス1993年8月 号)

∠. ,./

iii…i……iii/

/

/

地域統括会社

、本社機能 の一部
＼

、

/

義}……………1…麟 灘 縫/

/

/

地域統括会社

本 社

図2-74極 分化体制 と地域統括会社

(出典:⊂IM/MAP絵 と き読本)
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＼ 1987 1988 1989 1990 1991 1992

生 産 37,974 40,475 39,518 41,532 44,496 35,653

輸 出 23,174 22,435 23,232 26,572 27,416 23,024

輸 入 609 983 1,464 1,144 1368 1,575

＼ 1987 1988 1989 1990 1991 1992

生 産 82,067 94,565 103,345 108,737 112,273 100,424

輸 出 23,654 26,920 28,960 31,194 32,040 33,904

輸 入 3,416 4,499 5,934 6,994 6,892 6,369

＼ 1987 1988 1989 1990 1991 1992

生 産 60β52 69,262 74,949 79,839 84,907 76,215

輸 出 29,643 34,761 41,417 44,192 45,219 47,918

輸 入 4,903 6β73 8,803 11,043 11,704 11707
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部品 メー カ ー は 、以前台湾 、韓 国、 シン ガ ポ ール を中心 と した地域 に生 産拠

点 を設 けて きたが 、最近 は香港 、 中国 ・華南地域 に海外拠点 を設 け 、営業 、資材

調達 、生産 を強化 、拡充 して い る。

現在 、 日系企業 は マ ネ ジ メ ン トと技術開発の 現地化 に力 を入 れて お り、 シ ン

ガポ ール にア ジア地域統括本部 を設置 した り、主要生産拠点 で あ る シ ン ガポ ー

ル ・マ レー シア にR&Dセ ン タ ーな ど を設置 して い る。各企業 とも ア ジ ア地域 で

の現 地生産 を拡大 させ て い る が 、進 出 国か らの 要望 に よ り今後 は現 地 で の 企

画・設計 、生産 、販売 とい う一貫体 制の 構築 が求 め られ て い る。 しか し、 一番

の問題 は部品調達 で あ る。 コ ス トを お さ える た め に は現地で の 部品調 達 を増 や

す こ とが必須に な るが 、部品産 業が 日本 ほ ど発達 してい ない た め 部品に つ い て

は 日本 か らの輸入 に依存 す る型 とな り、調達率 が低 く留 まる こ とに な る。

タ イにお い て は、 日系の セ ッ ト機器 メー カ ー によ る生産が本格 化 して お り、

テ レビ、VTR、 パ ソ コ ン周辺機器 を中心 に大幅 に増加 し、 エ レ ク トロニ ク スの

一大生産 拠点 と な っ て い る
。 ま た 、 日系 の半 導体 メー カ ー や ブ ラ ウ ン管 メ ー

カーが進 出 した こ ともあ り、現地 での 部品調達 は今後高 くな っ てい く と考 え ら

れ る。

マ レー シア で は、 日系エ レ ク トロニ クス メー カー各社の 生産増 強 が続 い てお

り、 特 に カ ラ ーテ レ ビ 、VTRの 成 長 が 大 き い 。VTRの 場合 に は 日系 家電 メ ー

カ ー は全 てASEAN地 域 に 出揃 っ て い る が 、 マ レー シア は そ の 中核 と な っ て い

る。

イン ドネ シア は、 タイ 、 シン ガポ ール 、 マ レー シアに続 く進 出先 と して有力

視 され てお り、 日系企業の進 出も多 くな って きてい る。

フ ィ リピン で は現地向 けに生産 して い る 日系企業 もあ る が 、 ほ とん どの 日系

企業が輸 出拠点 と して生産 を行 って い る。
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② 日系企業の現状

日本の エ レク トロ ニ ク ス関連企業 は 、円高 の 対応 策 と して低付 加価値 製品 に

つ い て は海外 で生産 を行 うが 、全て の 国内生産拠点 を海 外 に移管 す る わ け で は

ない 。 国内生産拠点 で は人員削減 を図 りな が ら工場の縮小化 を行 い 、高付加価 値

製品 に特化 した生産 を行 うこ とに して い る。 主 な企業 の海 外 シ フ ト製品 は以 下

の とお りで あ る。

表2-16主 な企業の海外 シフ ト製品一覧

企業名 製品 進出先 シフ ト理 由 日本国内では
松下電器産業 大型 テ レビ(29型) 中国(北 京) 大きな潜在国内需要 一

VTR(普 及 型) 中国(機 械電子 工業 部) VTRの メカ ニズム の技 術供

与

一

ヘ ッ ドホ ンステ レオ

ラ ジオ(普 及型)
中 国(広 東省)

(94年 秋)

東南アジア拠点の人件費
上昇

欧 米 向 け、ア ジア向 け輸

出中心

東 南 ア ジアへ はCDプ レー
ヤ ーな どの一 部生産 移 管

ソ ニ ー カメ ラー体 型
ビデオ(旧 型)

中 国(上 海) 中国 国内潜 在需 要 と

市場 シェアの確 保(8mm)
当 初 は全 面 的 に日本 か ら

部 品 を供 給 し組立生 産

カ ラ ー テ レ ビ(25型) シ ン ガ ポ ー ル(ブ ラ ウ ン管)

マ レー シア(完 成 品)
国内 での コス ト高

市場拡 大 と円高対 策

よ り大型 の高 付加価 値製

品(横 長TV、大型TV)に 特 化

CDプ レ ー ヤ ー 、CDラ ジ

カ セ
中 国(シ ン セ ン 、OEM生 産) 同上

日 本 ビ ク タ ー 小 型 カ ラーテ レ ビ タ イ 国内製造 コス ト高 同上
カ メラー体型 ビデ オ

(旧型)

中国(北 京 、広州) 中国国 内潜在 需要 と市 場
シェアの確保(VHS-C)

ソニ ー と同様

CD用 ピックア ッ プ シ ン ガ ポ ー ル 現地調達率向上 一

日立製作所 VTR(普 及型) マ レ ー シ ア 国 内 での コス ト高 高機 能機種 に特 化 、 ドイ

ツ工場 の 閉鎖 に伴 う輸 出

ミニ コ ン ポ 韓 国(OEM) 同上 同上
カ メラー体 型 ビデ オ

(旧型)
中 国(福 建省) 潜在 国内 市場(8mm) 日本 国内 で は、高付加 価

値製品 に特 化

カ ラ ー テ レ ビ(21型) 台湾 コス ト高 大型や新型に特化
VTR(モ ノ ラル 、 ハ イ

フ ァ イ)

マ レ ー シ ア 同上 北米向け中心

シ ャ ー プ 家電 製品

デ ザ インセ ンタ ー
シ ン ガ ポ ール(あ る い は マ

レ ー シ アH95年 まで)
現地向け商品の開発 一

小 型 カ ラ ー テ レ ビ

(14-19型)

マ レー シア 同上 日本国 内 は他分 野(高 付加

価 値製 品)に 特化

NEC パ ソ コ ン用

デ ィ ス プ レ ー

マ レー シア 同上 、競争 激化 に対応 デ ィス プ レー以外 のOA機

器 製造 に シ フ ト

ア イワ オ ー デ ィ オ(ラ ジ カ セ 、

ミ ニ コ ン ポ)

マ レー シ ア(ジ ュ ロ ン)

既 に91年 か ら稼 働

同上 一

アル プス電気 磁 気 ヘ ッ ド 中国 コス ト削減 日本国内工場の整理

電 器 パ ー ツ(リ モ コ ン 、

電 源 ス イ ッ チ)

マ レー シ ア(第3工 場)

・

同上 同上 。 よ り高度 の製品

(例:STN;超 ね じれネ マ
テ ィック方 式 に よる液 晶

表示 装置)

AV機 器 用 ボ リュ ーム 中国(大 連) 同上 中国 国内 向 け及 び 日本 へ
の輸 出向 け

旭硝子 ブラ ウン管用 ガ ラス部

品
シンガポ ール

中 国(北 京)
東南 ア ジア需 要増 に対応

中 国の 日系 メー カーへ の

供給

高付加 価 値商品 に シフ ト

ミツ ミ電機 フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク/

CD-ROMド ラ イ ブ

中 国(天 津) コス ト削 減 と円高 の輸 出

リス ク回避

国内生 産(月 産25万 台)縮

小

製品 は 日本 経由 で欧米 輸

出

トー キ ン 電 源用 トラ ンス、
コ イル(増 産)

マ レ ー シア 東南アジア
需要拡大に対応

国内生産比率下げる
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次に ア ジア各国 に進 出 して い る 日本企業 を挙 げ る。

(a)韓 国

韓 国 に は 、 日系 企 業 が 民生 用電子 機 器 メ ー カ ー8法 人 、産業 用電 子 機器

メー カ ー9法 人、電子部品 、デバ イ ス メー カ ー50法 人の進 出が あ る。 以下 に

主要 日系企業 を紹介 す る 。

民生用電子機器

産業用電子機器

カ シ オ 計 算 機 ㈱ 、 三 洋 電 機 ㈱ 、 シ ャ ー プ ㈱ 、 ソ

ニ ー 、 東 芝 ラ イ テ ッ ク㈱ 、㈱ フ ジ ソ ク 、 富 士 電機 ㈱

㈱ ア ドバ ン テ ス ト、 ア ル プ ス電気㈱ 、安藤 電気㈱ 、

三洋電機㈱ 、 シ ャープ㈱ 、㈱光電子工業研究所、 ファ

ナ ック㈱ 、横河電機㈱

電子部品デバ イス 京 セ ラ 、ITTキ ャ ノ ン 、 ア ル プ ス 電気 、SMK㈱ 、

オ ー タ ックス㈱ 、 オ ンキ ョー㈱ 、東京 ビジ ョン㈱ 、

㈱ 三協精機製作所、 サ ンケ ン電気㈱ 、三洋電機㈱ 、

㈱ 指 月電機 製作所 、 下 田電機 ㈱ 、 シ ャ ー プ㈱ 、 神 栄

㈱ 、双信電機㈱ 、㈱ タ イツ ウ 、太陽誘電㈱ 、田淵電機

㈱ 、㈱ タ ムラ製作所 、TDK㈱ 、帝 国通信工業㈱ 、東京

軽電機㈱ 、東京電波㈱ 、東光㈱ 、 ニチ コ ン㈱ 、三和 コ

ン デ ン サ 工 業㈱ 、 日本 ケ ミ コ ン㈱ 、 日本 特 殊 陶 業

㈱ 、㈱ 光 電子 工 業研 究 所 、 ヒ ロ セ 電 機㈱ 、 フ ァ ス

タ ー電機㈱ 、㈱ フ ジソ ク 、韓 国富士通㈱ 、双葉電子工

業㈱ 、北 陸 電気 工 業㈱ 、 ホ シ デ ン㈱ 、 ミツ ミ電 機

㈱ 、 山 一電 機㈱ 、㈱ ユ タ カ 電機 製 作 所 、 ル ビ コ ン

㈱ 、 ロ ー ム㈱ 、㈱ ワ カ製作所
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(b)台 湾

台 湾 に進 出 して い る 日系 企 業 は 、 民生 用電 子 機 器 メ ー カ ー が21社 、 産 業 用

電 子 機 器 メ ー カ ー が10社 、 電子 部 品 ・デ バ イ ス メ ー カ ー が64社 で あ る 。

以 下 に主 要 日系 企業 を紹 介 す る。

民生用電子機器 キ ャ ノ ン㈱ 、 ク ラ リ オ ン ㈱ 、 三 洋 電 機 ㈱ 、 シ ャ ー

プ㈱ 、㈱ 日立 製 作 所 、 ソ ニ ー㈱ 、 テ ィ ア ッ ク㈱ 、 ㈱

東 芝 、 日本 コ ロ ム ビ ア㈱ 、 日本 ビ ク タ ー㈱ 、 ㈱ 富 士

通 ゼ ネ ラ ル 、船 井 電 機 ㈱ 、 松 下 電 器 産 業 ㈱ 、 松 下 電

工㈱ 、 リ オ ン㈱ 、 ㈱ リ コ ー 、 ロ ー ラ ン ド㈱

産業用電子機器 ア ン リツ㈱ 、 シ ャー プ㈱ 、 セ イ コ ー エ プ ソ ン㈱ 、

㈱ 田村 電機 製 作所 、 日本 電 気㈱ 、㈱ 日立 製作 所 、

フ ァナ ック㈱ 、船井電機㈱ 、 ブ ラザ ー工業㈱ 、松 下

電器産業㈱

電子部品 ・デバ イス ㈱ 赤羽電具製作所 、旭硝子㈱ 、 ア ル プ ス電気㈱ 、和

泉電気㈱ 、SMK㈱ 、㈱ オ ー デ ィオテ クニ カ、 岡谷 電

機 産業㈱ 、カ シオ計算機㈱ 、釜屋 電機㈱ 、三 菱 マ テ

リアル㈱ 、㈱京三製作所、 クラ リオ ン㈱ 、ケ ー シ ー

ケ ー㈱ 、KOA㈱ 、㈱ 三協精機 製作所 、三省電機㈱ 、

三洋電機㈱ 、 シ ャー プ㈱ 、神 明電機㈱ 、ス ミ ダ電機

㈱ 、住友電工㈱ 、㈱ タ イ ツ ウ、太 陽誘電㈱ 、㈱ タ ム

ラ 製 作 所 、TDK㈱ 、 帝 国通 信 工 業㈱ 、 東京 軽 電 機

㈱ 、 東京 コ ス モ ス 電機 ㈱ 、 東京 特 殊 電線㈱ 、 東 光

㈱ 、㈱ トー キ ン 、 東京 パ ー ツ 工業 、西 村無線 電 機

㈱ 、ニ チ コン㈱ 、㈱ 日本 ア レ フ、 日本 イン ター㈱ 、

日本 ケ ミ コン㈱ 、 日本航空 電子 工業㈱ 、㈱ 日本抵抗

器製作 所、 パ イ オニ ア㈱ 、原 田工業㈱ 、㈱ 日立製作

所 、 フ ォス タ ー電機㈱ 、富士電機㈱ 、富士電 気化学

㈱ 、 い わ き電子㈱ 、双 葉電子 工業㈱ 、北陸電気 工業

㈱ 、 ホ シデ ン㈱ 、 マ ブ チ モ ー タ ー㈱ 、 ミツ ミ電機

㈱ 、㈱村 田製作所 、ユ ニ デ ン㈱ 、㈱ ヨ コオ、 リバ ー

エ レテ ック、ル ビ コン㈱
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(c)中 国

中国進 出 ラ ッ シ ュ を背 景 に 日本企 業 も続 々進 出 を予 定 して い る 。 低 賃 金 を

強 み に 再輸 出 だ け の 拠 点 と い う こ と で は な く 、 大 き な 期待 を も つ 価 値 の あ

る市 場 とい う認 識 も深 ま りつ つ あ る。

以 下 の 企 業 は1992年 以 降 に 中 国 で 工 場建 設 あ る い は 生 産 を は じめ た エ レ

ク トロ ニ ク ス メ ー カ ー の 例 で あ る 。

● 松 下 電器 産 業:VTRの シ リ ン ダ(1994年)、 ペ ー ジ ャ(1992年)、

AV機 器用 モ ー タ(1993年)

● 三洋 電 機:ワ ー プ ロ(1992年)、 エ ア コ ン/光 ピ ック ア ップ(1993年)、

AV機 器 用 モ ー タ(1993年)

● 東 芝:小 型 モ ー タ/偏 向 ヨ ー ク/プ リ ン ト基 板(1993年)、

カ ラ ー ・テ レ ビ用 シ ャ ドウ ・マ ス ク(1994年)

● 日本 ビ ク タ ー:カ メ ラ ー体 型VTR(1993年)、

カ ラ ー ・テ レ ビ/AV機 器(1992年)

● リ コ ー:複 写 機(1992年)

● コ ピア:レ ー ザ プ リ ン タ(1993年)

●NEC:半 導 体(1993年)、 電 子 交換 機(1993年)、 光伝 送 装 置(1994年)

● 富士 通:140Mピ ッ ト/秒 の 光 伝 送 装 置/プ リ ン タ/

コ ン ピ ュ ー タ周 辺 装 置(1994年)

● ネ ミ ッ ク ラ ム ダ1電 源(1995年)

● ア ル プ ス電 気:磁 気 ヘ ッ ド(1993年)

● シ ャ ー プ:エ ア コ ン(1993年)

()内 は稼 働 開始 時 期
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中 国 に進 出 して い る 日系 企 業 は 民 生用 電子 機 器 メ ー カ ー が15社 、 産 業 用 電

子 機 器 メ ー カ ー が16社 、電 子 部 品 ・デバ イ ス メ ー カ ー が35社 で あ る 。

ま た 、 以 下 に主 要 日系 企業 を紹介 す る。

民生用電子機器

産業用電子機器

電子部品 ・デバ イス

オ ム ロ ン㈱ 、 キ ャ ノ ン㈱ 、 フ ィ ガ ロ 技研 ㈱ 、㈱ 日立

製 作 所 、 日立家 電㈱ 、 松 下 電 器 産 業㈱ 、

ア ロ カ ㈱ 、 ス タ ー 精 密 ㈱ 、 セ コ ー エ プ ソ ン ㈱ 、

EpsonPrecision(HongKong)、 タ バ イ エ ス ペ ッ ク

㈱ 、 フ ァ ナ ッ ク㈱ 、 松 下 電 器 産 業㈱ 、松 下 通 信 工 業

㈱ 、 横 河 電機㈱ 、

キ ャ ノ ン ㈱ 、KOA㈱ 、 サ ガ ミ エ レ ク ㈱ 、 下 田 電 機

㈱ 、 神 明電 機㈱ 、 ス ミ ダ電 機㈱ 、 セ イ コ ー エ プ ソ ン

㈱ 、TDK㈱ 、 フ ィ ガ ロ 技 研 ㈱ 、 ㈱ エ ス エ ム シ ー(東

京 パ ー ツ 工 業㈱)、 東光 電子 ㈱ 、㈱ 成 田製 作 所 、㈱ ワ

タ イ電 機 、㈱ 日本 ア レ フ 、 日本 電 産 ㈱ 、 浜 松 ホ トニ

ク ス㈱ 、 原 田工 業 ㈱ 、 ㈱ 日立 製 作 所 、 ホ シ デ ン ㈱ 、

松 下電 器 産 業㈱ 、松 下 電子 工 業 ㈱ 、 ミ ツ ミ電機 ㈱

(d)香 港

香 港 に 進 出 して い る 日本 企 業 は 、 民生 用 電 子 機 器 メ ー カ ー4社 、産 業 用 電

子 機 器 メ ー カ 一-5社 、 電子 部 品 ・デ バ イ ス メ ー カ ー16社 で あ る 。

以 下 に 主 要 日系 企 業 を紹 介 す る 。

民生用電子機器

産業用電子機器

電子部品 ・デバ イス

:オ リンパ ス光学工業㈱ 、船 井電機㈱ 、松下電器 産業

㈱ 、松 下精工㈱

三洋 電機㈱ 、三 洋電機(香 港)、 セ イ コ ー エ プ ソ ン

㈱ 、 日通工㈱ 、 日本電気㈱ 、 富士電機㈱ 、 ユ ニ デ ン

㈱

SMK㈱ 、 加 美 電 子 工 業㈱ 、 鳥 取 三 洋 電 機 ㈱ 、 三 洋 電

機(香 港)、 ス タ ー 精 密㈱ 、 ス ミ ダ 電 機 ㈱ 、 セ イ コ ー

エ プ ソ ン ㈱ 、TDK㈱ 、 東 光 ㈱ 、 東 京 軽 電 機㈱ 、 ㈱ 日

本 ア レ フ 、 日立 電 線㈱ 、 フ ォ ス タ ー 電機 ㈱ 、 マ ブチ

モ ー タ ー ㈱ 、㈱ 三 井 ハ イ テ ッ ク
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(e)シ ン ガ ポ ー ル

シ ン ガ ポ ー ル に 進 出 して い る 日系 企 業 は 、 民 生 用電 子 機 器 メ ー カ ー-19法

人 、 産 業 用 電子 機 器 メ ー カ ー9法 人 、 電 子 部 品 ・デ バ イ ス メ ー カ ー50法 人 で

あ る 。 表2-17に シ ン ガ ポ ー ル に進 出 して い る主 要 日系 企 業 を地 区 ご と に 紹

介 す る 。

表2-17シ ン ガ ポ ー ル に進 出 して い る 日系 企 業

地区 企業名 地区 企業名

WOODLAND 三菱電機 」URONG東 部地 区 松下電器産業
セイコー電 子工 業(2社) 三洋電機(3社)

住 友 ベ ーク ライ ト 富士通
土屋電機 日立製作所
大宝工業 セ イコ ーエ プ ソン(3社)
ニ ッ コ ー 住友電気工業
フジ プラスチ ック工 業 船井電機
SENRIELECTRONI⊂S(S) 明電舎

ANGMOKIO 日本電気 日立金属

松下電子工業 日立電線

東京電気 日本 ケ ミコン

ケン ウ ッ ド 昭和電工(2社)
ニチ コ ン 三井 ハ イテ ック

ミツ ミ電機 三吉工業

技 研 エ ンジニ ア リング 藤倉電線
第 一精 工 湯浅電池
TOWA NOK

朝 日 コ ー ポ レ ー シ ョ ン 神戸製鉱所
サ ン デ ン イ ン タ ー ナ シ ョナ ル 日商岩井

PAYALEBAR地 区 日本 サ ーボ ユ ニ ソン

北陸電気工業 AYERRAＬAH地 区 富士通
オ ーナ ンバ 日本 ビクタ ー

加美電子工業 松下電送
BEDOK地 区 松下電器産業 大昌電気工業

日立製作所 タムラ化研
日立化成工業 PANEL3UILDERSINDUSTRIES

松下冷機 オ リ エ ン タ ル モ ー タ ー
、 、

ミ 不 ベ ア ALEXANDRA

DISTRIPARK
東芝

松下電子部品 シン トム

日本 ⊂MK 明電舎
ヤ マ ウチ 三協精機製作所

」URONG西 部 地 区 ソ ニ ー(2社) KALLANG地 区 三洋電機
松下電器産業 松下寿電子工業
住友電気工 業 フ ォス ター電機

太陽誘電 黒田電気
北陸電気工業 スミタ電機

タムラ製作所 プ リモ

ニ ッセ イ電機 三菱商事

イ リソ電 子工 業 大宏電機
、 、

ミ ネ ベ ア 住友金属鉱山
三 光 ライ ト工業 ダイヤ プラス チ ック(2社)

三 洋 シ リコン電子 村 田製作所
旭 硝 子(2社) lv[ヨ東 芝 ・トム ソ ン)

日立工機 ア イ ワ

日立粉末冶金 サ カ タ イン クス

川鉄商事 ル ビコ ン

新栄産業 ニ チ ベ イ パ ー ツ

出典:'93海 外電子工業の動向調査団報告書
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(f)タ イ

タ イ に 進 出 して い る 日系企 業 は 、 民 生用 電 子 機器 メ ー カ ー25法 人 、 産 業 用

電 子 機 器 メ ー カ ー10法 人 、電 子 部品 ・デ バ イ ス メ ー カ ー39法 人 で あ る 。

表2-18に タ イ に 進 出 して い る 主 要 日系 企 業 を示 す 。

表2-18タ イ に 進 出 して い る 日系企 業

工業団地名 進出企業名 工業団地名 進出企業名

LAMPHUN 村 田 、 エ ル ナ ー 、

キ ン セ キ 、 」R⊂、 新 竃 元

SURANARl

NAVANAKORN 」VC、 松 下 電 工 、

松 下 冷 機 、 富 士 通 、NEC、

セ イ コ ー 、 藤 倉 、

トス テ ム 、 ア デ ラ ン ス 、

ロ ー ム 、 帝 通 工 、 日 通 工

THAPARAK

BANGPOO

BANG⊂HAN 三菱 、東 洋通 信 、松下 、

日立 、住 友電 工

LADKRABNG ソ ニ ー 、 三 菱 重 工 MA800NKRONG

BANGPLEE 日 立 、 三 菱 、 シ ャ ー プ 、

オ リ オ ン 、 ミ ツ ミ 、

ダ イ キ ン 、 矢 崎

BANGKADl 東 芝 、 ソ ニ ー 、 和 光

PRACHAPHOL

MAPＴPUT

SONGKLA SAHAPATTANA

Hl-TECH LAM⊂HASANG 三 菱 、 タ イキ ン

ROＬANA 沖 、 ミ ネ ベ ア

出典:'93海 外電子工業の動向調査団報告書

(g)マ レー シ ア

マ レ ー シ ア に 進 出 して い る 日系 企 業 は 、 民 生 用 電 子 機 器 メ ー カ ー39法

人 、 産 業 用 電子 機 器 メ ー カ ー9法 人 、 電 子 部 品 ・デ バ イ ス メ ー カ ー91法 人 と

な っ て い る 。

表2-19に マ レ ー シ ア に進 出 して い る 主要 日系 企 業 を示 す 。

(h)フ ィ リ ピ ン

フ ィ リ ピ ン に 進 出 して い る 日系 企業 は 、 民 生 用 電 子 機 器 メ ー カ ー5法 人 、

産 業 用 電 子 機 器 メ ー カ ー4法 人 、 電 子 部 品 ・デ バ イ ス メ ー カ ー11法 人 で あ

る 。 主 な 企 業 は 、 ソ ニ ー 、 シ ャ ー プ 、 ク ラ リ オ ン 、 富 士 通 テ ン 、 松 下 通

信 、 ユ ニ デ ン 、NEC、 松 下 電子 工 業 、 ミ ツ ミ電 機 、 ロ ー ム 、 太 陽 誘 電 な ど

で あ る 。

(i)イ ン ドネ シ ア

イ ン ドネ シ ア に 進 出 して い る 日本 企 業 は 、 民 生 用 電 子 機 器 メ ー カ ー10法

人 、 産 業 用 電子 機 器 メ ー カ ー15法 人 、 電 子 部 品 ・デ バ イ ス メ ー カ ー11法 人 と

な っ て い る 。 主 な企 業 は 、 松 下電 器産 業 、 三 洋 電 機 、 松 下 寿 電 子 工 業 、 松 下

電工 な ど で あ る 。
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表2-19マ レ ー シア 進 出の 主 要 日系 企 業

工業団地名 進出企業名 工業団地名 進出企業名
Kulim工 業 団 地 日立製作所、横尾製作所 Kanthan工 業 団 地 マ ブ チ モ ー タ ー

BakerArang工 業

団 地

シ ャープ、TW電 気 、

三進 電機 、城 東工 作 所

Tasek工 業 団 地 RP東 プラ2ヵ 所 、 タナ シン

電 機
TikamBatu工 業 団

地

日本 電気 、湯 浅 電池2カ

所 、 日本 電気HE

PangkalanChepa

工 業 団 地

ワ コ ー 電 器(ロ ー ム)

SungeiPetani工 業

団 地

松下電器産業 Beranang工 業 団 地 SMK

Hicom工 業 団 地 ワ コ ー電器 、新 日本 製鉄 、

ア ポ ロ精 機 、 ブ リヂ ス ト

ン 、中 外電 気工 業 、富 士

通 、富士 ゴム 、住友 電気工

業 、信越 化 学工 業 、信 越 ポ

リマ ー、TMS、 神 戸 製鋼

所 、千 住金 属工 業

Prai工 業 団 地 ソニ ー3ヵ 所 、三 岡 電 機 製

作所 、 日立 金属 、入 一 通信

工業 、キ ャ ノン電子 、 日精

電機 工業 、 日立化 成 工 業 、

SDK、 藤 井 プ ラスチ ック、

明星 電気 、 ニ ッコー大 日本

インキ化 学工 業 、 日本 ピグ

メン ト、石川 ス プ リン グ、

東 レ

AmpangUlu

Kelang工 業 団 地

河野 プ ラスチ ック工 業 、 日

本 電気 、信 越半 導体
Nilai工 業 団 地

BayanLepas工 業 団

地

日立 製作 所3ヵ 所 、 ク ラ リ

オン2ヵ 所 、鳥 取三 洋 電機

ア ル プス電 気 、TDK、 広 重

産 業 、昭和 グラステ ックス

Senawang工 業 団 地 阿部 ハ トメ、 メテ ック北

村 、内 藤電 機工 業 、矢野 製

作所 、 ソニ ー、ユ タカ電 気

MarkMandin工 業

団 地

藤倉電線

Taiping工 業 団 地 三洋電機 Kluang工 業 団 地 朝 日 コ ー ポ レ ー シ ョ ン2ヵ

所BukitRajah工 業 団

地

古河電気工業
Tebrau工 業 団 地 フ ラ ザ ー 工 業 、 エ ス ・エ ム ・

シ ー 、 瑞 穂 ス プ リ ン グ 製 作

所

TamanSeiayang工

業 団 地

ニ ホ ンゲ ンマ

Klang'sNew

HarbourTown工 業

団 地

三協 精機 、

山水 ケ ー プ トロ ンク ス

PasirGudang工 業

団 地

ジ ャル コ、 オ ーナ ンバ 、船

井 電機 、正興機 器 製作 所 、

岡 野 電線 、サ ンデ ン イ ン

タ ーナ ショナル 、 シンワShahAlam工 業 団

地

松下 電器 産 業3ヵ 所 、松 下

電 子部 品 、 ヒロ セ、 ロ ー
ム、三井 ハ イテ ック、古 河

電 気工 業 、藤倉 電線 、住 友

電線 、住友 金属 鉱 山 、 東京

特殊 電線 、テ ク ノエ ー ス 、

北 陸電 気工 業 、 日本 ビク

タ ー2ヵ 所 、 京浜 工 業 、 日

東 電工 、郷 商 事 、神 戸 製鋼

戸斤、KSP⊂ σll金失)、NSソ フ ト

フ ェラ イ ト(新日鉄)

Senai工 業 団 地 松 下 電器産 業 、大宏 電機 、

ネ ミック ・ラム ダ、 日立 製

作 所 、 ヤマ ウチ

LarkinＴampoi工 業

団 地

東 大 無線 、セ イコ ーエ プソ
ン 、三洋 電機 、昭 和 グ ラス

テ ックス 、加 英 電子工 業 、

大昌 電 気工 業

Pontain工 業 団 地 ミツ ミ電機2ヵ 所 、タナ シ

ン電 機

BatuBerendam工

業 団 地

KOA、 ミツ ミ電機 、 タナ シ

ン電 機 、 日立 マ クセル 、双

信 電 機 、テ ィア ック、宝 製

作所 、 オ リオン電機

SungaiWay工 業 団

地

セ イ コーエ プ ソン 、 タム ラ

製作所 、東光 、松 下 電器 産

業2ヵ 所 、 ミノル タ カ メ

ラ 、 日本 電波 工 業2ヵ 所 、

オ ムロ ン2ヵ 所

ParitRaja工 業 団 地 富士通

SriGading工 業 団

地

伊丹 電機 工 業 、 シ ャープ

2ヵ 所PetalingＬaya工 業

団 地

サ トー2ヵ 所 、 シ ャ ー プ 、

オ ー ナ ン バ 、 富 士 電 工 、 岡

山 モ リ テ ツ 電 気
出典:1993年 版 ア ジア の電子 工 業

TebkPangrima

Garang工 業 団 地

三 協精 機 、東 芝 、 日本 電

気 、マル コン電子

Bang工 業 団地他 ソ ニ ー2ヵ 所 、 日 本 電 気2か

所 、 ス ミ ダ 電 機 、 日 立 製 作

所3ヵ 所 、 石 井 プ レ ス 工 業 、

ホ シ デ ン 、オ ン キ ョ ー 、日 商

岩 井 、 テ ク レ コ 、 サ ノ ン 工

業 ・NICOM(新 日 鉄)
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(2)現 地企業

① 韓 国

韓 国 に は 、 上 場 して い る 大 手 エ レ ク トロ ニ ク ス メ ー カ ー と して 、 財 閥 系 の 三

星 電 子 、 金星 社 、 大 宇電 子 の3社 が あ る。

● 三 星 電子 は 、 カ ラ ー テ レ ビ か ら半 導 体 、 コ ン ピ ュ ー タ か ら通信 機 器 ま で あ

ら ゆ る エ レ ク トロ ニ ク ス 製 品 を生 産 して い る 。 生 産 品 目 と して 、 白黒 テ レ

ビ 、 カ ラ ー テ レ ビ 、VTR、 ス テ レオ 、 ラ ジ カ セ 、 カ ー ス テ レ オ 、 コ ー ドレ

ス 電 話機 、 エ ア コ ン な どが あ る 。DRAMチ ップ の サ プ ラ イ ヤ ー と して は 世

界 第2位 で 、 世 界 市 場 シ ェ ア12.3%を 占 め て い る 。1992年1月 ～12月 ま で の

売 上 げ は 、6,102.77(10億 ウ ォ ン)で 、 売 上 げ 構 成 は 電子 製 品 が54.5%、 半 導

体 が22.0%、 情 報 シ ス テ ム が19.3%と な っ て い る 。'92年3月 か ら 、 ア メ リ

カ 、 ヨ ー ロ ッパ 、 日本 で製 作 され た レ ー ザ ー デ ィ ス ク で も使 用 で き る 異 種

レ ー ザ ー デ ィ ス ク ・プ レ ー ヤ ー 用 半導 体 を 開 発 し、 生 産 を始 め た 。 ま た 、

1993年 に は 、 中 国 でVTRの 生 産 を開始 した 。

● 金星 社 は 、 電 気 ・電 子 機 器 の 総 合 メ ー カ ー で 、 家 電 分野 で は韓 国 国 内 市 場 で

トップ で あ る 。 生 産 品 目 と して は 、 白黒 テ レ ビ 、 カ ラ ー テ レ ビ 、VTR、 ス

テ レ オ 、 ラ ジ カ セ 、 カ ー ス テ レ オ 、 フ ァ ク シ ミ リ な ど が あ る 。 米 国 の ゼ

ン ス(金 星 が 株 式 の5%を 保 有)と の 技 術 提 携 で ハ イ ビ ジ ョ ン カ ラ ー テ レ ビ

やFTMSカ ラ ー テ レ ビ の 開 発 を 行 っ て い る 。1992年1月 ～12月 ま で の 売 上 げ

は3,787.45(10億 ウ ォ ン)で 、 そ の 内 訳 は 電 気 製 品 が38 .4%、 電 子 製 品 が

61.6%で あ る 。1993年 に は ア メ リ カ の ア ッ プ ル 社 よ り モ ニ タ の 注 文 が あ

り 、14イ ン チ ・ス ー バ 一-VGAモ ニ タ45万 台 、8,200万 ドル を 輸 出 した 。 ま

た 、 オ ー デ ィ オ 機器 の 生 産 を1994年 か ら中 国 で 始 め る 予 定 で あ る 。

● 大 宇 電 子 は 、 韓 国 第3位 の 家 電 メ ー カ ー で 、OEM輸 出 が 主 力(総 売 上 げ の

60%)で あ り 、 主要 な 供 給 先 はECと 米 国 で あ る。 生 産 品 目 と して 、 白黒 テ レ

ビ 、 カ ラ ー テ レ ビ 、VTR、BSレ シ ー バ ー 、 ス テ レ オ 、 ラ ジ カ セ 、 カ ー ス

テ レ オ 、 コ ー ド レ ス 電 話 機 な ど が あ る 。1992年1月 ～12月 ま で の 売 上 は

1,728.27(10億 ウ ォ ン)で 、 売 上 げ 構 成 は 電 子 製 品30 .4%、 電 気 製 品42.7%、

コ ン ピ ュ ー タ11.1%で あ る 。 大 宇 電子 は ベ トナ ム の ハ ノ イ エ レ ク トロ ニ ッ

ク 社 と合 併 事 業 でTVブ ラ ウ ン 管 を1994年 第4四 半 期 か ら生 産 す る 予 定 で あ

る 。

ま た 、 財 閥 系 の 大 手 エ レ ク トロ ニ ク ス メ ー カ ー の ほ か に 表2-20に 示 す

よ う に 、 家 電 を 中心 と した エ レ ク トロ ニ ク ス メ ー カ ー が 多 く在 住 して い る 。
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表2-20韓 国の現地企業

現地企業名 生産品 目

ANAM-TROMCS カ ラ ー テ レ ビ 、VTR、 ス テ レ オ

ASHIN
、"

BSレ ン ー ハ ー

DAERYUNG-

lNDUSTRIAL

BSレ シ ー バ ー

DAESUNG-

PRE⊂ISION

カ ー ス テ レ オ

DONGWANG カ ーステ レオ

GOLDSTAR-

TELE⊂OMMUNI⊂AT

lON

コ ー ドレス 電話機 、 ワン ピー ス電話機 、多機 能 電話 機 、FDD、HDD

HAITAI-

ELE⊂TROMCS

ス テ レ オ 、 ラ ジ カ セ 、 カ ー ス テ レ オ

KOREA-TOKYO-

ELECTRONI⊂S

ス テ レオ 、ラ ジカセ 、ヘ ッ ドホ ンステ レオ 、ワ ン ピース電 話機 、多機

能 電 話機 、

KOREA-TOYO

RADIO

ス テ レオ 、 ラ ジカセ

KOREAXEROX ファ ク シ ミ リ、複 写機

LOTTE-

ELE⊂TROM⊂S

ス テ レオ

MAXON-

ELE⊂TRONI⊂S

コー ドレス電 話機 、多機 能電 話機

NAMSUNG-

ELECTRONICS

カ ラ ー テ レ ビ 、 ス テ レ オ 、 カ ー ス テ レ オ 、 コ ー ド レ ス 電 話 機

NOW-PRECISION コ ー ドレス電 話機 、多機 能 電話 機

ORIENTAL-

PRE⊂ISION

コ ー ドレス 電話 機 、 ワン ピース電 話機 、多 機 能電 話機

ORION-

ELECTRI⊂(KOREA)

カ ラ ーテ レ ビ

OTRON コー ドレス電 話機 、ワ ン ピー ス電 話機 、多機 能 電話機

PAXAN-

ELECTRONI⊂S

ス テ レ オ 、 ラ ジ カ セ 、 ヘ ッ ド ホ ン ス テ レ オ 、 フ ァ ク シ ミ リ

SAM'S-ELECTRONI⊂ カ ー ス テ レ オ

HANＬOO-

ELE⊂TRONI⊂S

カ ー ス テ レ オ

HEUNGYANG 白 黒 テ レ ビ 、 カ ラ ー テ レ ビ

HYUNDAI-

ELECTROMCS|ND

B～レ シ ー バ ー 、 カ ー ス テ レ オ 、 コ ー ド レ ス 電 話 機 、 ワ ン ピ ー ス 電 話

機 、 多 機 能 電 話 機 、 フ ァ ク シ ミ リ

lNKEL ス テ レ オ 、 カ ー ス テ レ オ

出典:1993年 版 ア ジアの電 子工 業
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表2-20韓 国の現地企業

現地企業名 生産品 目

lNKEL ス テ レ オ 、 カ ー ス テ レ オ

lNSUNG-

|NDUSTRIAL

ヘ ッ ドホ ン ス テ レ オ 、 ラ ジ コ ン

」EEWON-

lNDUSTRIAL

BSレ シ ー バ ー 、 カ ー ス テ レ オ

」00NGWON-

ELECTRONICS

ス テ レ オ 、 ラ ジ カ セ 、 ヘ ッ ドホ ン ス テ レ オ

」UNGPOONG-

PRODUCTS

コ ー ドレス電 話機 、 ワン ピース電 話機 、多機 能電 話機

KOLON-

lNTER-NATIONAL

カー ステ レオ

KONGSUNG-

COMMUNI⊂ATION

&ELE

ラ ジ カ セ 、 ヘ ッ ドホ ン ス テ レ オ 、 ラ ジ オ

KOREA-

ELE⊂TRONICS

白 黒 テ レ ビ 、 カ ラ ー テ レ ビ 、 ス テ レ オ 、 パ ソ コ ン 白 黒 モ ニ タ ー 、 パ ソ

コ ン カ ラ ー モ ニ タ ー

SAMKI-

ELECTRONICS

カ ー ステ レオ

SHINDO-Rl⊂OH ファ ク シミ リ、複 写機

TAEKWANG-

lNDUSTRIAL

ス テ レオ、 ワ ン ピース電 話機 、多機 能電 話機

TONGHAE-SILUP カ ー ス テ レ オ

TONGKOOK-

GENERAL-

ELECTRONI⊂S

白 黒 テ レ ビ 、 カ ラ ー テ レ ビ 、 カ ー ス テ レ オ

WOOＬINELECTRIC カ ーステ レオ

YOUNGTAI-

ELECTRON|⊂S

lNDU～TR

ス テ レ オ 、 カ ー ス テ レ オ
F

出典:1993年 版 ア ジアの 電子工 業

一37一



② 台 湾

'93海 外 電 子 工 業 の 動 向調 査 団 報 告 書((社)日 本 電 子 機 械 工 業 会)に よ る と台 湾 に

は エ レ ク トロ ニ ク ス 関 連 の 現 地 企 業 が107社 あ る 。 そ の う ち 上 場 して い る 企

業 と して は 、 大 同 、 東 元電 機 、 宏 碁 電 脳 、歌 林 が あ る 。

● 大 同 は 、 エ レ ク トロ ニ ク ス 業界 の リ ー ダ ー 的存 在 で あ る が 、 こ こ数 年 は収

益 の 伸 び は 鈍 化 傾 向 に あ る 。1992年1月 ～12月 ま で の 売 上 高 は33,103(百 万

NTド ル)で 、 売 上 構 成 は 電 子 製 品67.6%、 家 庭 用 器 具14.0%、 重 電 製 品

13.0%、OEM製 品4.oo/,で あ る 。

大 同 を含 む大 手 電機iメ ー カ ー は 政 府 系 の 工 業技 術 研 究 所 院(ITRI)とAT&T(ア

メ リ カ)と 合 弁 で パ ー ソ ナ ル ・コ ミ ュ ニ ケ ー タ ー(PDA)の 生 産 会 社 を設 立 す

る こ と に な っ た 。

● 東元 電 機 は 、 重 電機 、 機 械 、 家 庭 用 器 具 を 製造 して い る 。 家 庭 用 器 具 は市 場

回 復 が 予 想 を 下 回 り 、 国 内 売 上 げ が 落 ち 込 ん で い る 。 エ ア コ ン の 輸 出 が

1992年 の5万5,000台 か ら、1993年 に は10万 台 に 増 え る 見 こ み で あ る 。1992

年1月 ～12月 ま で の 売上 げ は 、11,933(百 万NTド ル)で 、 売上 構 成 は 家庭 用 器

具66.66%、 重 工 業 製 品(43.41%)で あ る 。

● 宏 碁 電 脳(Acer)は 、81年 に 設 立 さ れ 、 パ ソ コ ン と周 辺 機 器 を 製 造 し て い

る 。 米 国市 場 で も 知 名 度 は 高 い が コ ン ピ ュ ー タ産 業 不 況 の た め 利 益 が 大 幅

に 減 少 して い る 。1992年1月 ～12月 ま え の 売 上高 は 、12,242(百 万NTド ル)

で 、 売 上構 成 はPC80.0%、 周 辺機 器11.0%で あ る。

Acer社 とTI(Texaslnstruments)社(ア メ リ カ)の 合 弁 のTl-Acer社 は 、Tl社 と

提 携 して4MDRAM工 場 に 投 資 を 決 定 した 。 こ の 決 定 は 正 に 自殺 行為 と して

受 け取 られ た が 、 最 近 の 世 界 的 なDRAM不 足 の た め 年 間 売 上 げ も7,000万 ド

ル 突破 は確 実 で パ ソ コ ン 部 門 の 不 調 か ら く る 赤 字 を軽 減 す る こ と は 確 実 に

な っ た 。

●歌 林 は 、 エ ア コ ン や カ ラ ー テ レ ビ な ど家 電 を 中 心 に 製 造 して い る メ ー カ ー

で あ る 。1992年1月 ～12月 ま で の 売上 高 は6,475(百 万NTド ル)で 売 上構 成 は

エ ア コ ン27.66%、 カ ラ ー テ レ ビ26.09%、 洗 濯 機10.47%、VTR838%、 冷

蔵庫83%、 テ ー プ レ コ ー ダ ー2.86%と な っ て い る 。

● 上 場 企業 以 外 に もACClnternationalは 、1992年 か ら 中 国 で モ ニ タ の 生 産 を

始 め た り 、HonHaiPrecisionは 、1994年 に 中 国 で パ ソ コ ン ・ケ ー ブ ル の 生

産 を 開始 す る 予 定 で あ り 、 台 湾 の エ レ ク トロ ニ ク ス メ ー カ ー も 中 国進 出 に

積 極 的 で あ る 。

ま た 、 上 場 して い る エ レ ク トロ ニ ク ス メ ー カ ー の 他 に 表2-21に 示 す よ

う に 家 電 を 中心 と した エ レ ク トロ ニ ク ス メ ー カ ー が 多 く存 在 して い る 。
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表2-21台 湾の現地企業

現地企業名 生産品 目

台湾欧麗旺電機 カ ラ ー テ レ ビ 、VTR、 パ ソ コ ン カ ラ ー モ ニ タ ー

新傑 VTR

台湾凱普電子 カ ラ ー テ レ ビ 、VTR、 ス テ レ オ 、 パ ソ コ ン 白 黒 モ ニ タ ー 、 パ ソ コ ン カ

ラ ー モ ニ タ ー

台湾有力電子 コ ー ドレス電話 機 、多機 能電話 機 、電 卓

菱林電機 ステ レオ

台湾帝雅克 ステ レオ

台湾三枝 ス テ レ オ 、 カ セ ッ トテ レ コ

台湾美国無線電 カ ラ ーテ レ ビ

台湾天喜電子 コ ー ドレス電話機 、ワ ン ピース電話 機 、多 機 能電 話機

馨実 カ ラ ーテ レ ビ、VTR、 コー ドレス電 話機 、 ワン ピース電話機 、多 機能

電 話機 、エ ア コン

台湾東菱電子工業 白 黒 テ レ ビ 、 ス テ レ オ 、 カ セ ッ トテ レ コ

台湾雅聞工業 ステ レオ

楽得電子工業 ステ レオ

新力 カ ラーテ レ ビ

歌楽企業 カー ステ レオ

白砂電機 カラ ーテ レ ビ

台湾無線電子 ス テ レ オ 、 カ セ ッ トテ レ コ

永福電器 ス テ レ オ 、 カ セ ッ トテ レ コ

建弘電子工業 カ ラ ー テ レ ビ 、 ス テ レ オ 、 カ ー ス テ レ オ

仁実電脳工業 ファ ク シ ミ リ

王上 白 黒 テ レ ビ 、 カ ラ ー テ レ ビ 、VTR

山進 ラジオ

欣凱企業 ワン ピース電話機、多機能電話機

西陵 コー ドレス電 話機 、 ワン ピース 電話機 、多機 能 電話機

真益電子 ワ ン ピー ス電 話機 、多機 能電 話機 、電 卓

大洋実業 ワ ン ピース電 話機

英栄達 ワ ン ピー ス電話 機

慶益電子 ス テ レオ

天群 ファ ク シ ミリ

車群 フ ァ ク シ ミリ

皇旗 フ ァ ク シ ミリ

光元 カ ラ ーテ レビ

出典:1993年 版 ア ジア の電 子工 業
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③ 香港

香 港 で 上 場 し て い る 現 地 大 手 の エ レ ク トロ ニ ク ス メ ー カ ー と し て は 、 金 山 實

業 、KongWahHoldings、 陸 氏 實 業 、Tomeilnternational(Holding～)が あ る 。

● 金 山 實 業(集 團)は 、 香 港 と 中 国 で の 自動 車 用 オ ー デ ィ オ 機 器 の 最 大 メ ー カ ー

で あ る 。1991年4月 ～1992年3月 ま で の 売 上 高 は 、1,522百 万HKド ル で あ っ

た 。 そ の 売上 げ に 占 め る 自動 車 用 オ ー デ ィ オ の 割 合 は41%に の ぼ る。

●KongWahHoldingsは 、 香 港 、 中 国 、 マ レ ー シ ア 、 イ ギ リ ス に 工 場 を も ち 、

テ レ ビ 、 オ ー デ ィ オ ・ビ ジ ュ ア ル 機 器 、 通 信 機 器 を 製 造 す る 大 手 地 元 メ ー

カ ー で あ る 。 製 品 は全 世界 で 販 売 され て お り 、 ア メ リカ 、 ア ジア 、 オ ー ス ト

ラ リア 向 け が 中 心 で あ る 。1991年4月 ～1992年3月 ま で の 売 上 高 は2,554百 万

HKド ル で 、 テ レ ビの 売 上高 が80%に も な る 。

● 健民 實業 は 、 地 元 の テ レ ビ ・メ ー カ ー で 中 国 と香 港 に 工 場 を も ち 、 テ レ ビ 、

テ レ ビ部品 、 ビ デ オ ・カ セ ッ ト ・レ コ ー ダ ー 、 エ コ ラ イ ザ ー 、 プ リン ト回 路

基 盤 な ど を生 産 して い る 。1992年1月 ～1992年12月 ま で の 売 上 高 は1,133百 万

HKド ル で あ り、 売上 げ の 大 半 が 電子 製 品 で あ る 。

●Tomeilnternational(Holdings)は 、 主 に オ ー デ ィ オ 製 品 と電子 部 品 の 設 計 、

製 造 、 販 売 を 行 っ て お り 、 ウ ォ ー ク マ ン の 世 界3大 メ ー カ ー の 一 角 で あ る 。

ま た 、 中 国 の 恵 州 に 大 規 模 な 部 品 製 造 セ ン タ ー を 建 設 して い る 。1992年1月

～1992年12月 ま で の 売 上 高 は2
,774百 万HKド ル で あ り 、 売 上 構 成 は オ ー デ ィ

オ製 品(56%)、 電 子 製 品 部 品(26%)で あ る 。

● ま た 、ASTAsia/Pacisionは 、1994年 に パ ソ コ ン を 中 国 で 生 産 す る 予 定 で あ

る 。

④ シ ン ガ ポ ー ル

Wearnerお よ びACSは1993年 、 中 国 で パ ソ コ ン の 生 産 を 開始 した 。
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(3)欧 米 企 業

ア メ リ カ の エ レ ク トロ ニ ク ス 企 業 は 、 中 国 を 注 目 し は じ め て お り 、Conner-

ShernzhemPeripheralCo.,Ltd.は 中 国の パ ソ コ ン 市 場 向 け の デ ィ ス ク駆 動装 置 を 、

ChinaElectrics社 の 子 会 社ChinaPeripheralsCorp.と 合 弁 で1992年 よ り中 国 国 内 向 け

に 出荷 を 開始 して い る 。 コ ナ 一社 は現 在 は ま だ 中 国以 外 の ア ジ ア で 部 品 を 調 達 して

い る が 、将 来 的 に は 中国 国 内 に 部 品調 達 網 を作 ろ う と して い る 。

そ の 他 、 次の よ う な 企 業 が 中国 へ の 進 出 を計 画 して い る 。

CompaqComputerCorp.:パ ソ コ ン(1993年)

ConnerPeripherals,1nc.:3.5イ ン チ ・ハ ー ド ・デ ィ ス ク装 置(1992年)

Motorolalnc.:半 導体(1993年)

AT&TCo.:交 換 機i/光 伝送 装 置/無 線 通信 装 置(1993年)

lntelCorp.:半 導 体(不 明)

●ハ ー ドデ ィ ス ク で 世 界 第3位 を誇 るQuantum社(ア メ リ カ)は 、 シ ン ガ ポ ー ル に サ

ポ ー トセ ン タ ー を 置 い て い る が 、 次 に 中 国 で の 事 業 に 関 心 を 寄 せ て お り、 香 港 に

事 務 所 を 開設 した 。'

● ノ ー ザ ン ・テ レ コ ム 社(カ ナ ダ)は 、 デ ジ タ ル 交 換機 ワ イ ヤ レ ス シ ス テ ム を香 港 ・

中国 に展 開 し、 中 国 と は合 併 会 社 を設 立 しよ う とす る 動 き が あ る 。

●韓 国 モ トロ ー ラ 社(ア メ リ カ)は 、94年 に1 ,300万 ドル を 投 資 し、 無線 電 話機 部品 を

生 産 す る。

● オ ラ ン ダの 総 合 電機 メ ー カ ー で あ る フ ィ リ ップ ス 社 は 、 タ イ で の カ ラ ー テ レ ビ生

産能 力 を約50%引 き 上 げ る 。 そ の た め 、 バ ン コ ク郊 外 に カ ラ ー テ レ ビ工 場 を新 設

し、増 産 体 制 を整 え る 。
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'

ま た 、 表2-23に は シ ン ガ ポ ー ル 、 表2-24に は台 湾 に 進 出 して い る 欧 米 企 業 の 企 業

名 と生産 品 目 を示 した 。

表2-23シ ン ガ ポ ー ル の 欧米 系 メ ー カ ー

現地企業名 進出元 生産品目

THOMSON フ ラ ン ス カ ラ ー テ レ ビ

PHI〕PS オ ラン ダ カ ラ ー テ レ ビ 、 ス テ レ オ 、 カ セ ッ トテ レ コ

HP ア メ リカ 電卓

ATT ア メ リカ コ ー ドレス電話機 、 ワン ピー ス電話機 、多機能電話

機

OLIVETT1 イ タ リア 事務器(WP/ETW)

(出典:1993年 版 ア ジアの 電子 工 業)

表2-24台 湾 の 欧米 系 メ ー カ ー

現地企業名 欧米 系 メ ー カ ー名 生産品 目

台湾飛利浦 PHlLlPS パ ソ コ ン モ ニ タ

台湾彗智 WYSE カ ラ ー モ ニ タ

柚吉多 DEC パ ソ コン本体完成品 、パ ソ コンモ ニ タ

精密 TRW 電源

愛梯 RTE 電源

興柚 ClNDY 電源

(出典:'93海 外電子工業の動向調査団報告書)
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ア ン ケ ー トに よ る 電 子 デ バ イ ス情 報 ニ ー ズ 分 析

 

ユ





3.1ア ン ケ ー ト調 査 の 目的 お よ び 対 象 範 囲

本プ ロ ジ ェ ク トで は電子 デバ イス情報サ ー ビス㈱が 日本 で提供 して い る電子 デバ イ

ス ・デ ー タベ ー ス サ ー ビ スの海 外で の ビ ジネ スポ テ ン シ ャル を探 る こ とで あ る が 、

そ の た め に は顧 客 とな る海 外進 出 日系企業 の この サ ー ビ ス に 対す る意 見 が 重要 で あ

る。 この意見 を収集 す るた め に これ を 目的 と して アン ケ ー ト調査 を実施 した。

ア ン ケ ー ト調査 で は どれ だ けの 海外進出 日系企業 が電子 デバ イ ス情報 を必要 と して

い るの か 、 どの よ う なサ ー ビス形 態 を望 ん で い るの か、 どの く らい の 料 金が妥 当 な

の かな どにつ いて調 べ た。

電子 デバ イ ス情報 サ ー ビ スの提供 す る電子 デバ イ ス情報 の使 用 が考 え られ る電子機

器 メ ー カ ー 、電子 部品 ・半導体 メ ー カ ー の海 外生産拠点 を見 て み る と、 世界6地 域(北

米 、 南米 、欧州 、 ア フ リカ 、 オ セ ア ニ ア 、 ア ジア)の 中 で 、 ア ジア は60%(558法 人)

を占め て い る。 また 、 ア ジ ア に進 出 して い る 日系企業 は生産拠 点の 強化 と設計 開発 に

至 る ま での機能の 取 り込 み を行 って い る。

そ こ で 、 今 回 は ア ジ ア(ASEAN・ ア ジアNIES諸 国)中 心 に 生 産拠 点 を持 つ 電子機 器

メー カ ー 、一電子 部品・半導 体 メー カ ー 、半導体 商社 に対 して 、 ア ン ケ ー ト調査 を行 っ

た。
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3.2ア ン ケ ー ト調 査 の 実施 方 法

(1)ア ンケ ー ト調査実施企業の選定

ア ン ケ ー ト調査 を行 な うに 当 た り、以下 の 要領で ア ンケ ー ト送付企 業 を選定 し

た。

① 日本電子機械工業会 出版 ・海 外企業 リ ス ト、東洋経済 出版 ・海外進 出企業'93(国

別編)お よびEuSNET会 員企業 リス トを参考 に した 。 そ れ ぞ れの 対象企業数 は

以下の通 りで あ る。

・海外法 人 リス ト(海外生産法 人)'92874社

・週間東洋経済海外進 出企業総覧'93(国 別編)

一製造業(電 気機器)1118社

一 商 業(貿 易 ・そ の 他)

・EuSNET会 員 企 業(93 .4現 在)

836社

670社

②

③

(★これ らの 企業の うち相互 に加 入 して い る企業 も あ る)

① に該 当す る企業 で次の 条件に 当て はま る企業 を リス トア ップ した。

・ア ジア地域 に生産拠点 を持 つ 、民生用 ・産業用電子機器生産企業

・ア ジア地域 で電子部品 を生産 して い る企業

・ ア ジア地域 に半導体の 販売網 を持 つ商社

この 結果に基づ き91社 、183事 業部 を選 択 しア ンケ ー トを送付 した。

(2)ア ン ケ ー ト回収 企 業 数

ア ン ケ ー トの 回収 数 は 、26社 、34事 業 部 で あ っ た 。

(3)調 査 時 期

調 査 は1993年10月 ～1993年12月 の 期 間 で 実 施 した 。
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3.3ア ン ケ ー ト調 査 実施 結 果

(1)海 外進 出企業の 状況

① ア ンケ ー ト回答企業の業種

ア ン ケ ー ト回答 企業26社34事 業部の 業種 は 、民生用電子 機器 メ ー カ ー が20

事 業部 、 次 に産業 用電子機器 メ ー カ ー が15事 業部 、 電子 部品 メ ー カ ー8事 業

部 、半導体 メー カ ー3事 業部 、半導体商社2事 業部 、総合商社1事 業 部で あ る。

(回答 は複数回答可能 とい うこ とで行 な って い る。)

表1.ア ンケ ー ト回答企業の 業種

業 種 事業部数(複数回答可)

民生用電子機器 メー カ ー 20事 業部

産業用電子機器 メー カ ー 15事 業部

半導 体 メ ー カ ー 8事業部

電子 部品 メ ー カ ー 3事 業部

半導体商社 2事 業部

総合商社 1事業部

② ア ン ケ ー ト回答企業の 主要製品

・ 民生 用 電 子 機器 メ ー カ ー

オ ー デ ィ オ 製 品 、 健 康機 器 、照 明 器具 、 住 設 機器 、 家 庭 用VTR、 カ ラ オ ケ 、

ラ ジ カ セ 、 電 話 、 カ メ ラ 、 光学 機 器

計 、 楽 器 、 液 晶 テ レ ビ

、 カ ラ ー テ レ ビ 、 エ ア コ ン 、 電 卓 、 時

・ 産 業用 電 子 機 器 メ ー カ ー

重 電 、 産 業 メ カ トロ ニ ク ス 、 情 報 通 信 シ ス テ ム 、 無 停 電 電 源 装 置 、 搬 送 機

器 、 電 源 、複 写 機 、 記録 計 、 調 節 計 、 フ ァ ク シ ミ リ、 制 御 機 器 、POS、 プ リ

ン タ ー 、 精密 電子 機 器 、 工 作 機 器 、 電 力量 計 、 通 信機 器 、 放 送 用VTR、 コ ン

ピ ュ ー タ ー デ ィ ス プ レ イ

・半導体 メーカ ー

電子 デバ イ ス製品

・ 電 子 部 品 メ ー カ ー

デ バ イ ス 、 マ イ ク ロ ホ ン 、 ス ピ ー カ ー 、 液 晶 表 示 素 子 、 コ ネ ク タ 、 ス イ ッ

チ 、 ヘ ッ ドホ ン 、 マ イ ク ロ ホ ン 、 モ ー タ ー 、 ソ レ ノ イ ド 、TVチ ュ ー

ナ ー 、 キ ー ボ ー ドス イ ッ チ 、 マ ウ ス 、 イ ン ダ ク タ 、 ハ イ ブ リ ッ ドコ イ ル

・半導体商社 、総合商社

電子部品 、FDD、 半導体製品 、 コ ン ピ ュ ー タ ー シ ス テ ム
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③ 海外拠点の地域分布 とその機能

(ア)海 外拠点数

回答 した企業(事 業部)の ア ジア地域 に お け る総拠点 の 数 は164拠 点(34

事業部)で その うちASEAN地 域 が88拠 点(29事 業部)と 全拠点 の53.7%を 占

め てい る。 や は りASEAN地 域 に 日系企業 が集 中 して い る とい え る。 次 に

多 い地域 は中国 ・台湾 ・香港 の57拠 点23事 業部 で あ る。 近年 、中国 は市 場

経済の導入に よ り南部の シンセ ン地域 の大幅 な工業化 を推 し進 め海外企業

の 誘致 を行な っ てお り、海外企業の進出ラ ッシ ュに な って い る。

図2.1海 外拠 点数
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(イ)拠 点機能

機能別 の総拠点数 を見 て み る と、開発/設 計機能 は36拠 点(26事 業部)、

製造機能 は142拠 点(59事 業部)、 調達/購 買機i能は63拠 点(37事 業部)、 販 売

機 能8拠 点(6事 業部)と な って お り、 ま だ ま だ 製造 機能 の 海外展 開が 中心

に な ってい る とい える。 しか し、近年の 円高や 現地 市場へ の対応 に よ り

製造機能 だ け で な く開発/設 計 の機能 も海外 に持 ち込 み 、設計製造の 一貫

した体制 を海外 で展開 して い こ う とい う企業 が増 えて きて い る。 ま た 円

高 に よ り国際的観 点 か ら部品 や材料 の購 買拠点 、 即 ち 国際調達基 地(IPO)

を構築 す る企業 か増 えて い る。

図2.2拠 点 機能
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(ウ)拠 点 機 能 別地 域 特性

開 発/設 計 機 能 に お い て は 、 韓 国6拠 点(6事 業 部)、 中 国 ・香 港 ・台 湾17拠

点(12事 業 部)、ASEAN13拠 点(8事 業 部)で あ る 。

製造 機 能 に お い て は 、 韓 国16拠 点(13事 業 部)、 中 国 ・香 港 ・台 湾47拠 点

(19事 業 部)、ASEAN78拠 点(26事 業 部)、 そ の 他 の ア ジ ア1拠 点(1事 業 部)で

あ る。

調 達/購 買機 能 に お い て は 、 韓 国6拠 点(5事 業 部)、 中 国 ・香 港 ・台 湾21拠

点(11事 業部)、ASEAN35拠 点(20事 業 部)、 そ の 他 の ア ジ ア1拠 点(1事 業部)

で あ る。

販 売機 能 に お い て は 、 中国 ・香 港 ・台 湾4拠 点(3事 業 部)、ASEAN4拠 点(3

事 業 部)で あ る 。

開 発/設 計 機 能 に つ い て は 、ASEANの シ ン ガ ポ ー ル 及 び 香 港 、 台 湾 に

拠 点 が 多 い と考 え ら れ る 。 ま た 、 製 造 機 能 に つ い て は マ レ ー シ ア 、 タ

イ 、調 達/購 買機 能 に つ い て は香 港 、 シ ン ガ ポ ール に拠 点 が 多 い と考 え ら

れ る 。

図2.3拠 点機能別地域特性
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④ ア ジア地域 へ の進 出目的

(ア)韓 国へ の 進出 目的

韓国へ の 進出 目的 と して は 、製造機能 に お い て労働 力の 確保 ・利用 、現 地

市場の へ 対応、 コ ス トダウ ン、調達/購 買機能に お い て、 コ ス トダ ウ ン、

通商摩擦 、 ま た 、 開発/設 計機能 に お い て現 地市 場へ の対応 が あ げ られ

る。

図2.4機 能別韓国への進 出 目的
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(イ)中 国 ・台湾 ・香港 へ の 進 出 目的 と して は 、製造機 能 に お い て コ ス トダ ウ

ン 、 労働 力 の確 保 ・利 用 、 現地 市 場へ の 対応 、 調 達/購 買機能 に お い て

は 、 コス トダ ウン 、現地市場へ の対応 、 また 、開発/設 計機能 にお いて は

現地市場へ の 対応 があ げ られ る。

図2.5機 能 別 中 国 ・台湾 ・香港 へ の 進 出 目的
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(ウ)ASEANへ の 進 出

ASEANへ の 進 出 目的 と して は 、 製 造機 能 に お い て コ ス トダ ウ ン 、 労 働 力

の 確 保 ・利 用 、 現 地 市 場 へ の 対応 、調 達/購 買機 能 に お い て 、 コ ス トダ ウ

ン が あ げ ら れ る 。 最 近 、 コ ス トダ ウ ン の た め に調 達/購 買 機 能 を 強 化 し

て い る 拠 点 が増 え て い る 。

図2.6機 能 別ASEANへ の 進 出 目的
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(2)海 外進出企業の半導体情報 入手 につ い て

① 海外で半導体情報 が必要 と され る業務機能

どの よ うな業務機能 に お い て 半導体情報 が必要 と され る か につ い て 、地域

的 に 見 る と、 韓 国 で は開 発/設 計 が4拠 点3事 業 部 、 調達/購 買 が4拠 点3事 業

部 、中国 ・台湾 ・香港 で は開発/設 計 が12拠 点7事 業部 、調達/購 買が19拠 点(9事

業部)、 販売 が2拠 点(2事 業 部)、ASEAN地 域 で は 、開発/設 計 が12拠 点(6事 業

部)、 調達/購 買が32拠 点(18事 業部)、 販売が2拠 点(2事 業部)で あ る。

業務機能で 見る と開発/設 計機能 は28拠 点 、調 達/購 買機能 は55拠 点 、販売機

能 は4拠 点 であ る。

今 回の調査 で は、調達/購 買機能 にお い て半導体情 報の ニ ーズ が高 い こ とが

明確 とな った。 調達/購 買機 能 は、 シン ガポ ール に拠点が 多い と考 え られ る。

ま た回答企業 に対す る電話 ヒア リン グ に よ る と、製造機能 で ぱ 、半導体情

報 を必要 と しない と応 える企業 が多か っ た。

図2.7半 導体情報 が必要 とされ る業務機能
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② 半導体情報 が必要 とな る頻度

半導体情報 が必要 となる頻度 は、1回/月 が9事 業部 、1回/週 が6事 業部 、2回

/週 が2事 業部 あ った。 また9事 業部 につ いて は その他の 意見 と して 、拠点 によ

り異 なる 、製品移管計画 時、現地調達率向上時 、随時 、不定期 で年 に3～4回 と

い う事業部 もあ った。

全体 的に は、半導体情報 が必要 とな る頻度 は企業 に よ って大 き く異 な っ て

い る。

ま た 、現在 のELISNETが ユ ー ザ 当た り7～8回/月(平 均)の ア クセ ス回数 で あ

るこ とに比 べ る と全体的 に頻度 は高 くない。

半導体情報が必要な頻度
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③ 半導体情報の 入手経路

半導体情報 は 、21事 業部 で半導体 メー カ ーの 販売代理店 に 問い合 わせ てFAX

や デ ー タ ブ ック で情報 を取 り寄 せ て い る 。 ま た 、 日本 の 本 社(親 会社)か ら

FAXや 郵便 で情報 を取 り寄せ て い る事業部 が18社 あ っ た。 社 内ネ ッ トワ ー ク

を利用 して い る事業部 が1つ あ るが 、全体 的に は、半導体情報の 入手経路 は半

導体 メー カ ー代理店 と日本本社 か ら と言 える。 ま た 、情報 提供 サ ー ビ ス会社

か らの オン ラ イ ンサ ー ビスやCD-ROMに よ る情報提供 を受 けて い る と ころ は

なか っ た。

図2.9半 導体情 報入手経路
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④ 海外 で入手で き る半導体情 報の 問題点

海外で 入手 で き る半導体情 報の 問題点 と して上 げ られ て い るの は以下の と

お りで あ る。

・ 日本製部品の 英文 カ タロ グの 入手 に時間 が かか る

・仕様書での 取 り交 わ しが難 しい

・部品 メー カ ー現地窓口の対応範囲が不明確 で あ る

・生産 中止情報 が わ か らない

・電子 デ バ イ ス を扱 って い る メー カ ー ・代理 店及 び扱 っ て い る製品 が わ か

らない
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(3)海 外版電子デバ イ スデ ー タベ ー スサ ー ビス が提供 され た場合

① デ ー タベ ース サ ー ビスの導 入検討 に値す るサ ー ビ ス地域

今回の ア ンケ ー トで回答 を得 た34事 業部 の うち 、条件次第 で は 、検討 した

い とい う事業部 は25事 業部あ っ た。(以 下 は複数回答可)

今 回提案 して い るデ ー タベ ー スサ ー ビス を是非導 入 したい とい う地域 は残

念 なが らなか っ た。 しか し、条件 次第で は検討 した い とい う事業 部 が韓国(5

事業部)、 中国 ・台湾 ・香港(17事 業部)、ASEAN(17事 業部)、 その 他の ア ジア(1

事業部)、 その 他(1事 業部)と い う結果 を得 た。 この 条件 とは何 か とい うこ と

を再度電話 ヒア リン グ を行 った ところ 、利用 コス トの 問題(高 けれ ば導 入 しな

い ・ハ ー ド面 で の費用及 び ラ ン ニ ン グ コ ス ト)、企業の情 報戦 略 に あ っ た情報

提供 で あ る こ と、利 用度 の高 い製品情報 を提供 して い る こ と、 最新の デ バ イ

ス情報の 提供 で あ る こ と、企業の社 内環境の整備 が され海外展開へ の 体制が で

きる こ と、海 外での 情報 イ ン フラが整備 され る こ と、 な ど利用 コ ス トよ り も

情報の 内容 に関 して な どの 条件 が多 か った 。

また 、検討 に値 しない地域 も上 げ られ韓 国(5事 業部)、 中国 ・台湾 ・香港(4事

業部)、ASEAN(8事 業部)、 その他の ア ジア(4事 業部)、 その他(1事 業部)で あ っ

た。

図2.10検 討 に値 す る ア ジア諸 国

20

15

10

5

0

(事業部)
一

一

一

一

1717

1iiz
一

ー

一

一

…i

一

一

ー

一

i
i

,i

i
…

i 5

8

c
一

一

一

一 扇

4

1ili

4

i翻
是 条 検
1非 イ牛杉ミ 言寸

検 次 討 に 値
討 し 第 し し

た で た な
い は い い

日 韓国

国 中国 ・台湾 ・香港

囲ASEAN

圏 その他 の ア ジア

条件次第 で は検討 した い地域 の 中で 国際調達基地(IPO)の 機能 を もつ シン ガ

ポ ール な どで は 、デ ー タベ ー スサ ー ビスの ニ ー ズ が あ る と考 え る。 これ は

日系企業が か な り調達基 地 をも って い るた め だ。
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〈条件次第で は検討 した い とい う条件は何 か…電話 ヒア リン グ メモ よ り〉

海外 での電子 デバ イス情報の デ ー タベ ー ス サ ー ビ ス を条件次 第 で は検討 した い と

考 えてい るユ ーザ ー は何 を条件 と して い るの か。 回答 の あ っ た25事 業部 中12事 業

部 か ら電話 ヒア リン グに よ り以下の よ うな生の 声 を入手す る こ とがで きた。

● 利用 コス トを重視 し、あ ま りに も高 い と利用 しない 。

● 現在 、社 内で情報 システ ム を構築 して い る た め社内情 報 システ ム に連結 で

き る仕組み が整備 され てい れ ば検討の余地 があ る。 ま た 、現地の 言葉 に翻

訳 され てい た り、新製品情報 が登録 され て い る こ とや 、情報 の質 も条件 に

入 って くる。

● ハ ー ド費用 とラ ンニ ン グコ ス トが問題 となる。

● 現 地 で設計 を行 っ て い ない の で 、現在現 地 での 設計 状 況 が漠 然 と して お

り、具体的 なこ とは言 え ない が 、最新の デバ イス情 報 が登録 されて い る こ

とが条件 にな る と考 える。

● コ ス トが重要視 され るが 、内容の充実 も必要 で あ る。

● 生 きた電子 デバ イス情報 で あれ ば使 って もい い。既存 の デバ イス情報で も

同 じ機能 で価格の 安い情 報が あ った方 が いい 。

● 海外 での 事業展開 に向け た社 内の組織整備 が行 わ れ る こ とが条件 と して あ

げ られ る。 また 、海外の 環境整備や イ ン フラの構築状況 も その 中 に入る。

● 使用 コス トの 問題 とパ ー ツ情報 を早 く入手で きる仕組 み で あ る こ と も条件

で あ る。

● 費用 も重要 で あ るが 、情報の 内容 が最 も重要で あ る。 カ タロ グ や 出回っ て

い る情報 は必要 であ る。 また 、情報の 内容 と して は通 り一遍の 情報 よ り、

二歩 ぐ らい踏 み込ん だ情報で あ れば利用 したい 。

● 使 用料 金が重要 で あ る。

● デ ー タ の 内容 に価 値 の あ る情 報 が含 ま れ て い る こ と が重 要 で あ る 。 ま

た 、 ネ ッ トワ ー ク上 での サ ー ビス は設備投資的 に コ ス トが か か るの で 、

CD-ROMで の提供 を考 えた方 がい いの で は な い か。
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② 提供言語

デ ー タベ ース提供言語 は ほ とん どの 事業部 が 日本語 と英語の2ヶ 国語 の対応

を望 ん で い る。 これ は海外拠点 の現地化 に伴 い 、実際 に デ ー タベ ー ス情報 を

見 る人が 日本人社員以外 に現地社員 で あ る こ とが多 くな って きて い る た め 、

日本語 と英語の提供が望 ま れ てい る と思 われ る。

図2.11デ ー タ ベ ー ス 提供 言 語
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③ 提供 デ ー タの レベ ル

デ ー タベ ー ス での 提供 デ ー タの 内容 は 、 日本 で提供 され て い るELISNETの

電子 デバ イス情報 と同 レベ ル の 内容 の もの(19事 業部)、 パ ソ コ ン で イ メ ー ジ

情報 が見れ る よ うな シス テム(11事 業部)を 望ん で い る。

デ ー タベ ー スの情報の 範囲 は、 日本製品の情報 が10事 業部 、外国製品の 情報

が13事 業部 、全世界 で生産 され てい る電子 デバ イス情報 が19事 業 部 と言 う こ

とで 、 か な り世界各国 で生産 され て い る半導体情報 を入手 した い とい うニ ー

ズ が高 い。

図212提 供 チ ー タの 内容 図2.13提 供 デ ー タ の 範 囲
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④ サ ー ビス形態

電子 デ バ イ ス情報 デ ー タベ ー ス の サ ー ビ ス形 態 は 、18事 業 部 が現 地 セ ン

タ ー を設 けて オ ンラ イ ン で の サ ー ビス を希望 して い る。 ま た 、 日本 に セ ン

ター を置 き国際 回線 を通 じて ア ク セ ス した い と い う事 業部 が5事 業 部 、CD-

ROM等 に よ り情 報 を一定期間毎 に配布 して欲 しい と答 えた事業が8事 業部 、 そ

の他 が1事 業部 とい う結果で あ る。

現地 セ ン タ ー と回答 した18事 業部 の うち3事 業部 に 、CD-ROMと 回答 した8

事業部の うち2事 業部 に対 して、何故 その サ ー ビ ス形態 がい いの か につ いて電

話 ヒア リング を行 った。 結果 は以下の とお りであ った。

現地セ ン ター での サ ー ビス

●現地 で調 達 で き る電子 デ バ イ ス の情 報 が豊 富 に 入手 で き る と考 え た た

め。(3事 業部)

CD-ROMで の サ ー ビ ス

● 社 内 で の 情 報 シ ス テ ム が 完 成 に 構 築 で き て い な い た め 、CD-ROMに よ

り、 月2回 ぐ らい の タ イ ミン グ で サ ー ビ ス して ほ しい 。(1事 業 部)

● ネ ッ トワ ー ク 上 で の サ ー ビ ス は 、 設 備 投 資 に コ ス トが か か る 。(1事 業 部)

図2.14サ ー ビ ス 形 態
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⑤ デ ー タベ ー ス使用料金

デ ー タベ ー ス月額使用料 金に 関 して は 、34事 業部の うち10事 業部が現 行 の

8000円 、8事 業部が8000円 未満 、4事 業部が8000円 以上 とい う結果 を得 た。

使用料 金 と して は、 日本 と同 じよ うな金額 を皆希望 して い る よ うだ。

図215デ ー タ ベ ー ス利 用料 金
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(4)ELISNETの 提 供 す る サ ー ビ スへ の 要 望 、 改善 点

… … ア ン ケ ー トお よ び 電 話 ヒ ア リ ン グ よ り

ア ン ケ ー ト及 び 電 話 ヒア リ ン グ に よ る 現 在 のEuSNETの サ ー ビ ス 内 容 に 関 す る 要

望 、改 善 点 と して 以 下 の よ う な 項 目が あ っ た 。

改善点

● 中国語の 対応 、検索の容易化 、全世界 の半 導体比較(コ ス ト、信頼性 、形状 、入

手の 難易 、納期)情 報 な どサ ー ビスの 改善 ・追加 を してほ しい。

● 海外現地法人に は、 日本人 が多 く駐在 して い るの で 日本文 と英文 の両方 が望 ま

しい 。 また 、部品互換表 デ ー タ をの せ て ほ しい。CD-ROMの デ ー タ に つ い て

は、E-CADの 回路 シミュ レ ー シ ョンの た めの デ ー タベ ー ス とカ タ ロ グの デ ー

タベ ー ス に今 後 は 分か れ る と思 い ま す 。 そ の た め シ ミュ レ ー シ ョ ン可能 な

デ ー タベ ー ス を早急 に作成 して ほ しい。

● 検索条件の設定 を もっ と簡単 に して も らい た い。

● 現在のEuSNETの デ ー タベ ー スサ ー ビス で は、最新の半導 体情 報 が採 れ ない の

で使 わ ない状況 に あ る。 にメ ー カ ー の 営業 マ ンの 持 っ て くる情報 の 方 が新 し

い。 最新の半導体情報 をELISNETに 盛 り込ん で ほ しい。

● メニ ュ ーの改善 を望 む。DSP、ADC 、DAC等 従来の 区分 に な い タ イ プのICは 検

索 しに くい。

● 国内 で も回線 が込ん でい る場合な か な か回答 が来な い。海外 ア クセ ス に な る と

余計 に時間が か か るの で は ない か?

● 社 内 シス テ ム との 同期化 を計 画 した いの で 、 この面 か らの ご配慮 も お願 い し

た い。

● デバ イス別 デ ー タ シー トがFAXで な く画像 デ ー タ と してPC端 末側 に供給 され

る よ うにな る と非常 に用途が広 が る。FAXで は ど う して も暫定的に な る。

● 新規生産拠点 を展開 す る場合 、 その 地域 での 現地調 達の必要性 が発 生す る。 そ

の 地域 で の現地調達可能 な部品情 報 が提供 、 入手 、出来 る よ う な シ ステ ム で あ

れ ば利用価値の高 い もの とな る と考 え る。

●ELISNETは 最新の電子 デバ イ ス情 報 が入手 で きない た め 、社 内で 独 自の デ ー タ

ベ ー ス を構築 してい る。ELISNETの デ ー タベ ー ス よ り 、社内の デ ー タベ ー ス

の方 が使 いや す い。最新の電子 デバ イ ス情報へ の対応 をELISNETに 望 む。

一62一



(5)ア ン ケ ー ト調査 結 果 の ま とめ

(a)ア ン ケ ー ト回答 企 業 の 海 外 拠 点 は 、ASEANが88拠 点 と多 く 、 次 に 中 国 ・台 湾 ・

香 港 の57拠 点 で あ る 。

(b)海 外拠点の 機能 と して は 、製造機能 が142拠 点 もあ り、生産の 海外 シフ トが進

ん でい る こ とが わか る。 その他 に調達/購 買機能 が63拠 点 、開発/設 計機 能 が

36拠 点 あ り、徐 々 に開発/設 計や調達/購 買機能 も シ フ トしつ つ あ る こ とが伺

え る。

(c)ASEAN、 及び 中国 ・台湾 ・香港 に は 、製造機 能 が集 中 して お り、 ま た調 達/購

買機能 も多 い。 こ れ は製造機能 があ る こ とに よ り、 部品の調達基 地 とな る拠

点 も多い か ら と考 え られ る。

(d)ア ジア地域 へ の 進 出 目的 は 、 コ ス トダ ウ ンや 労働 力 の 確保 が 多 い 傾 向 に あ

る。

(e)海 外で半導体情報 が必要 に な る業務機能 と して は 、調達/購 買が 多 く、次 に開

発/設 計で あ る。 シン ガポ ール に調達/購 買の 拠点 が多い と考 え られ る。

(f)半 導体情報の利用頻度 は 、企業 によ って分散 して い る。

(g)半 導体情 報 は 、21事 業部 が半導体 メ ーカ ー の 代理店経 由 で入手 して お り、 ま

た 日本本社 に問合 せ る事業部 も18事 業部 あ る。

(h)海 外向 けの電子 デバ イス情報の デ ー タベ ー ス を条件次第 で は検討 した い とい

う事業部が25事 業 部あ っ た。 その 条件 とは 、利用 コ ス トや情報 の 内容 が 中心

に なる。

(i)提 供言語 は 、業務 内容の現地化 か ら 日本語 と英語 とい う事 業部 が26事 業部 と圧

倒的に多 い。

(j)提 供 す る デ ー タ に つ い て は 、 日本 で 提 供 さ れ て い るELISNETと 同 等 の も の

で 、 か つ 全 世界 の デ バ イ ス 情 報 を盛 り込 ん で欲 しい と い う ニ ー ズ が 高 い こ と

で あ る 。

(k)サ ー ビス形 態 と して は、現地セ ン ター が圧倒 的 に多 く18事 業部 で あ る が 、 こ

れ は現地で調達 で き る情報 が多 く収集 で き る とい う期待 が あ っ ての こ とで あ

る。

(ε)利 用料金 は、 日本 と同 じよ うな金額 を希望 して い る。
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4.電 子 デ バ イ ス情 報 デ ー タベ ー ス の 海 外 提 供

サ ー ビ スの 事 業 展 開





4.1電 子 デ バ イ ス 情 報 に 対 す る デ ー タ ベ ー ス サ ー ビ ス の ユ ー ザ ニ ー ズ

(1)電 子 デ バ イス情 報の デ ー タベ ー スサ ー ビスの ユ ーザ ポ テ ン シ ャル

電子 デ バ イ ス情報 の デ ー タベ ー スサ ー ビス事業 を考 える上 で 、ユ ー ザ を どれ だ

け確保 で きる か 、 そのユ ーザ ポテ ン シ ャル を分析 す る こ とが重要 で あ る。今回の

調査 で は、ELISNETが 現在 日本で 提供 して い る サ ー ビス を その ま ま利用 す る とい

うこ とで 、 エ レク トロニ クス業界の海外進出企業 で ア ジ ア に拠点 を持 つ とこ ろ を

対象 に電子 デバ イ ス情報の デ ー タベ ー スサ ー ビ スの調査 を行 っ た が 、是非 と も電

子 デバ イス情報の デ ー タベ ース サ ー ビス を検討 した い とい う企業 は なか っ た。 し

か し、条件次第 で は検討 す る とい う事業部 がア ンケ ー トに有効 回答 した34事 業部

の うち25事 業部 あ り、高 い比率 を示 して い る。今 回ア ン ケ ー トの対象 と した183

事業部 が単純 に この比率で条件付 きで検討す る と仮定 す る と約135事 業部 に なる。

また今 回、条件 次第 で は検 討す る と回答 した事業部(企 業)の 中 に は 、電子 デバ イ

ス情 報 の デ ー タベ ー ス サ ー ビ ス の利 用 を2拠 点 以上 で考 え て い る と ころ も あ っ

た 。

(2)電 子 デバ イス情報の デー タベ ー スサ ー ビスの提供地域の ニ ー ズ

電子 デバ イス情報の デ ー タベ ー ス サ ー ビス を条件次第 で は検討 す る と回答 した

事業部 が考 えて い る地域 と して は 、中国 ・台湾 ・香港 とASEANが 多 く、 この理 由 と

して は こ れ らの地域の 多 くの 日系 エ レク トロニ ク ス メー カ ー の海外拠 点が 、半導

体情報 を必要 とす る開発 ・設計機能や 購 買 ・調達機能 を持 っ て い るた め と考 え られ

る。 国単位 で は、開発 ・設計機能 は シン ガポ ール 、香港 、 台湾 、 そ して購買 ・調 達

機能 は シン ガポ ール や香港 に多い と考 え られ る。今 回の調査 で は、 電子デ バ イ ス

情報 の デ ー タベ ー スサ ー ビスの ニ ー ズ を持 っ た海 外拠点 が特定 の 国 に限定 され て

な く、中国 ・台湾 ・香港 、ASEAN、 韓国 な ど分散 してい るこ とが確認 され た。

(3)電 子 デバ イ ス情報 に対す るユ ーザ ニ ーズの将来動向

最近の 急速 な円高 に よ っ て 、 日本の 電子機 器 メー カ を中心 と したエ レク トロ ニ

ク ス メー カ ー は、 さ らなる海外展開 を余儀 な くされて い る。 そ れ に伴 い 、今後の

ア ジア地域で の エ レク トロ ニ クス メー カーの海外拠点の 動向 と して は 、 よ り一層

の生産機能の 充実 と一部設計機能の取 り込み 、部品の 現地調達の 拡大 な どが あ げ ら

れ る。

一部の 日系家電 メー カで は 、 シ ンガポ ール や マ レー シア に商品開発 セ ン ター を

設 け 、 この 地域 の 市 場向 け の商 品開発 を行 っ て お り 、今 後 と も この 傾 向 は 強 ま

る。 また急速 な 円高 に よ り、 よ り低 コ ス トの 部品調 達 を求 め て 、海外拠点 で の現

地部品調達率の 増加 や部品調達基地の 設立 が見 られ る。 この よ うに 、 ア ジ ア に お
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け る 日系企業の海外拠点で は、単 に生産機能 だ けで な く、設計機能 や部品調達機能

を強化 しつ つ あ る。 これ に伴 い 、今後 は電子 デバ イ ス情報 の必要性 はよ り高 くな

り、電子 デバ イス情報の デ ー タベ ー スサ ー ビスの ニ ーズ も高 くな る こ とが期待 で

きる。

今回の調査で は、 日本の エ レク トロニ ク ス メー カ ー を対象 と して調 査 を行 った

が 、ア ジア地域 に は欧米の エ レク トロ ニ クス メー カ ーが既 に進 出 してお り、 また

ア ジア諸国の エ レク トロニ クス 関連の現 地 メーカ ー も成長 して き てお り、 日系エ

レク トロ ニ クス メーカ ー以外 に対 す る電子 デバ イス情報 の デ ー タベ ー スサ ー ビス

も期待 す る こ とがで きる。

4.2電 子 デバ イス情報 の デー タベ ー ス サ ー ビス の 内容

今 回の調査 で は電子デ バ イス情報 デ ー タベ ー スの 提供言語 と して、英語 と 日本語 の2

つ の言語の提供に対 してニ ーズ が最 も高 く、電子 デバ イス情報 の デ ー タベ ー ス サ ー ビ

スの海外展開 にお い て英語 と日本語 での情報提供 は不可欠 であ るが 、事業的に は翻訳 コ

ス トが問題 とな る。英語 での 提供 が 実現 され れ ば 、 日系企業 だ け で な くア ジ ア地域 に

進出 してい る欧米企業 や現地企業 に対 して もサ ー ビス提供 が可能 とな り、 よ り多 くの

ユ ーザ を対象 とす るこ とが で き る。 さ らに将 来的に は、 ア ジア地域 だ けで な く欧米 に

おい て もサ ー ビスの提供 を考 え る こ とが で き る。

デ ー タベ ー ス の 内容 につ い て は 、今 回の ア ン ケ ー トで は 日本 で 提供 さ れ て い る

ELISNETと 同 じレベ ル の サ ー ビ ス を期待 して い る。 その 一方 で 、現 地 で調 達可能 な 電

子 デバ イス情報提供の ニ ーズ が高 く、電子 デ バ イ ス情報 デ ー タベ ー ス の海外展 開で は

デ ー タベ ー スの内容に現地情報 を盛 り込 む必要 があ る。 現在 、ELISNETに 半 導体情報 を

提供 して い る半導体 メー カー に対 す る ヒア リン グで は 、電子 デバ イスの 製品 に よ っ て

違 い はあ るが 、地域 に よ って技術サ ポ ー トを行 って い ない場合 もあ るた め に 、製品の

地域別の技術サ ポ ー ト情報 を盛 り込 む必要 が あ る とい う意見が 聞かれ た 。
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4.3電 子 デバ イス情報の デ ー タベ ー スサ ー ビスの事業展 開

今回の調査 にお い て 回答 した海外進 出企業 ・事業の 中で 、是非 とも電子 デバ イス情 報

デ ー タベ ー ス を海外 で使用 した とい う ところ は な か った が 、条件付 きで使用 した とこ

ろ は34事 業部中25事 業部 あ り、比 較的高い比率 で あ る。 但 し、条件 に よ っ て は利用 を

検討す る とい う事業部 で も 、 その事業部の全ての 海外拠点 で利用 する わ けで は ない 。

また 、 日本企業の 海 外拠 点 で は開発/設 計機能 、調達/購 買機能 を強化 して お り、 今

後の 電子 デバ イス情報 デ ー タベ ー スの ニ ーズの 拡大 も期待 で き る。 ア ジア地域 で の 電

子 デバ イス情報デ ー タベ ー スサ ー ビスの 中心 的なユ ー ザ と考 え られ る 、民生用 ・産 業

用電子機器の 日系海外企業 は234社 あ るが 、今回の ア ン ケ ー ト結果を考慮 す る と、 ア ジ

ア地域の 電子 デバ イ ス情報 デ ー タベ ー スサ ー ビスの ユ ー ザ数 は 、 この うち お お よ そ

50%ぐ らい で はな い か と考 え られ る。

海外 に お け る電子デ バ イ ス情報の デ ー タベ ー ス サ ー ビス事業 を考 えた場合 、潜在 的

に はあ る程度のユ ーザ 数(最 大 で150ユ ー ザ ぐ らい)を 期待 で き るが 、 サ ー ビス を開始

した時点 で確実に獲得 で き るユ ー ザ数 を特定で きない た め に この デ ー タベ ース サ ー ビ

ス事業の 展開 は最初 か らフル サ ー ビス を行 うので はな く、段 階的に 行 うこ とが望 ま し

い。 また電子デバ イ ス情 報の英語へ の 翻訳が海外 での サ ー ビス で は不可欠 で あ り、 そ

の翻訳 コ ス トの観点 か らも最初 か らフル サー ビス を行 うの で はな く、 サ ー ビ ス を限 定

す る こ とが望 ま しい 。

今 回の 調査で は 、海外 にお け る電子 デバ イス情報の デ ー タベ ー ス サ ー ビス事業 の展

開 を3段 階 で考 えてい る。

● 日本 か らの オ ン ラ イン

サ ー ビス

● 新 製品情 報 に限 定

● 対 象地域 は ア ジア

(欧米)

第1段 階

● 日本 か らの オ ンラ イ ン

サ ー ビス

● 全 ての 情報 サ ー ビス

●CD-ROMも サポ ー ト

● 対 象 は世界

第2段 階

● 日本 以 外 の 地 域 に も

ホ ス トコ ン ピ ュ ー タ

を設 置 、 そ こ か ら オ

ン ライ ンサ ー ビス

第3段 階

図4.1電 子 デ バ イ ス 情 報 の デ ー タベ ー ス サ ー ビ ス の 海 外展 開
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(1)デ ー タベ ース サ ー ビス事業展 開の 第1段 階

デ ー タベ ー スサ ー ビス事業展開の 第1段 階で は、ユ ーザ数 も限定 され 、顧客海外

拠点の 存在 す る国 も分散 して い るた め に 、 日本以外 に ホ ス トコ ン ピ ュー タ を設 置

して サ ー ビス を提供 す る こ とは採算的 に も不可能 で あ り リス ク も大 き い 。従 っ

て、 この段階で は 日本 にホ ス トコン ピュー タを設置 して海外ヘ サ ー ビス を提供 す

る こ とが現実的で あ ろ う。 現在、ELISNETに 情報提供 を行 って い る半導体 メー カー

に対 して も海外展 開 につ い て追加料 金が発生 す る よ うな こ とは当面考 え ない ほ う

が賢明であ る と思 われ る。

デ ー タベ ー スの言語 に つ い て は英語 は必 須で あ り、最低限電子 デバ イ ス情報 の

抄録部分の 翻訳 は必 要 とな る が 、 当面顧客 数が 限定 され てい る た め に全 ての 情 報

を翻訳す る こ とは コ ス ト的に難 しくな る と思 われ る。 従 っ て、比較 的ニ ー ズの 高

かっ た新製品情報 を英語 に翻訳 す るこ とか ら、デ ー タベ ー スサ ー ビス を始 め る こ

とが考 え られ る。 この デ ー タベ ー スの情報 に は 、製品の 技術サ ポ ー トの可能 な地

域 な どの情報 も付加 す る こ とがで きれ ば申 し分 ない 。 ま た シス テ ム的に は、現在

のELISNETの システ ム と共用 す る こ とが コ ス ト的に も、 また システ ム の運用上 か

らも望 ま しい。 対象地域 と して はア ジア地域 を対 象 に して い る が 、英 語の情報 を

提供 す る こ と を考 え る と、 ア ジ ア地域 で の 日系企業以外の ユ ーザ や欧米の ユ ー ザ

への サ ー ビス提供 も この段階 か ら可能 とな るの で 、特 に ア ジア地域 に こ だ わ る必

要 が ないの は当然の こ とで あ る。

料金体系 に関 して 、 オ ンラ イン端末情 報 につ い て は デ ー タ量が 少 ない た め に 固

定制 で問題 とな らな い が フ ァ ックス に よ るデ ー タ伝送 につ い て はデ ー タ量が 多 く

回線料金が高 くな るの で従量制 が望 ま しい 。(フ ァ ック ス一枚 の伝送 につ い て 回線

料 金だ けで も数百 円必要 とな る)

事業の採算性 に つ い て は不確 定要素 が 多い ため に議論 す る こ とは難 しい が 、機

械翻訳の利用 が可 能で あ り、 ま た一部 の メー カ ーの 最新 製品情 報 が英語 で 準備 さ

れ てい れ ば翻訳 コ ス トを低減 で き、あ る程度の ユ ー ザ が確保 で きれ ば 、採算性 に

つ いて は特に問題 に な らない と考 え られ る。
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(2)デ ー タベ ー スサ ー ビス事業展開の 第2段 階

ユ ー ザ数 が多 くな って きた段階 で 、海外への デ ータベ ー スの 内容 につ い て は新

製品情報 だ けで な く、全 ての 情報 を翻訳 して提供 す る。 ま た電子 デバ イ スの 製品

情 報 につ い て は 、今 回の調 査 で ニ ー ズ の 高 か っ た世 界 中 で 利用 可能 な製 品 を サ

ポ ー トす る こ とが必要 で あ る。 この 時点で全 ての 半導体情 報 が英語 で利用可能 に

な るの で 、電子 デバ イ ス情 報のCD-ROMを 作成 し、海外へ の提供 を開始 す る。 こ

の 場合 、サ ー ビ ス提供地域 と して は全世界 を考 える。

(3)デ ー タベ ー スサ ー ビス事業展開の 第3段 階

ユ ー ザ ー数 が さらに拡大 した段階 で は 、 日本以外 の地域 でユ ーザ ー が多 くホ ス

トコ ン ピ ュー タ を設置 して も採算的に引 き合 う ところ を選 択 し、 その地域の ホ ス

トコ ン ピ ュー タか らデ ー タベ ー スサ ー ビス を行 う。 この 場合 、 デ ー タベ ー ス の

構築 に つ い て は、 日本 だ け で な く電子 デバ イス情報の 収集 が便利 な地域 で行 う事

も考慮す る事 が必要 で あ る。 ま た、 その地域 に特化 した情 報 な どもデ ー タベ ー ス

に盛 り込 むこ とも必要 とな る。

4.4ま とめ

電子 デ バ イス情報 の海外デ ー タベ ー スサ ー ビス につ いて は 、 ア ジア地域 の 日系企業

に おい て比較的高い ニ ーズ が あ る こ とが調査か ら分析 され た が 、ユ ーザ 数が まだ少 な

い ため に 、限定的 な情報 か らの サ ー ビス か ら始め る とい う事 業展 開 が現実的で あ る と

い う結論 に な っ た。 しか し、 日本の デ ー タベ ー スサ ー ビスの 中 で海外展開の 実績 が ほ

とん どな い状 況にお い て 、 これ が実現 され れば 、 日本の デ ー タベ ー スサ ー ビスの海外

展開の 第一歩 に な る と考 え られ る。

今回の調 査で は、 日本の デ ー タベ ース サ ー ビスの宿命 で もあ る デ ー タベ ー ス情報 の

翻訳問題 が 、調査対象 と した 日本 の海 外拠点 に対 しての デ ー タベ ー スサ ー ビス で も課

題 と して上 が った。今後 、 自動翻訳 シス テム の活用 な ど、 デ ー タベ ー ス情 報の 翻訳 を

い か に効率 的に 、 しか も低 コス トで や るか とい う こ とが デ ー タベ ー スの海外展開 にお

い て重要 とな る と考 え られ る。

現在 、電子 デバ イス情報 を大規模 に提供 してい るデ ー タベ ー ス サ ー ビス業者 はア メ

リカ に お い て 数社 あ るが 、 ア ジ ア地域 で は見当 た らな く、 こ の 電子 デ バ イ ス情報 の

デ ー タベ ー ス サ ー ビスの 海外展開 を着実 に行 えば、世界的 に も成功 した デ ー タベ ー ス

に な る可能性 が高 い と考 え られ る。
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〈ELISNETの 海 外 デ モ ン ス トレ ー シ ョ ン 〉

電子 デ バ イ ス 情 報 サ ー ビ ス㈱(以 下ELISNETと い う)で は 、NＴ τ国際 部 の 協 力 の も と電

子 デ バ イ ス 情 報 の 海 外 展 開 を行 う こ と を 想 定 して 、93年11月 ～12月 ま で の 期 間 で 、 海

外 か ら国際 電 話 網 経 由 で 日本 のEuSNETセ ン タ ー ヘ ア ク セ ス す る デ モ ン ス トレ ー シ ョ

ン を行 っ た 。 そ の 対 象 地 域 は 、 韓 国(ソ ウル 市)、 オ ラ ン ダ(ア ム ス テ ル ダ ム 市)、 オ ラ

ン ダ(ペ ン ロ ー 市)、 ドイ ツ(デ ュ ッセ ル ドル フ市)、 ア メ リ カ(ニ ュ ー ヨ ー ク)の5都 市

で あ る。

接続状 況は以下の とお りで あ る。

● 韓 国(ソ ウ ル)

● オ ラ ン ダ(ア ム ステル ダム)

● オ ラ ン ダ(ペ ン ロ ー)

● ドイ ル(デ ュ ッセ ル ドル フ)

● ア メ リカ(ニ ュ ー ヨ ー ク)
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ELISNETの デ モ ン ス トレ ー シ ョン 地 域
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〈デ モ ン ス トレー シ ョン か らの 考慮 すべ き点 〉

(1)提 供言語

海外 か ら利用す るの で 、 日本語 だ けの対応で は限度が あ る。

① 操作手順

日本語の 操作 手順 、及 び新 製品情報 な ど は、外 国人 に と って は理 解不可

能 なの で 改善 が必要 に な って くる。

② 電子部品回路図

英 字化 され た電子部品 回路図 、数票 な どで 国際基準 に準拠 して い る場合

は、多少 日本語 が混 じって いて も障害 は少 ないの で活用 で き る。

③ 海外の タ ーゲ ッ ト顧客層 が 日系企業 なの か、現 地企業 なの か に よ っ て提供

言語 が 変 わ り 、 日本語 を理 解 す る デ ー タベ ー ス ・エ ー ジ ェ ン トの 場 合 に

は 、多少 、条件 が異 な って くる。

(2)デ ー タベ ースの 内容

① 新製品情報 、製品改訂版情 報 に ニ ー ズ が あ り、CD-ROMに よ る情 報 提供 と

比較 して 、 オ ン ラ イ ン に よ る情報提供 の 強み を活 か したSDIサ ー ビス を検

討す べ きで あ る。

② 将来の トレン ド情報 や開発情報 に関心 が あ る。

③ ベ ン ダー がユ ーザ ーへ個 別 に提供 す る情報 とデ ー タベ ー ス情報 との 役割 分

担 、差別化 に つ い て検 討す る必要 が あ る。

(3)海 外 との 国際通信 の品質

① 国際 パ ケ ッ ト網 か らの ア ク セ ス を可能 にす る。 国際電話 回線 か らの アク セ

ス は、 回線 ノ イズ や電話料 金が高い な どの 課題が あ る。

② 日本 か らの 海外へ の フ ァ ク シ ミ リの 品質 に は問題 は な い が通信料 金の軽 減

が課題 とな る。
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電子 デバ イス情 報 の 海外 提供 サ ー ビス に

関 す るア ンケ ー ト調 査

(商社 対 象)

平 成5年10月7日(木)

電 子 デ バ イ ス 情 報 サ ー ビ ス株 式 会 社

一75一



1.海 外進 出企業の状況

(1)貴 社の業種は何ですか(複数回答可)下 記の番号に○ 印をつけて下 さい。

① 半導体商社 ② 総合商社

③ その他()

(2)貴 社 ま た は貴事業部の主要製品 は何 で す か

( )

(3)貴 社の 海外拠点 は、 どの 地域 に 、 どの く らい の拠点 が あ りま す か 。 拠 点数 を

書 いて くだ さい 。(合 併会社 を含 む)

機能 韓国 中 国 ・台 湾 ・香 港 ASEAN(東 南 ア ジア) その他 アジア

販売拠点数

(4)海 外進出の 目的は何ですか下記該当す る番号 をそれぞれの進 出拠点毎に選んで

書いて下 さい。(複数回答可)

① 労働力の確保 ・利用 ② 現地市場の耐応

③ 関連企業の進出に随伴 ④ コス トダウン

⑤ 通商摩擦対策 ⑥ その他

機能 韓国 中 国 ・台 湾 ・香 港 ASEAN(東 南 ア ジア) その他 アジア

販 売

その他
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2.海 外進 出企業の 半導体情報 入手につ いて

(1)海 外 で半導体情 報 が必要 な と き は どの よ うな と きで す か。○ を付 けて くだ さ

い(複 数回答 可)。 その他 につ い て は 、内容 を記述 して くだ さい。

機能 韓国 中 国 ・台湾 ・香港 ASEAN(東 南 ア ジア) その他 アジア

半導体調達

半導体販売

その他

(2)半 導体情報 が必要に な る頻度 は どの く らい あ ります か。

①1回/週 ②2回/週 ③1回/月 ④2回/月

⑤ その 他()

以下の(3)、(4)の 質 問 は海外 で半導体 に関 す る情 報 を必要 と してい る会社の み ご回

答願 い ます 。

(3)現 在海 外で電子 デバ イス情報 を必要 と して い る拠点 で は どの よ うな経路 で情報

を入手 され て い るの で す か。 ○ を付 けて くだ さい(複 数回答可)。

① 半導体 メー カ ーの販売代理店 に問い合 わせ 、FAXや デ ー タ ブ ックで情報 を

取 り寄 せ る。

② 現地の半導体情報提供 サ ー ビス を利用 して い る。

(ア)社 内 ネ ッ トワ ー ク

(イ)CD-ROM(提 供会社名:)

(ウ)そ の 他()

③ 日本の 本社(親 会社)か らFAXや 郵便で情報 を取 り寄せ る。

④ その他

(4)海 外 で 入手 で き る電子 デ バ イ ス情報 に関 しま して 、 問題 は あ り ませ ん か。

又 、 どの 地域 で問題 が発生 して い ます か。

問題

発幽(
')
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3.海 外版電子デ バ イスの デ ー タベ ー スサ ー ビ スが提供 され た場合 につ いて

(1)検 討 に値 す る海外諸 国は ど こで す か。下記の 海外地域番号 か らお選 び下 さい

① ぜ ひ導入 した い(海 外番号:)

② 条件 次第 で は導 入 したい(海 外番号:)

③ 検討 に値 しない(海 外番号:)

<海 外地域番号>

1.韓 国2.中 国 、台湾 、香港3.ASEAN(東 南ア ジア)

4.そ の他 ア ジア5.そ の他

(2)デ ー タベ ー スサ ー ビス提供 言語 は どの よ うな もの が妥当 とお 考 えで す か 。○

を付 けて くだ さい(複 数回答 可)

① 日本語の み ② 英語の み

③ 日本語 と英語 ④ その他(

)
(3)提 供 デ ー タ は どの よ うな?ベ ル の 内容 が よい と思 わ れ ます か。

ま た情報の 範囲 は どの く らい が よい と思 われ ます か(複 数回答可)。

〈内容 〉

① 日本 で提供 されて い るELISNETの 電子 デバ イ ス情報 と同 レベ ル の内容

② パ ソ コン で イ メー ジ情報 が み れ る よ うな シ ステ ム

③ その他

()
〈情報の範囲〉 ⑦⑦に関 しても○ 印をつ けて くだ さい。

① 地域(韓 国、中国 ・台湾 ・香港、ASEAN、 その他のア ジア)に 閉 じた電子デ

バイスの情報:⑦ 日本製品の情報 ⑦ 外国製品の情報

② 全世界で生産 されてい る電子 デバ イスの情報

③ その他

()
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(4)ど の よ う なサ ー ビス形態 が望 ま しい と思 われ ます か

① 現地セ ン タ ー を設置 し、 オン ラ イ ンで参照す る

② 日本の セ ン ター に国際 回線 を通 じて ア クセ スす る

③CD-ROMな どによ り情報 を一定期間毎に配布 す る

④ その他()

(5)利 用料 金 は ど れ く らい が妥 当 だ と思 い ま す か 。

デ ー タベ ー ス 使 用料 金(円)

※ 現在 、 日本 で のEuSNETの 使 用料 金 は 月額8,000円 で す 。

(6)今 後ELISNETの 海外展開 を計画 して い ます が 、現 状のE〕SNETの シス テ ム を ど

の よ うに 改善 した型で提供 して も らい たい で す か。

()
ア ン ケ ー ト回答へ の ご協 力あ りが とう ご ざい ま した。

回答 され たア ン ケ ー トは、 お手数です が 、同封 の封筒 に入れ て返送 して下 さい。

ご回答企業名

事業部名

ご回答者名

事業部住所
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電 子 デ バ イ ス情 報 の 海 外 提 供 サ ー ビス に

関 す る ア ン ケ ー ト調 査

(メ ー カ ー 対 象)

平 成5年10月7日(木)

電 子 デ バ イ ス 情 報 サ ー ビ ス株 式 会 社
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1.海 外進 出企業の状 況

(1)貴 社の 業種 は何 で す か(複 数回答可)下 記の番号 に○ 印 をつ けて下 さい。

① 民生用電子機器 メー カ ー ② 産業用電子機器 メー カー

③ 半導体 メー カ ー ④ 電子 部品 メー カー

⑤ 半導体商社

(2)貴 社 また は貴事業部の主要製品 は何 です か

()

(3)貴 社の海外拠点 は 、 どの地域 に 、 どの く らいの 拠点 が あ りま す か。(合 併会社

を含 み販 売拠点 を除 く)。 また 、その拠点 は 、 どの よ うな機能 を果た して い ま

す か。 それ ぞ れ拠点数 を記入 して下 さい 。

韓国 中国 ・台湾 ・香港 AsEAN(東 南 ア ジア) その他 アジア

拠点数

機

能

開発/設 計

製造

調達/購 買

(4)海 外進 出の 目的 は何 で す か。 下記該当す る番号 を それ ぞ れ の進 出拠 点毎 に選 ん

で書いて下 さい。(複数回答可)

① 労働力の確保 ・利用

③ 関連企業の進出に随伴

⑤ 通商摩擦対策

② 現地市場の耐応

④ コス トダウン

⑥ その他

韓国 中 国 ・台湾 ・香港 ASEAN(東 南 ア ジア) その他 アジア

機

能

開発!設 計

製造

調達/購 買

一
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2.海 外進出企業の半導体情報 入手に つ い て

(1)海 外で半導体情報 が必要 な と き は どの よ う な と きで す か。 ○ を付 け て くだ さ

い(複 数 回答可)。 その他 につ い て は内容 を記述 して くだ さい 。

機能 韓国 中 国 ・台湾 ・香 港 ASEAN(東 南 ア ジア) その他アジア

設 計 ・開発

半導体調達/購 買

その他

(2)半 導体情報 が必要 に な る頻度 は どの く らい あ ります か。

①1回/週 ②2回/週 ③1回/月 ④2回/月

⑤ その他()

以下の(3)、(4)の 質 問 は海外 で半導体 に 関す る情報 を必要 と して い る会社 の み ご回

答願 い ます。

(3)現 在海外で電子デ バ イス情報 を必要 と して い る拠点 で は どの よ うな経路 で情報

を入手 され て い るの で す か。○ を付 け て くだ さい(複 数回答可)。

① 半導体 メー カ ーの 販売代理店 に問い 合 わせ 、FAXや デ ー タ ブ ックで情報 を

取 り寄せ る。

② 現地の 半導体情報提供サ ー ビス を利用 して い る。

(ア)社 内ネ ッ トワー ク

(イ)CD-ROM(提 供会社名:)

(ウ)そ の他()

③ 日本 の本社(親 会社)か らFAXや 郵便 で情報 を取 り寄せ る。

④その他()

(4)海 外 で 入手 で き る電 子 デ バ イ ス情 報 に 関 しま して 、 問題 は あ り ませ ん か 。

又、 どの 地域 で問題が発生 して い ます か。

問題

発生地域(
')
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3.海 外版電子 デ バ イ スの デ ー タベ ー スサ ー ビス が提供 され た場合 につ い て

(1)検 討 に値 す る海外諸国 は どこで す か。 下記の海外地域番号 か らお選び 下 さい

① ぜ ひ導 入 したい(海 外番号:)

② 条件 次第で は導 入 したい(海 外番号:)

③ 検討 に値 しない(海 外番号:)

<海 外地域 番号>

1.韓 国2.中 国 、台湾 、香港3.ASEAN(東 南ア ジア)

4.そ の 他 ア ジア5.そ の他

(2)デ ー タベ ー ス サ ー ビス提供言語 は どの よ う な もの が妥当 とお考 えで す か 。○

を付 けて くだ さい(複 数回答可)

① 日本語 の み ② 英語 の み

③ 日本 語 と英語 ④ その他()

(3)提 供 デ ー タ は どの よ うな レベ ル の 内容 が よい と思 わ れ ます か。

ま た情報 の範 囲 は どの く らい が よい と思 わ れ ます か(複 数回答可)。

〈内容 〉

① 日本 で提供 され て い るELISNETの 電子 デバ イ ス情報 と同 レベ ル の 内容

② パ ソ コ ン で イ メー ジ情報が み れ る よ うな シ ステ ム

③ その 他

()
〈情報の範囲 〉 ⑦⑦に関 しても○ 印をつ けて くだ さい。

① 地域(韓 国、中国 ・台湾 ・香港、ASEAN、 その他の アジア)に 閉 じた電子 デ

バ イスの情報:⑦ 日本製品の情報 ⑦ 外国製品の情報

② 全世界で生産 されている電子デバ イスの情報

③ その他

()
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(4)ど の よ うなサ ー ビス形態 が望 ま しい と思 わ れ ます か

① 現地セ ン ター を設置 し、 オ ン ラ イ ンで参照 す る

② 日本の セ ン ター に国際 回線 を通 じてア クセ ス す る

③CD-ROMな どによ り情 報 を一定期間毎 に配布 す る

④ その他()

(5)利 用料金 は どれ く らい が妥当 だ と思 い ます か。

デ ー タベ ース使用料 金(円)

※ 現在 、 日本 でのELISNETの 使用料 金は月額8,000円 で す 。

(6)今 後ELISNETの 海外展開 を計画 して い ま す が 、現状 のEUSNETの シ ステ ム を ど

の よ うに改善 した型で提供 して も らい たい で す か。

()
ア ンケ ー ト回答への ご協 力あ りが と うご ざい ま した。

回答 され たア ンケ ー トは、 お手数 で す が 、同封の 封筒 に入 れ て返送 して下 さい 。
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電 子 デ バ イス情 報の 海 外提 供 サ ー ビス に

関 す るア ンケ ー ト調 査

(王難 ㌔ ご り
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1.海 外進 出企業の状 況

(1)貴 社 の業種 は何 です か(複 数回答可)下 記の 番号 に○ 印 をつ け て下 さい 。

① 半導体商 社 ② 総合商社

③ その他()【 ① 】

(2)貴 社 また は貴事業部の 主要製品 は何で す か

(部材事業部'半 導体 製品 、コ ン ピュ ータ シス テ ム ソフ トウ ェア 材料)

(3》 貴社の 海外拠点 は、 どの地域 に、 どの くらいの 拠点 があ りま すか 。拠点数 を書 い て

くだ さい。(合併会社 を含 む)

機能 韓国 中国 ・台湾 ・香港 ASEAM東 南 ア ジア} その他ア ジア

販売拠点数 0 1 1 0

(4)海 外進出の 目的 は何 で す か下記該当 する 番号 を それ ぞ れ の進 出拠点毎 に選 ん で書 い

て下 さい 。(複数回答可)

① 労働力の確保 ・利用 ② 現地市場の 対応

③ 関連企業の進出に随伴 ④ コス トダ ウン

⑤ 通商摩 擦対策 ⑥ その他

機能 韓国 中 国 ・台湾 ・香港 A～EAM東 南 ア ジア) その他 ア ジア

販 売 ②.③,④ ②.③,④

その他

2.海 外進出企業の 半導体情 報入手 につ い て

(1)海 外 で半導体情 報が必 要な と きは どの よ うな と きで す か。○ を付 け て くだ さい(複

数回答可)。 その他 に つ い て は、 内容 を記述 して くだ さい 。

機能 韓国 中 国 ・台 湾'香 港 A～εAM東 南 アジア) その他 アジア

半導体調達

半導体販売 ○ ○

その他

(2)半 導体情報 が必要 に なる頻 度 は どの くらい あ り ます か。

①1回/週 ② 、2回!週 ③1回/月 ④2回/月

⑤ その他() 【② 】

以下の(3)、(4)の 質問 は海外 で半導体 に関 す る情報 を必要 と してい る会社の み ご回答願 い

ます 。

(3)現 在海外で 電子デ バ イ ス情報 を必要 と してい る拠点で は どの よ う な経路 で情報 を入

手 されて い るの で す か。 ○ を付け て くだ さい(複 数 回答可)。

① 半 導体 メー カ ーの 販売代理店 に問 い合 わせ 、FAXや デ ー タ ブ ッ クで情 報 を取 り

寄 せ る。

② 現地 の半導 体情報提供 サ ー ビス を利用 して い る。

(ア)社 内 ネ ッ トワ ー ク

(イ)CD-ROM(提 供会社名

(ウ)そ の他(

③ 日本 の本社(親 会社)か らFAXや 郵 便で情 報を取 り寄せ る。

④ その 他

)

)

【① ③ 】

(4)海 外 で入手 で き る電子 デバ イス情 報に 関 しま して 、問題 はあ り ません か。 又 、 どの

地域 で問題 が発生 して い ま す か。

問題点(

発綱(
)
)
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3.海 外版電 子デバ イスの デ ー タベ ース サ ー ビス が提供 され た場合 につ い て

(1)検 討 に値 する海外諸国 は どこ です か。 下記の 海外地域番号 か らお選 び下 さい

① ぜ ひ導入 したい 【 】 海 外番 号:)

② 条件次第 で は導 入 したい 【Ol海 外番号:2,3)

③ 検討 に値 しない 【 】 海 外番号:')

<海 外地域番号>

1.韓 国2.中 国、台湾 、香港3.ASEAN(東 南 ア ジア)

4.そ の他 ア ジア5.そ の 他

(2)デ ー タベ ー ス サ ー ビス提供言 語 は どの よ う な もの が妥 当 とお考 え で す か。○ を付

けて くだ さい(複 数回答可)

① 日本語 のみ ② 英語の み

③ 日本語 と英語 ④ そ の他 【③1

(3)提 供 デー タ は どの よ うな レベ ル の内容 が よい と思 わ れ ます か。

また情報の 範囲 はどの く らい が よい と思 わ れ ます か(複 数回答可)。

〈内容 〉

① 日本で 提供 されて い るELISNETの 電子 デバ イス情報 と同 レベ ル の 内容

② パ ソ コン で イメ ー ジ情報 が みれ る よ う な システ ム

③ そ の他

()【 ①②】
〈情報の 範囲 〉 ◎⑦ に関 して も○ 印 をつ けて くだ さい 。

① 地域(韓 国 、中国 ・台湾 ・香港 、ASEAN、 そ の他 の ア ジ ア)に 閉 じた電 子 デバ イ

スの 情報:⑦ 日本製品の情 報 ⑦ 外国 製品の 情報

② 全世界で生産 されて い る電子 デバ イスの 情報

③ その 他

(),② 、

(4)ど の よ う なサ ー ビス 形態が 望 ま しい と思 わ れ ます か

① 現地 セ ン ター を設置 し、オ ン ラ イン で参照 す る

② 日本の セ ン タ ーに 国際 回線 を通 じて ア クセ ス する

③CD-ROMな どに よ り情 報 を一定期間毎に 配布す る

④ その他()

(5)利 用 料 金 は ど れ く ら い が 妥 当 だ と 思 い ま す か 。

デ ー タ ベ ー ス 使 用 料 金(～10,000円)

※ 現 在 、 日本 で のEuSNETの 使 用 料 金 は 月額8,000円 で す 。

{1③2① 日

(6)今 後ELISNETの 海外展開 を計 画 して い ます が 、現状のELISNETの シ ステ ム を どの よ

うに改善 した型 で提供 して も らい た い です か。

(デ バ イス別デー タ シー トが、FAXで な く画像デ ータと してPC端 末側 に供給 されるよ うに なる と非常 に用途 が広 が る。FAXで は どう しても暫定的 になる。)

s
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1.海 外進 出企業の 状況

(1)貴 社の業種 は何 です か(複 数回答可)下 記の番号 に○ 印 をつ け て下 さい。

① 半導体商 社 ② 総合商社

③ その他()【 ②1

(2)貴 社 また は貴事業部の主要製品 は何で す か

()

(3)貴 社の 海外拠点 は、 どの地域 に、 どの く らいの 拠点 があ りま すか。 拠点数 を書 い て

くだ さい 。(合併会社 を含 む)

機能 韓国 中 国 ・台 湾 ・香 港 A～EAN(東 南 ア ジ ア) その 他ア ジア

販売拠点数 1 1

(4)海 外進 出の 目的は何 です か下記該当 す る番号 を それ ぞ れ の進 出拠点毎 に選 ん で害 い
'て下 さい

。(複数回答可)

① 労働 力の 確保 ・利用 ・ ② 現地市場の 対応

③ 関連企業の進 出に随伴 ④ コ ス トダ ウン

⑤ 通商摩擦対策 ⑥ その他

機能 韓国 中 国 ・台 湾 ・香 港 ASEAN(東 南 ア ジ ア) その他 アジア

販 売 ③ ③

その他

2.海 外進 出企 業の半導体情 報入手 につ い て

(1)海 外で半導 体情 報 が必 要 な と きは どの よ うな ときで すか 。○ を付け て くだ,さい(複

数回答可)。 その 他 につ い て は 、内容 を記述 して くだ さい。

機能 韓国 中 国 ・台 湾 ・香 港 A～ εAN(東 南 ア ジア} その他 ア ジア

半導体調達

半導体販売 ○ ○

その他

(2)半 導体情報 が必要 に な る頻 度は どの く らい あ ります か 。

①1回 ノ週 ②2回/週 ③1回/月 ④2回/月

⑤ その他(・)【 ① 】

以下 の(3)、(4)の 質問 は海外 で半導体 に関 す る情 報 を必要 と して い る会社 の み ご回答願 い

ま す。

(3)現 在海外 で電子 デバ イス情報 を必要 と して い る拠点 で は どの よ う な経路 で情報 を 入

手 され てい るの で すか。 ○ を付 けて くだ さい(複 数回答可}。

① 半導体 メー カ ーの 販売代理店 に問 い合 わ せ 、FAXや デー タブ ックで情 報 を取 り

寄せ る。

② 現地の 半運休情報提供 サ ー ビス を利用 して い る。

(ア)社 内ネ ッ トワ ー ク

(イ)CD-ROM(提 供 会社名:)

(ウ)そ の他()

③ 日本の 本社(親 会社)か らFAXや 郵便 で情報 を取 り寄 せ る。

④ その他 【① ③ 】

(4)海 外 で入手で きる電子 デバ イス情 報に関 しま して 、問題は あ りませ ん か。 又、 どの

地域 で問題 が発 生 して い ます か 。

問題点(・ ・)

発綱()



co
O
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3、 海外版電子 デバ イス の デー タベ ー スサ ー ビ スが提供 され た場合 につ い て

(1)検 討 に値す る海外諸国は どこで す か。下 記の 海外地域 番号 か らお選 び下 さい

① ぜひ導 入 したい 【 】(海 外番号:)

② 条件次第で は導 入 した い[②1(海 外番号:2)

③ 検討 に値 しない 【 】(海 外番号:)

<海 外地域番号>

1.韓 国2.中 国、台湾 、香港3.ASEAN(東 南 ア ジア)

4.そ の他 ア ジア5.そ の 他

(2)デ ー タベ ース サ ー ビ ス提供 言語 は どの よ うな もの が 妥当 とお考 え で す か。○ を付

け て くだ さい(複 数回答可)

① 日本語の み ② 英語の み

③ 日本 語 と英語 ④ その 他 【③ 】

(3)提 供 デ ータ は どの よ うな レベル の 内容が よい と思 われ ます か。

ま た情 報の範 囲は どの く らい がよい と思 わ れ ます か(複 数 回答可)。

〈内容 〉

① 日本 で提供 され てい るELI～NETの 電子デ バ イ ス情 報 と同 レベ ルの 内容

.② パ ソコ ンで イ メー ジ情 報 がみ れる よ う な シス テム

③ その他

()【 ①②】
〈情報の範囲 〉 ⑦④ に関 して も○ 印 をつ け て くだ さい。

① 地 域(韓 国、 中国 ・台湾 ・香 港 、ASEAN、 その 他 の ア ジア)に 閉 じた電子 デ バ イ

スの情 報:⑦ 日本製品の情報 ④ 外国製品の情 報

② 全 世界 で生産 されて い る電子デ バ イ スの情 報

③ その他

(),① ②】

(4)ど の よ う なサ ー ビス 形態が 望ま しい と思わ れ ます か

① 現地 セ ン ター を設置 し、 オ ン ラ イン で参照 す る

② 日本の セ ン タ ーに 国際回線 を通 じて ア クセ スす る

③CD-ROMな どに よ り情報 を一定期間毎 に配布す る

④ そ の他()

(5)利 用 料 金 は ど れ く ら い が 妥 当 だ と 思 い ま す か 。

デ ー タ ベ ー ス 使 用 料 金(3-・5,000円)

※ 現 在 、 日本 で のEUSNETの 使 用 料 金 は 月額8,000円 で す 。

[① 】

(6)今 後ELISNETの 海外展 開 を計画 して い ま す が 、現状 のEUSNETの シス テ ム を どの よ

うに 改善 した型 で提供 して も らい たい で すか 。

(国 内でも回線が混んでいる場合なかなか回答が来ない。海外アクセスになると余計に時間がかかるのではないか。)
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1.海 外進出企業の 状況

(1)貴 社の業種 は何で すか(複 数回答可)下 記の 番号に○ 印 をつ けて下 さい。

① 民生用 電子機器 メー カー ② 産業用電子機 器 メー カ ー

③ 半導体 メーカ ー ④ 電子部品 メ ーカ ー

⑤ 半導体商社

(2)貴 社 また は貴事業 部の 主要 製品 は何で す か

(事 務機((複 写機、Fax、 プ リン タetc)),カメ ラ、光学 機器、 その 他)

【① 】

(3)貴 社の 海外拠点 は、 どの 地域 に、 どの く らいの 拠 点が あ り ます か。(合 併会 社 を含

み販 売拠点 を除 く)。 また 、その 拠点は 、 どの よ う な機能 を果 た して い ます か 。 そ

れ ぞ れ拠点 数を記入 して下 さい。

韓国 中 国 ・台湾 ・香港 A～EAN(東 南 ア ジ ア) その他 アジア

拠点数 1 4 6

機

能

開 発/設 計

　

1

製造 1 3 5

調達'購 買 1

(4)海 外進出の 目的 は何で す か。 下記該当 す る番号 をそ れ ぞ れの 進 出拠 点毎 に選 ん で書

いて下 さい。(複 数回答可)

① 労働力の確保 ・利用 ② 現地市場の 対応

③ 関連企業の進出に随伴 ④ コス トダウ ン

⑤ 通商摩擦対策 ⑥ その他

韓国 中 国 ・台湾 ・香 港 ASEAN(東 南 ア ジ ア) その他 ア ジア

機

能

開 発/設 計

製造 ② ④ ㊨
.

④

調達 ノ購 買 ④

2.海 外進 出企業 の半導 体情 報入手 につ い て

(1)海 外で半導体情 報 が必要 な と きは どの よ うな とき です か 。○ を付 けて くだ さい(複

数 回答 可)。 その 他 につ い て は内容 を記述 して くだ さい。

機能 韓国 中 国 ・台 湾 ・香港 A～EAM東 南 アジア) その他 アジア

設計 ・開発

半導 体調達/購 買 ○ ○ ○

その他

(2)半 導 体情 報が必 要に なる頻度 は どの く らい あ ります か。

①1回!週 ②2回/週 ③1回/月 ④2回/月

⑤ その 他()【 ③1

以下の(3)、(4)の 質問 は海外で半導 体に 関す る情報 を必 要 と して い る会社の み ご回答願 い

ま す。

(3)現 在海外 で電子 デバ イス情 報 を必 要 と して い る拠点 で は どの よ うな経路 で情報 を入

手 され てい る の で す か。○ を付 けて くだ さい(複 数回答可)。

① 半導体 メ ー カーの 販売 代理店 に問 い合 わせ 、FAXや デ ー タブ ックで情 報 を取 り

寄せ る 。

② 現地の半導 体情報提供 サ ー ビス を利用 してい る。

(ア)社 内 ネ ッ トワ ー ク

(イ)CD-ROM(提 供会社 名)

(ウ)そ の他()

③ 日本の本社(親 会社)か らFAXや 郵便 で情 報 を取 り寄せ る。

④ その他()

,③ 、

(4)海 外 で入手 で きる電子 デバ イス情 報に 関 しま して 、問題 はあ り ません か。 又 、 どの

地域 で問題 が発生 して い ま す か。

問題点(

発獺(
)
)



-
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3、 海 外版 電子デバ イスの デ ー タベー スサ ービ スが提 供 され た場合 につ い て

(1)検 討に値 す る海 外諸 国は ど こです か。 下記の海 外地域番号 か らお 選び下 さい

① ぜ ひ導入 したい{】(旬 外番号:)

② 条件次第で は導入 したい 【○ 】(旬外番号:3)

③ 検討に値 しない 【}海 外番号:)

<海 外地域 番号>

1、韓国2.中 国、 台湾 、香港3.ASEAN(東 南 ア ジ ア)

4.そ の他 ア ジア5.そ の他

(2)デ ー タベ ー スサ ー ビス提供言語 は どの よ う なもの が妥 当 と お考 え で す か。○ を付

け て くだ さい(複 数回答可)

① 日本 語の み ② 英 語の み

③ 日本語 と英語 ④ その 他()【 ② 】

(3)提 供 デ ータ は どの よ うな レベ ル の 内容が よい と思 わ れ ます か 。

ま た情 報の範囲 は どの く らい が よい と思 われ ます か(複 数回答可)。

〈内容 〉

① 日本 で提供 され てい るEuSNETの 電子 デバ イス情 報 と同 レベル の 内容

② パ ソコ ンで イ メー ジ情 報が み れ るよ うな システ ム

③ その 他

()、 ②、
〈情報の 範囲 〉 ⑦⑦ に関 して も○ 印をつ け て くだ さい 。

① 地域(韓 国 、中国 ・台湾 ・香港 、ASEAN、 その 他 の ア ジ ア)に 閉 じた電 子 デバ イ

スの情報:⑦ 日本製品の情 報 ⑦ 外国製品の 情報

② 全世界で生産 されてい る電子 デバ イスの情 報

③ その 他

()ゆ ⑦⑦1

(4)ど の よ う なサ ー ビ ス形態 が望 ま しい と思 われ ます か

① 現地 セ ン ター を設 置 し、 オ ンラ イ ンで 参照 す る

② 日本 の セ ン ター に国際 回線 を通 じてア ク セ スす る

③CD-ROMな ど に よ り情 報 を一 定期間毎に 配布 す る

④.そ の 他()

(5)利 用 料 金 は ど れ く らい が 妥 当 だ と思 い ま す か 。

デ ー タ ベ ー ス 使 用 料 金(5,000円)

※ 現 在 、 日本 で のELISNETの 使 用 料 金 は 月額8,000円 で す 。

【② 】

(6)今 後EuSNETの 海 外展開 を計 画 して い ま す が 、現状のEUSNETの シ ステ ム を どの よ

うに改善 した型で 提供 して も らい た い です か。

()
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1.海 外進 出企業の 状況

(1)貴 社の業種 は何で すか(複 数回答可)下 記の 番号に○ 印 をつ け て下 さい 。

① 民生用電子機器 メーカ ー

③ 半導体 メー カー

⑤ 半導体商社

② 産業用電子機 器 メー カー

④ 電子部品 メ ーカ ー

{② 】

(2)貴 社 ま たは 貴事業部の主要製品は何 です か

(コ ン ピュー タ用CTRデ ィスプ レ イ)

(3)貴 社 の海 外拠点は 、 どの地域 に 、 どの くらい の 拠点 が あ り ます か。(合 併 会社 を含

み販売拠点 を除 く)。 また、 その 拠点 は、 どの よ うな機能 を果た して い ま す か。 そ

れぞ れ拠点数 を記 入 して下 さい。

韓国 中 国 ・台湾 ・香 港 ASEAN(東 南 ア ジ ア) その他 ア ジア

拠点数 1 1

機

能

開 発!設 計 1

製造 1 1

調達 ノ購買 1 1

(4)海 外進 出の 目的は何 で すか。 下記該 当す る番号 を そ れ ぞ れの 進出拠点毎 に 選ん で 書

い て下 さい。(複数回答可)

① 労働力の確保 ・利用 ② 現地市場の対応

③ 関連企業の 進出に随伴 ④ コス トダウ ン

⑤ 通商摩擦対策 ⑥ その他

韓国 中 国 ・台 湾 ・香 港 ASEAN(東 南 ア ジア) その 他ア ジア

機

能

開 発 ∫設 計 ②④

製造 ②④ ② ④

調達 ノ購 買 ②④ ② ④

2.海 外進出企業の半 導体情報 入手に つ い て

(1)海 外 で半 導体情報 が必要 な とき は どの よ う な と きで す か。○ を付 けて くだ さい(複

数回答可)。 そ の他 につ い て は 内容 を記 述 して くだ さい 。

機能 鰻国 中 国 ・台 湾 ・香 港 ASEAN(東 南 ア ジ ア} その他 ア ジア

設計 ・開 発

半導 体調達1購 買 ○ ○

その 他

(2}半 導体情報 が必要 に な る頻 度 は どの くらい あ りま す か。

①1回1週 ②2回/週 ③1回/月 ④2回/月

⑤ その 他(){①1

以下の(3)、(4)の 質問 は海外 で半導体 に関 す る情 報 を必要 と して い る会社 の み ご回答願 い

ま す。

(3)現 在海外 で電子 デバ イス情 報を必要 と して い る拠点 で は どの よ うな経路 で情報 を入

手 さ れて い るの で す か。○ を付 け て くだ さい(複 数回答可)。

① 半導体 メー カー の販 売代理店 に問い 合 わせ 、FAXや デ ー タ ブ ック で情報 を取 り

寄せ る。

② 現地の 半導体情報 提供サ ー ビ ス を利 用 してい る。

(ア)社 内ネ ッ トワー ク

③

④

(イ)CD・ROM

(ウ)そ の 他

(提供会社名

(

日本の 本社(親 会社)か らFA× や 郵便で情 報を取 り寄せ る。

その 他

(

)

)

),①,

(4)海 外 で入手 で き る電子 デバ イ ス情 報 に関 しま して 、問題 はあ り ません か。 又、 どの

地域 で問題 が発生 して い ま す か。

問題点(

発生地域(

)
)



-
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3.海 外版 電子デバ イスの デ ー タベ ー スサ ー ビ スが提 供 され た場合 に つい て

(1)検 討に値 する海外諸国 は どこで す か。 下記の海 外地域番号 か らお選 び下 さい

① ぜ ひ導入 したい 【1(海 外番号:)

② 条件次第で は導 入 した い{Ol(海 外番号:1,2,3)

③ 検 討に値 しない{](海 外番号:)

<海 外地域 番号>

1.韓 国2.中 国、台湾 、'香港3.ASEAN(東 南 ア ジア)

4.そ の 他 ア ジア5.そ の 他

(2)デ ータ ベ ー スサ ー ビ ス提供 言語 は どの よ う な もの が妥 当 とお考 えで す か。 ○ を付

けて くだ さい(複 数回答可)

① 日本語の み ② 英語の み

③ 日本語 と英 語 ④ そ の他(){③ 】

(3)提 供デ ー タは どの よ うな レベ ルの 内容が よい と思 わ れま す か。

また情報の 範囲は どの くらい がよ い と思 われ ま すか(複 数回答可)。

〈内容 〉

① 日本で 提供 され て いるEUSNETの 電子 デバ イ ス情報 と同 レベ ル の内容

② パ ソ コン で イメ ー ジ情報 がみ れ るよ うな シス テ ム

③ その 他

()【 ①】
〈情報の 範囲 〉 ⑦⑦ に関 して も○ 印 をつ けて くだ さい 。

① 地域(韓 国 、中国 ・台湾 ・香港 、ASEAN、 そ の他 の ア ジ ア)に 閉 じた 電子 デ バ イ

スの情報:⑦ 日本製品の情報 ⑦ 外国製品 の情報

② 全世界で生産 され てい る電子 デバ イスの 情報

③ その 他

()【 ①⑦]

(4)ど の よ う なサ ー ビ ス形態 が望 ま しい と思 われ ます か

① 現地 セ ン ター を設 置 し、 オ ンラ イ ンで 参照 する

② 日本の セン ター に国際回線 を通 じてア クセ ス す る

③CD・ROMな どに よ り情報 を一定期 間毎に配布 す る

④ その他()

(5)利 用 料 金 は ど れ く ら い が 妥 当 だ と思 い ま す か 。

デ ー タ ベ ー ス 使 用 料 金(5,000--10,000円/月 円)

※ 現 在 、 日本 で のELISNETの 使 用 料 金 は 月 額8,000円 で す 』

{③ 】

(6)今 後ELISNETの 海外展 開 を計画 して い ま すが 、現 状のELISNETの シス テ ム を ど の よ

うに 改善 した型 で提供 して も らい たい で す か。

()
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1.海 外進出企業の状況

(1)貴 社の 業種 は何で すか(複 数回答 可)下 記の 番号に○ 印 をつ けて 下 さい。

① 民生用電子機 器 メーカ ー ② 産業用電子機 器 メー カ ー

③ 半導体 メー カー ④ 電子 部品 メー カ ー

⑤ 半導体商社[② ③ ④ 】

(2)貴 社 また は貴事業部の主要製品は何 です か

(情 報処理 、通 信機器 およ び電子デバ イス製品 )

(3)貴 社の海 外拠点は 、 どの地域 に 、 どの く らい の 拠点 が あ り ま す か。(合 併会社 を含

み販売拠点 を除 く)。 ま た 、その拠点 は、 どの よ うな機能 を果 た して い ま す か。 そ

れ ぞ れ拠点数 を記入 して下 さい。

韓国 中 国 ・台湾 ・香 港 A～EAN(東 南 ア ジア) その 他ア ジア

拠点数 1 4 5 1(イ ン ド)

機

能

開 発1設 計 1 4

　 　

1

製造 1 4 4 1

調達'購 買 4 5

(4)海 外進 出の 目的は何 です か。 下記該 当す る番号 を そ れぞ れ の進 出拠点毎 に 選ん で 書

い て下 さい。(複数回答可)

① 労働力の確保 ・利用 ② 現地市場の対応

③ 関連企業の進 出に随伴 ④ コ ス トダ ウン

⑤ 通商摩擦対策 ⑥ その 他

韓国 中 国 ・台湾 ・香 港 ASEAM東 南 アジア) その他 ア ジア

機

能

開 発'設 計 ①② ④ ① ② ④ ① ② ④

製造 ① ②④ ① ② ④ ①② ④ ①② ④

明達1購 買 ① ② ④ ① ② ④

2.海 外進 出企業 の半導 体情 報入手 につ い て

(1)海 外で半導体情 報が 必要 な と きは どの よ うな とき です か 。○ を付 け て くだ さい(複

数 回答 可)。 その 他 につ い て は内容 を記述 して くだ さい。

機能 韓国 中 国 ・台 湾 ・香 港 A～EAN(東 南 ア ジア} その他 ア ジア

設 計 ・開発 ○ ○

半導体鯛 達1購 買 ○ ○

その他

(2)半 導体情報 が必 要に な る頻度 は どの く らい あ り ます か。

①1回/週 ②2回/週 ③1回/月 ④2回/月

⑤ その他(末 だ購買関係で直接半導体情報を必要とする機会は少ないが
、随時必要となる)陶

以下の(3)、(4)の 質問 は海 外で半 導体に 関す る情報 を必 要 と してい る会社の み ご回答願い

ます。

(3)現 在海 外で電子 デバ イ ス情 報 を必 要 と してい る拠 点で は どの よ うな経路 で情報 を入

手 され て い るの で す か。○ を付 け て くだ さい(複 数回答可)。

① 半導 体 メー カ ーの販 売代理店 に問 い合 わせ 、FAXや デ ー タ ブ ック で情 報 を取 り

寄 せ る。

② 現地 の半導 体情 報提供 サー ビス を利用 して い る。

(ア)社 内 ネ ッ トワ ー ク

③

④

(イ)CD-ROM

(ウ)そ の 他

(提供会社名

(

日本の 本社(親 会社)か らFAXや 郵便で情 報 を取 り寄 せ る。

その 他

(

)

)

),① ③1

(4)海 外 で入手 で きる電 子デ バ イ ス情報 に関 しま して 、問題 はあ り ません か。 又 、 どの

地域 で問題 が発生 してい ます か。

蹴(

発獺(
)
)
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3.海 外版電子デバ イスの デ ー タベ ース サ ー ビスが 提供 され た場合 につ い て

(1)検 討に 値す る海外諸国は どこ です か。 下記の海 外地域番号 か らお選び 下 さい

① ぜ ひ導 入 した い 【 】(

② 条件次第で は導入 したい 【○ 】(

③ 検討に値 しない[1(

<海 外地域 番号>

1.韓 国2.中 国 、台湾、香港

4.そ の他 ア ジア5.そ の他

海外番号:

旬外番号:3

旬外 番号:

3、ASEAN(東 南 ア ジ ア)

)

)

)

(2)デ ー タベ ー スサ ー ビス提供言語 は どの よ うな もの が妥 当 とお 考 え です か。○ を付

けて くだ さい(複 数回答可)

① 日本語の み ② 英語の み

③ 日本語 と英語 ④ その他(){③ 】

(3)提 供 デー タ は どの よ う な レベ ル の内容 がよ い と思 われ ます か。

また情報の 範囲 は どの くらい が よい と思 われ ま す か(複 数回答可)。

〈内容 〉

① 日本 で提供 されて い るELISNETの 電子 デ'バイス情 報 と同 レベ ル の 内容

② パ ソコ ンで イ メー ジ情報 がみ れ る よ うな シ ステ ム

③ その他

()【 ①】
〈情 報の範囲 〉 ⑦⑦に関 して も○ 印 をつ けて くだ さい 。

① 地 域(韓 国、 中国 ・台湾 ・香港 、ASEAN、 そ の 他の ア ジア)に 閉 じた 電子 デ バ イ

スの情 報:⑦ 日本 製品の 情報 ⑦ 外 国製品 の情 報

② 全世界 で生産 されて い る電子デバ イスの 情報

③ その他

()【 ②】

(4)ど の よ うなサ ー ビ ス形態 が望 ま しい と思 わ れま すか

① 現 地セ ン ター を設 置 し、 オ ンラ イ ンで 参照す る

② 日本 の セ ン ター に国際 回線 を通 じて アク セ スす る

③ ⊂D-ROMな ど によ り情 報 を一 定期間毎に 配布す る

④ その 他()

(5)利 用料金 は どれ く らい が 妥当だ と思 い ま すか。

デ ー タベ ー ス使用料 金(円)

※ 現在 、 日本 でのEUSNEＴ の 使用料金 は月額8,000円 です 。

【 】

(6)今 後EUSNETの 海 外展 開 を計 画 して い ます が 、 現状のELI～NETの シス テ ム をど の よ

うに改善 した型 で提 供 して も らい たい で す か。

()
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1.海 外進 出企業の 状況

(1)貴 社の業種 は何 です か(複 数回答可)下 記の 番号にO印 をつ け て下 さい 。

① 民生用電子機器 メー カー ② 産 業用電子機器 メ ーカ ー

③ 半導体 メーカ ー ④ 電子部品 メー カ ー

⑤ 半導体商社1① ② ④1

(2)貴 社 また は貴事業部の 主要 製品 は何で す か

(制 御機器、健康機器、 金融機関機器、公共 交通機関機器 、電子機器et()

(3)貴 社の 海外拠点 は、 どの 地域 に、 どの く らいの 拠点 が あ りま す か。(合 併会 社 を含

み販売拠点を除 く)。 また 、 その 拠点は 、 どの よ う な機能 を果 た してい ます か。 そ

れぞ れ拠点数 を記入 して下 さい 。

韓国 中 国 ・台 湾 ・香 港 ASEAN(東 南ア ジア) その他 アジア

拠点数 1 2+(1計 画 中) 2

機

能

　

開発 ノ設計

　

製造 1 2 2

調達1購 買 1 2 2

(4).海 外進出の 目的 は何で す か。下 記該当 する番 号 をそ れ ぞ れの 進 出拠点毎 に選 んで 書

い て下 さい。(複 数回答可)

① 労働力の確保 ・利用 ② 現地市場の対応

③ 関連企業の進出に随伴 ④ コス トダウ ン

⑤ 通商摩擦対策 ⑥ その他

韓国 中 国 ・台 湾 ・香 港 ASEAN(東 南 ア ジ ア} その他 アジア

機

能

開発/設 計

製造 ② ①②④ ①②④

調達 ∫購 買 ⑤ ④ ④

2.海 外進 出企業の半 導体情報入手 につ い て

(1)海 外で半導 体情報 が必要 な と きは どの よ う な と きで す か。○ を付け て くだ さい(複

数回答可)。 その 他 につ い て は 内容 を記述 して くだ さい 。

機能 韓国 中国 ・台湾 ・香港 A～EAM東 南ア ジア) その他 ア ジア

設計 ・開発

半導体調 達1購 買 ○

その他

(2)半 導体情 報 が必要 に な る頻度 は どの く らい あ りま すか。

①1回/週 ②2回!週 ③1回/月 ④2回/月

⑤ そ の他(製 品移 管計画時、現 地調達向上計画時){⑤1

以下の(3)、(4)の 質問 は海外 で半導体 に関す る情 報 を必要 と してい る会社の み ご回答願 い

ます 。

(3)現 在海外で 電子デ バ イ ス情報 を必要 と してい る拠 点 では どの よ うな経 路で情 報 を入

手 され てい るの です か。 ○ を付 け て くだ さい(複 数回答 可)。

① 半 導体 メー カ ーの 販売代理店 に問 い合 わ せ 、FAXや デ ー タ ブ ック で情報 を取 り

寄 せ る。

② 現 地の半 導体情報提供 サー ビス を利用 して い る。

(ア)社 内 ネ ッ トワ ー ク

③

④

(イ)CD-ROM

(ウ)そ の 地

名社会供提(

(

日本の 本社(親 会 社)か らFAXや 郵便 で情報 を取 り寄せ る。

そ の他

(

)

)

) 】

(4)海 外で 入手 で き る電子デ バ イ ス情報 に関 しま して 、問題 はあ りませ ん か。又 、 どの

地域 で問題 が発生 してい ま す か。

嚥(

発幽(
)
)
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3.海 外版電子 デバ イスの デ ー タベ ース サー ビスが提供 され た場合 につ い て

(1)検 討に値 する海外諸国 は どこで す か。 下記の海 外地域番号 か らお 選び下 さい

① ぜ ひ導入 したい 【](海 外 番号:)

② 条件次 弘で は導 入 したい 【○ 】(海外 番号:2)

③ 検討 に値 しない 【○ 】(海外 番号:1,3)

<海 外地域 番号>

1.韓 国2.中 国、 台湾 、香港3.ASEAN(東 南 ア ジア)

4.そ の 他 ア ジア5.そ の他

(2)デ ー タベ ー スサ ー ビス提供言語 は どの よ うな もの が妥 当 と お考 えで すか 。○ を付

けて くだ さい(複 数回答可)

① 日本語の み ② 英語 の み

③ 日本語 と英語 ④ その他()【 ③1

(3)提 供 デー タ は どの よ うな レベ ル の内容 がよ い と思 わ れ ます か。

ま た情報の 範囲 はどの く らい が よい と思 わ れ ます か(複 数回答可)。

〈内容〉

① 日本 で提供 されて い るELISNETの 電子 デバ イス情 報 と同 レベル の 内容

② パ ソコ ンで イ メー ジ情 報が み れ るよ うな システ ム

③ その他

(),① 、
〈情報の 範囲 〉 ⑦⑦ に関 して も○ 印 をつ け て くだ さい 。

① 地域(韓 国 、中国 ・台湾 ・香港 、A～EAN、 その 他 の ア ジ ア)に 閉 じた電 子 デバ イ

スの情報:⑦ 日本製品の情報 ⑦ 外国製品の 情報

② 全世界で生産 され てい る電子 デバ イ スの情 報

③ その 他

(),① ⑦,

(4)ど の よ う なサ ー ビ ス形態 が望 ま しい と思 われ ます か

① 現地 セ ン ター を設 置 し、 オ ンラ イ ンで参照 す る

② 日本の セ ン ター に国際 回線 を通 じてア ク セス す る

③CD-ROMな ど によ り情報 を一定期間 毎に配布 す る

④ その 他()

(5)利 用料 金は どれ く らい が妥 当だ と思 い ます か。

デ ー タベ ー ス使用料 金(円)

※ 現在 、 日本 でのEUSNETの 使用料 金は 月XH8,000円 です 。

【③ 】

(6)今 後ELISNETの 海 外展開 を計画 して い ま す が 、現状のELI～NETの シス テ ム を どの よ

うに改善 した型で 提供 して も らい た い です か。

()
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1 海外進 出企業の 状況

(1)貴 社の業種 は何 です か(複 数 回答可)下 記の 番号 に○ 印 をつ け て下 さい 。

① 民生用電子機器 メー カー ② 産業用電子機器 メー カ ー

③ 半導体 メーカ ー ④ 電子部品 メ ーカ ー

⑤ 半導体商社

(2}貴 社 また は貴事業部の 主要製品 は何で す か

(精 密電子機器(パ ソ コン周辺装置)、工作機械

{① ② 】

)

(3}貴 社の 海外拠点 は、 どの 地域 に、 どの く らいの 拠 点が あ り ます か。(合 併会 社 を含

み販売拠点 を除 く)。 また 、その 拠点 は、 どの よ う な機能 を果 た して い ます か 。 そ

れぞ れ拠点数 を記入 して下 さい 。

韓国 中国 ・台湾 ・香港 A～EAN(東 南 ア ジア} その他 アジア

拠点数 1 3

機

能

開発 ノ設計

製造 1 2

調達 ノ購買 1

(4)海 外進出の 目的は何 です か。 下記該 当す る番号 をそ れぞ れ の 進出拠点毎 に 選ん で書

い て下 さい。(複数回答 可)

① 労働 力の 確保 ・利用 ② 現地市場の対応

③ 関連企業の進 出に随伴 ④ コス トダウン

⑤ 通商摩擦対策 ⑥ その 他

韓国 中 国 ・台 湾 ・香港 ASEAN(東 南 ア ジ ア} その他 ア ジア

機

能

開 発'設 計

製造 ① ④ ①④

調達/購 買 ④

2.海 外進出企業の 半導体情 報入手 につ い て

(1}海 外 で半導体情 報が必 要 な と きは どの よ うな と きで す か。○ を付 け て くだ さい(複

数回答可)。 その他 に つ い て は内容 を記述 して くだ さい 。

機能 韓国 中 国 ・台 湾 ・香 港 A～EAM東 南 ア ジ ア) その他 ア ジア

設計 ・開 発

半連 休調達1購 買 ○ ○

その他

(2)半 導体情 報 が必要に なる頻 度は どの く らい あ ります か。

①1回/週 ②2回/週 ③1回/月 ④2回/月

⑤ その 他()【 ③1

以下の(3)、(4)の 質問 は海外 で半導体に 関す る情報 を必要 と してい る会社の み ご回答願 い

ます。

(3)現 在海 外で電子 デバ イス情 報 を必 要 と してい る拠 点で は どの よ うな経 路で情 報 を入

手 されて い るの で す カ㌔ ○ を付 け て くだ さい(複 数回答可)。

① 半導 体 メー カ ーの販 売代理店 に問い 合 わせ 、FAXや デ ー タ ブ ック で情報 を取 り

寄 せ る。

② 現地 の半導 体情報提供 サー ビス を利用 し ζい る。

(ア)社 内ネ ッ トワー ク

③

④

(イ)CD-ROM

(ウ)そ の 他

(提供会社名

(

日本の 本社(親 会社)か らFAXや 郵 便で情報 を取 り寄 せ る。

その他

(

)

)

){① ③1

(4)海 外 で入手 で きる電子 デバ イス情 報に 関 しま して 、問題は あ りま せん か。 又 、 どの

地域 で問題 が発生 して い ま すか 。

問題点(

発蹴(
)
)
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3.海 外版電子デバ イスの デ ー タベ ース サ ー ビスが 提供 され た場合 につ い て

(1)検 討 に値 す る海 外諸国は どこ です か。 下記の海 外地域番号 か らお選 び下 さい

① ぜ ひ導入 したい 【](海 外 番号:)

② 条件次第で は導入 したい 【○ 】(海外 番号:2)

③ 検討に値 しな い 【 】(海外 番号:)

<海 外地域 番号>

1.韓 国2.中 国 、台湾 、香港3.ASEAN(東 南 ア ジア)

4.そ の他 ア ジア5.そ の他

(2)デ ー タベ ー スサ ー ビ ス提供言語 は どの よ うな もの が妥 当 とお考 えで す か。○ を付

けて くだ さい(複 数回答可)

① 日本語の み ② 英語の み

③ 日本語 と英語 ④ その他()【 ③ 】

(3)提 供 デー タ は どの よ うな レベ ルの 内容 がよ い と思 わ れま す か。

また情報の 範囲は どの く らい が よい と思 われ ま す か(複 数回答可)。

〈内容 〉

① 日本で 提供 されて い るEUSNETの 電子 デバ イス情報 と同 レベ ル の 内容

② パソ コ ンで イ メー ジ情報 がみ れ る よ うな シ ステ ム

③ その他

()【 ②】
〈情 報の範囲 〉 ⑦⑦ に関 して も○ 印 をつ けて くだ さい 。

① 地 域(韓 国、中 国 ・台湾 ・香港 、ASEAN、 そ の他 の ア ジ ア)に 閉 じた 電子 デ バ イ

スの情 報:⑦ 日本 製品の 情報 ④ 外国 製品の情 報

② 全 世界 で生産 されて い る電子デバ イスの 情報

③ その他

()【 ①⑦】

(4)ど の よ うな サ ー ビス 形態が 望 ま しい と思 われ ます か

① 現地 セ ン ター を設置 し、 オン ラ イ ンで参照す る

② 日本の セ ン タ ーに 国際回線 を通 じて ア クセ スす る

③CD-ROMな どに よ り情報 を一定期間 毎に配布す る

④ そ の他()

(5)利 用料 金 は ど れ く ら い が 妥 当 だ と 思 い ま す か 。

デ ー タ ベ ー ス 使 用 料 金(5,000円)

※ 現 在 、 日本 で のEuSNETの 使 用 料 金 は 月額8,000円 で す 。

【①1

(6)今 後EUSNETの 海外展 開 を計画 して い ま す が 、現状 のEL|SNEＴ の シ ステ ム を どの よ

う に改善 した型 で提供 して も らい たい で すか 。

(・)
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1.海 外進 出企業の状 況

(1)貴 社の業種は何 です か(複 数回答可)下 記の番号 に○ 印 をつ けて 下 さい。

① 民生用電子機器 メー カー ② 産業用電子機器 メー カ ー

③ 半導体 メーカ ー ④ 電子部品 メー カ ー

⑤ 半導体商社 【①]

(2)貴 社 また は貴事業部の 主要 製品 は何で す か

(車 載用AV機 器、 カラ オケ)

(3)貴 社 の海外拠点 は 、 どの 地域 に 、 どの く らいの 拠点 が あ りま す か 。(合 併会 社 を含

み販売拠点を除 く)。 また 、 その 拠点 は、 どの よ う な機 能 を果 た してい ます か。 そ

れ ぞれ拠点数 を記入 して下 さい。

韓国 中国 ・台湾 ・香港 A～EAM東 南ア ジア) その他 アジア

拠点数 0 0 1 0

機

能

開 発1設 計 0 0 0 0

製造 0 0 1 0

調達1購 買 0 0 1 0

(4)海 外進 出の 目的は何 です か。 下記該当 す る番号 を それ ぞ れ の進 出拠点毎 に選 ん で書

い て下 さい。(複数回答可)

① 労働 力の 確保 ・利用 ② 現 地市場 の対応

③ 開運 企業の 進出に随伴 ④ コ ス トダ ウン

⑤ 通商摩擦対策 ⑥ その 他

韓国 中国 ・台湾 ・香港 A～EAM東 南 アジア} その他 ア ジア

機

能

開発 ノ設 計

製造 ① ④

調達 ∫購買 ④

2.海 外進 出企業 の半導体情 報入手に つ い て

(1)海 外で半導体情 報が必要 な とき は どの よ う な と きで す か。○ を付 け て く だ さい(複

数 回答 可)。 その 他に つ い て は内容 を記述 して くだ さい 。

機能 韓国 中 国 ・台 湾 ・香 港 ASEAN(東 南 ア ジ ア) その他 アジア

設 計 ・開発

半導体調 達/購 買 ○

その他

(2)半 導体情報 が必要 にな る頻度 は どの く らい あ りま すか 。

①1回/週 ②2回/週 ③1回/月 ④2回/月

⑤ そ の他()1⑤]

以下の(3)、(4)の 質問 は海 外で半導体 に関 する情 報 を必要 と してい る会 社の み ご回答願 い

ます 。

(3)現 在海外で 電子デ バ イ ス情報 を必要 と してい る拠点 では どの よ う な経 路 で情 報 を入

手 され てい るの で す か。○ を付 けて くだ さい(複 数回答 可)。

① 半導体 メ ーカ ーの 販売代理店 に 問い合 わ せ 、FAXや デ ー タ ブ ックで情 報 を取 り

寄せ る。

② 現地の 半導体情報提供 サ ー ビス を利用 して い る。

(ア)社 内ネ ッ トワ ー ク

③

④

(イ)CD-ROM

(ウ)そ の 他

(提供 会社名

(

日本の 本社(親 会社)か らFAXや 郵便 で情報 を取 り寄 せ る。

その他

(

)

)

)、 ①③,

(4)海 外で 入手 で き る電子 デバ イス情 報に 関 しま して 、問題 はあ りま せん か。 又 、 どの

地域 で問題 が発生 して い ま すか 。

問題点(

発生土也域(

)
)
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3.海 外版電 子デバ イ スの デ ータベ ー ス サ ー ビスが提供 され た場合 につ い て

(1)検 討に値 する海外諸国 は どこ です か。 下記の海 外地域番号 か らお選 び下 さい

① ぜ ひ導入 したい[1(

② 条件次第で は導入 したい{○ 】(

③ 検討 に値 しない[】(

<海 外地域番号>

1、韓国2.中 国、 台湾 、香港

4.そ の他 ア ジア5.そ の他

毎外番号.

毎外番号2,3

旬外番号

3.ASEAN(東 南 ア ジ ア)

)

)

)

(2)デ ー タベ ー ス サ ー ビス提供言語 は どの よ うな もの が妥 当 と お考 え で すか 。○ を 付

け て くだ さい(複 数回答 可)

① 日本語の み ② 英 語の み

③ 日本 語 と英語 ④ そ の他()【 ① ③ 】

(3):提 供 デ ー タは どの よ うな レベル の 内容が よい と思 わ れ ます か 。

ま た情報の範 囲は どの く らい がよ い と思 われ ます か(複 数回答 可)。

〈内容 〉

① 日本 で提供 され てい るELISNETの 電子 デバ イ ス情報 と同 レベ ル の内容

② パ ソ コン でイ メー ジ情報 がみ れ るよ うな シス テ ム

③ その 他

()、 ①、
〈情 報の範囲 〉 ⑦⑦ に関 して も○ 印 をつ け て くだ さい。

① 地域(韓 国、中 国 ・台湾 ・香港 、ASEAN、 その 他の ア ジア)に 閉 じ た電子 デ バ イ

スの情 報:⑦ 日本製品の 情報 ④ 外 国製品 の情 報

② 全世界 で生産 されて い る電子デバ イスの 情報

③ その他

()、 ②,

(4)ど の よ う なサ ー ビス形 態が 望 ま しい と思 われ ます か

① 現地 セ ン ター を設置 し、オ ン ラ イ ンで参照 す る

② 日本の セ ン ター に国際回線 を通 じてア ク セス す る

③CD-ROMな どに よ り情報 を一定期 間毎に配布 す る

④ その他()

(5)利 用 料 金 は ど れ く らい が 妥 当 だ と思 い ま す か 。

デ ー タ ベ ー ス 使 用 料 金(5,000円)

※ 現 在 、 日本 で のEuSNETの 使 用 料 金 は 月額8,000円 で す 。

【① 】

(6)今 後ELISNETの 海 外展開 を計 画 して い ま す が 、現状のEUSNETの シス テ ム を どの よ

うに改善 した型で 提供 して も らい た い です か。

(メ ニ ュー の改善 を望 む 、DSP、ADC、DA⊂ な ど、従 来の 区分に ない タ イプの には検索 しに くい)
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1.海 外進出企業の状況

(1}貴 社の 業種 は何で す か(複 数回答可)下 記の 番号 に○ 印 をつ けて 下 さい。

① 民生用電子機器 メーカ ー ② 産業用 電子 機器 メー カ ー

③ 半導体 メー カー ④ 電子部品 メー カー

⑤ 半導体商社 【①② ④ 】

(2)貴 社 ま た は 貴 事 業 部 の 主 要 製 品 は何 で す か

(磁気 ヘ ッ ド、 ス イ ッチ ン グ電 源 、 イ ン ダ ク タ 、 ハ イ ブ リ ッ ドIC、 イ ン バ ー タ 他}

(3)貴 社 の海外拠 点は 、 どの地域 に 、 どの く らい の 拠点 が あ り ま す か。(合 併 会社 を含

み販売拠点 を除 く)。 また、 その 拠点 は、 どの よ うな機能 を果た して い ま す か。 そ

れ ぞれ拠点数 を記 入 して下 さい。

韓国 中国 ・台湾 ・香港 ASEAN(東 南 ア ジア) その他 ア ジア

眠 数 0 3 15 0

機

能

開 発/設 計 0 1 2 0

製造 0 3 15 0

調 達'購 買 0 0 2 0

(4)海 外進出の 目的は何 です か。 下記該当 す る番号 を そ れぞ れ の進 出拠点毎 に選 ん で書

い て下 さい。(複数回答可)

① 労働 力の 確保 ・利用 ② 現地市場の 対応

③ 関連企業の進 出に随 伴 ④ コ ス トダ ウン

⑤ 通商摩擦対策 ⑥ その 他

韓国 中 国 ・台湾 ・香港 ASEAN(東 南 ア ジ ア} その他 ア ジア

機

能

開 発'設 計 ⑤ ⑥

製造 ①② ④ ①② ④

調達/購 買 ④

2.海 外進 出企業の 半導 体情 報入手 につ い て

(1)海 外で半導 体情 報が必 要 な と きは どの よ うな ときで す か。○ を付 け て くだ さい(複

数 回答可)。 その 他 につ い て は内容 を記述 して くだ さい。

機能 口回 中 国 ・台 湾 ・香港 AsEAN(東 南 ア ジ ア) その他 ア ジア

設 計 ・開発

半導体調達/購 買 ○

その他 設計 支援 ・解析

(2)半 導体情報 が必要 に な る頻度 は どの くらい あ り ます か。

①1回/週 ②2回/週 ③1回/月 ④2回/月

⑤ その 他() [①1

以 下の(3)、(4)の 質 問は海外 で半導体 に関 す る情 報 を必要 と して い る会社の み ご回答願 い

ま す。

(3)現 在海外 で電子 デバ イス情報 を必要 と して い る拠点 で は どの よ う な経路 で情報 を 入

手 され て い るの で す か。○ を付 けて くだ さい(複 数回答可)。

① 半導体 メー カー の販売代理店 に問 い合 わ せ 、FAXや デ ー タブ ックで情 報 を取 り

寄せ る。

② 現地の 半導体情報 提供サ ー ビ ス を利用 してい る。

(ア)社 内ネ ッ トワー ク

③

④

(イ)CD・ROM

(ウ)そ の 他

(提供会 社名

(

日本の 本社(親 会社)か らFAXや 郵便 で情報 を取 り寄 せ る。

その 他

(

)

)

)【①③④】

(4)海 外 で入手 で き る電子 デバ イス情報 に関 しま して 、問題は あ りま せん か。 又、 どの

地域 で問題 が発生 して い ま すか 。

問題点 惨 霊 魂:耀 囑;5本 と異り仕様書)

発生地域()
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3.海 外版電子 テバ イス の デー タベ ー スサ ー ビス が提供 された場 合に つ い て

(1)検 討に値す る海外諸国 はど こで す か。下記の 海外地域 番号か らお選 び下 さい

① ぜ ひ導入 したい 【1海 外番号:)

② 条件次第 では導入 した い 【○ 】権 外番号:2,3,4)

③ 検討 に値 しない1】(毎 外番号1)

<海 外地域番号>

1.韓 国2.中 国、台湾、香 港3.ASEAN(東 南ア ジア)

4.そ の 他ア ジア5.そ の 他

(2)デ ー タベ ース サ ー ビス 提供言語 は どの よ う な もの が 妥当 とお考 え で す か。○ を付

けて くだ さい(複 数回答可)

① 日本語の み ② 英語の み

③ 日本語 と英語 ④ その他()【 ③ 】

(3)提 供 デー タは どの よ うな レベ ルの 内容が よ い と思 われ ま す か。

また情報の 範囲は どの く らい が よい と思 われ ま すか(複 数回答 可)。

〈内容 〉

① 日本で 提供 されて い るELISNETの 電子 デバ イス情報 と同 レベ ル の 内容

② パ ソ コン で イ メー ジ情 報が みれ る よ うな シ ステ ム

③ その他

()【 ②,
〈情 報の範 囲〉 ○⑦ に 関 して も○ 印 をつ け て くだ さい。

① 地域(韓 国 、中国 ・台湾 ・香港 、ASEAN、 その 他の ア ジア)に 閉 じた電子 デ バ イ

スの 情報:⑦ 日本製品の情報 ⑦ 外国製品の情 報

② 全 世界 で生産 され てい る電子デ バ イ スの情報

③ その 他

(){① ⑦⑦。】

(4)ど の よ うな サ ー ビス形態 が望 ま しい と思 わ れま すか

① 現地セ ン タ ー を設置 し、 オ ン ラ インで 参照す る

② 日本の セ ン タ ーに 国際 回線 を通 じて ア クセ スす る

③CD・ROMな どに よ り情 報 を一定期間毎に 配布す る

④ そ の他()

(5)利 用料 金は どれ く らい が妥当 だ と思い ます か 。

デー タベ ー ス使用料金(日 本程度 円)

※ 現 在、 日本 でのELISNETの 使用料 金は 月額8,000円 で す。

【③1

(6)今 後EUSNETの 海外展 開 を計画 して い ま す が 、現状 のELISNETの シ ステ ム を どの よ

うに 改善 した型 で提供 して も らい たい で す か。

(社 内・・テムへの同期化を目・・見… の・・の面・・の一 ・欲・い)
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1 海 外進出企業の 状況

(1)貴 社の業種 は伺で す か(複 数回答可)下 記の番 号に○ 印 をつ け て下 さい 。

① 民生用電子機器 メーカ ー ② 産業用電子機器 メー カー

③ 半導体 メー カー ④ 電子 部品 メー カー

⑤ 半導体商社

(2)貴 社また は貴事業部の主要製品 は何 です か

(電 力量計 ブレー カ ー)

【② 】

(3)貴 社の海 外拠 点 は、 どの 地域に 、 どの く らい の 拠点 があ り ま す か。(合 併 会社 を含

み販売拠点 を除 く)。 また 、その 拠点は 、 どの よ うな機能 を果 た して い ま す か。 そ

れ ぞれ拠点数 を記入 して下 さい 。

韓国 中 国 ・台 湾 ・香 港 ASEAN(東 南 ア ジ ア) その他 ア ジア

、拠点数 1 1

機

能

開発1設 計

　 　

製造 1 1

調達 ∫購買

(4)海 外進出の 目的 は何 で す か。下 記該当す る番号 をそ れ ぞれ の進 出拠点 毎に 選ん で 書

い て下 さい。(複数回答可)

① 労働 力の確保 ・利用 ② 現地市場の対応

③ 関連企業の進出に随伴 ④ コス トダウ ン

⑤ 通商摩 擦対策 ⑥ その他

韓国 中国 ・台湾 ・香港 ASEAM東 南 アジア) その 他ア ジア

機

能

開発 ノ設計

製造 ① ④ ① ④

調達!購 買

2.海 外進 出企業の半 導体情 報入手 につ い て

(1)海 外で 半導体情報 が必要 な と きは どの よ うな とき です か。○ を付け て くだ さい(複

数回答可)。 その他 に つい て は 内容 を記述 して くだ さい 。

機能 韓国 中国 ・台湾 ・香港 A～EAN(東 南 ア ジア) その他 アジア

設計 ・開発

半導 体調達 ノ購 買 ○ ○

その他

(2)半 導体情報 が必要 に な る頻度 は どの く らい あ りま すか 。

①1回/週 ②2回/週 ③1回/月 ④2回1月

⑤ その他(){③1

以下 の(3)、(4)の 質 問は海 外で半導体 に関 す る情 報 を必 要 と して い る会社の み ご回答願 い

ま す。

(3)現 在海外 で電子 デバ イス情報 を必要 と して い る拠点 で は どの よ う な経路 で情 報 を 入

手 され てい るの で す か。○ を付 けて くだ さい(複 数回答可)。

① 半導体 メー カ ーの 販売代理店 に 問い合 わ せ 、FAXや デ ー タ ブ ックで情 報 を取 り

寄 せ る。

② 現地 の半導体情 報提供サ ー ビス を利用 してい る。

(ア)社 内ネ ッ トワー ク

③

④

(イ)CD-ROM

(ウ)そ の 他

(提供会社名

(

日本 の本社(親 会社)か らFAXや 郵 便で情報 を取 り寄 せ る。

その他

(

)

)

【) 】

(4)海 外 で 入手 で き る電子 デ バ イ ス情 報に 関 しま して 、問題 はあ りま せ んか 。又 、 どの

地域 で問題 が発生 して い ま す か。

蹴(

発生地域(
)
)
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3.海 外版電子 デバ イ スの デー タベ ー スサ ー ビ スが提供 された 場合に つ い て

(1)検 討 に値す る海外諸国は ど こで すか 。下記の 海外地域 番号か らお選び 下 さい

① ぜひ導 入 した い[】 領 外番号:)

② 条件次第 では導 入 した い[○ 】(旬外番号=3)

③ 検討 に値 しない 【 】(海外番号:)

<海 外地域番号>

1.韓 国2.中 国、台湾、香港3.ASEAN(東 南 ア ジア)

4.そ の他 ア ジア5.そ の 他

(2)デ ー タベ ース サ ー ビ ス提供 言語 は どの よ う な もの が 妥当 とお考 えで す か。○ を付

けて くだ さい(複 数回答可)

① 日本語の み ② 英語の み

③ 日本語 と英 語 ④ その他()【 ③1

(3)提 供デ ー タは どの よ うな レベ ルの 内容が よい と思 われ ま す か。

また情報の 範囲は どの く らい がよ い と思 われ ます か(複 数 回答 可)。

〈内容 〉

① 日本 で提供 されてい るEuSNETの 電子デ バ イス情報 と同 レベ ル の内容

② パ ソ コ ンで イ メー ジ情報 がみ れ る よ うな シ ステ ム

③ その他

()【 、
〈情 報の 範囲 〉 ⑦◎ に関 して も○ 印 をつ けて くだ さい。

① 地域(韓 国、 中国 ・台湾 ・香港 、ASEAN、 そ の 他の ア ジア)に 閉 じた 電子 デ バ イ

スの 情報:⑦ 日本 製品の情報 ⑦ 外 国製品の情 報

② 全世界で生産 され てい る電子デ バ イス の情報

③ その 他

()【 ①⑦】

(4)ど の よ うなサ ー ビス形態 が望 ま しい と思 わ れ ますか

① 現 地セ ン タ ー を設置 し、 オ ン ラ イン で参照す る

② 日本の セ ン タ ーに 国際 回線 を通 じて ア クセ スす る

③<D-ROMな どに よ り情 報 を一定期間毎 に配布す る

④ その 他()

(5)利 用料 金は どれ く らい が妥当 だ と思い ま す か。

デ ー タベ ース 使用料 金(円)

※ 現 在、 日本 で のELISNETの 使用料 金は 月額8,000円 で す。

【 1

(6)今 後EUSNETの 海外展 開 を計画 して い ま す が 、現状 のEUSNETの シ ステ ム を どの よ

うに 改善 した型 で提供 して も らい たい で すか。

()
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1、 海外進出企業の状況

(1)貴 社の 業種 は何で すか(複 数回答可)下 記の 番号 に○ 印 をつ け て下 さい 。

① 民生用電子機器 メー カ ー ② 産業用電子機器 メ ーカ ー

③ 半導体 メー カー ④ 電子部品 メ ーカ ー

⑤ 半導体商社{① ② 】

(2)貴 社 また は貴事業部の 主要製品 は何で す か

(空 調機(エ ア コ ン))

(3)貴 社の 海外拠点 は、 どの 地域 に、 どの く らいの 拠点 が あ りま す か 。(合併 会社 を含

み 販売拠点 を除 く)。 また 、その 拠点は 、 どの よ うな機 能 を果 た して い ま す か。 そ

れぞ れ拠 点数 を記入 して下 さい。

韓国 中 国 ・台 湾 ・香 港 A～EAN(東 南 ア ジア) その他 ア ジア

拠点数 1

機

能

開発1設 計

　　 　　 　

製造 1

調 達/購 買 1

(4)海 外進 出の 目的は何 です か。 下記該当 す る番号 を それ ぞ れの 進 出拠点毎 に選 ん で書

い て下 さい 。(複数回答 可)

① 労働力の 確保 ・利用 ② 現地市場の 対応

③ 関連企業の進 出に随伴 ④ コ ス トダ ウン

⑤ 通商摩擦対策 ⑥ その他

韓国 中 国 ・台 湾 ・香 港 ASEAN(東 南 ア ジ ア} その他 アジア

機

能

開発1設 計

製造 ④

調達 ノ購 買 ④

2.海 外進出企業の 半漠体情報 入手に つ い て

(1)海 外 で半 導体情報 が必要 な と き は どの よ う な と きで す か。○ を付 け て くだ さい(複

数回答可)。 そ の他 につ い て は 内容 を記述 して くだ さい 。

機能 韓国 中 国 ・台 湾 ・香 港 A～EAM東 南ア ジア) その他 ア ジア

設計 ・開 発

半導体調 達'購 買 ○

その他

(2)半 導体情報 が必要 に な る頻度 は どの くらい あ り ます か。

①1回/週 ②2回/週 ③1回!月 ④2回/月

⑤ その 他(){① 】

以 下の(3)、(4)の 質問 は海 外で半導 体に関 す る情 報 を必要 と して い る会社の み ご回答願 い

ま す。

(3)現 在海外 で電子 デバ イス情報 を必要 と して い る拠点 で は どの よ うな経路 で情報 を入

手 され てい るの で すか 。○ を付 けて くだ さい(複 数回答 可)。

① 半導体 メー カーの 販売代理店 に問 い合 わ せ 、FAXや デー タブ ックで情 報 を取 り

寄せ る。

② 現地の 半導体情報提供 サ ー ビス を利用 して い る。

(ア)社 内ネ ッ トワ ー ク

③

④

(イ)CD・ROM

(ウ)そ の 他

(提供会社 名

(

日本の 本社(親 会社)か らFAXや 郵便 で情 報 を取 り寄せ る。

その他

(

)

)

),① ③、

(4)海 外で 入手 で き る電子デ バ イ ス情報 に関 しま して 、問題 はあ り ませ ん か。又 、 どの

地域 で問題 が発生 してい ま す か。

蹴(

発生地域(

?

・ )
)
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3.海 外版電子デバ イスの デ ー タベ ース サ ー ビス が提供 され た 場合 に つ いて

(1)検 討 に値す る海外諸 国は どこ です か。 下記の 海外地域番号 か らお選び 下 さい

① ぜひ導 入 した い 【1(旬 外番号:)

② 条件次第 では導入 したい{○ 】(旬外番号:3)

③ 検討に値 しない{1海 外番号:)

<海 外地域番号>

1.韓 国2.中 国 、台湾 、香港3.ASEAN(東 南 ア ジア)

4.そ の他 ア ジア5.そ の他

(2)デ ー タベ ース サ ー ビス提供言語 は どの よ うな もの が妥 当 と お考 え です か。○ を付

け て くだ さい(複 数回答 可)

① 日本語 の み ② 英語 の み

③ 日本語 と英語 ④ その 他()【 ③ 】

(3)提 供 デ ー タは どの よ うな レベル の内容 が よい と思 わ れ ます か。

ま た情 報の範囲 は どの く らい が よい と思 わ れま す か(複 数回答可)。

〈内容 〉

① 日本で提供 されて い るELISNETの 電子 デ バ イ ス情 報 と同 レベ ルの 内容

② パ ソコ ンで イメー ジ情 報が み れる よ う な システ ム

③ その他

(),①,
〈情報の 範囲 〉 ⑦⑦ に関 して も○ 印 をつ け て くだ さい 。

① 地域(韓 国、 中国 ・台湾 ・香港、ASEAN、 その 他 の ア ジ ア)に 閉 じた電子 デ バ イ

スの情報:⑦ 日本製品の情報 ⑦ 外国製品の 情報

② 全世界で生産 され てい る電子デ バ イ スの情 報

③ その他

(),①,

(4)ど の よ うなサ ー ビス形態 が望 ま しい と思 わ れます か

① 現 地セ ン タ ー を設 置 し、 オ ン ライ ンで 参照 す る

② 日本 の セ ン ター に国際 回線 を通 じてア ク セス す る

③CD・ROMな ど によ り情 報 を一定 期間 毎に配布 する

④ その 他()

(5)利 用料金 は どれ く らい が 妥当だ と思 い ます か。

デ ー タベ ー ス使用料 金(日 本 と同額 円}

※ 現在 、 日本 でのELISNEＴ の 使用料金 は月額8,000円 です。

{① ②1

(6)今 後EuSNETの 海 外展開 を計 画 して い ます が 、現状のEuSNETの シス テ ム をど の よ

うに改善 した型で 提供 して も らい た い です か。

()
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1.海 外進 出企業の 状況

(1)貴 社の業}逢は何で すか(複 数回答可)下 記の番 号に○ 印 をつ け て下 さい 。

① 民生用電 子民器 メー カー ② 産業用電子機器 メ ーカ ー

③ 半導体 メーカ ー ④ 電子部品 メー カ ー

⑤ 半道体商 社{①1

(2)貴 社 または 貴事業部の 主要 製品 は何で す か

(Audio)

(3)貴 社の 海外拠点 は、 どの 地域に 、 どの く らいの 拠点 が あ り ま す か。(合 併 会社 を含

み販 売拠点 を除 く)。 また 、その 拠点は 、 どの よ うな機 能 を果 た して い ま'すか。 そ

れぞ れ拠点数 を記入 して 下 さい 。

韓国 中 国 ・台 湾 ・香 港 A～EAN(東 南 ア ジア} その他 ア ジア

拠点数
.

1

機

能

開発 ノ設計

　 　 　 　 　

1

　 　

製造 1

調達!購 買 1

(4)海 外進 出の 目的は何 です か。 下記該当 す る番号 を それ ぞ れ の進 出拠点毎 に選 ん で書

いて 下 さい 。(複数回答 可}

① 労働 力の 確保 ・利用 ② 現地市場の 対応

③ 開運企業の進 出に随伴 ④ コ ス トダ ウン

⑤ 通商摩擦対策 ⑥ その 他

韓国 中 国 ・台 湾 ・香 港 AsEAN(東 南 ア ジ ア) その他 アジア

機

能

開発 ノ設計

製造 ② ④ ⑤

鯛達1購 買 ④

2.海 外進 出企業の半導 体情 報入手に つ い て

(1)海 外で半導 体情 報 が必 要 な と きは どの よ うな ときで す か。○ を付 け て くだ さい(複

数回答可)。 その 他 につ い て は内容 を記述 して くだ さい。

機能 韓国 中 国 ・台 湾 ・香 港 A～EAM東 南 アジア} その他 アジア

設 計 ・開発

半導体調達 ∫購買 ○ ○

その 他

(2)半 導体情報 が必要 に な る頻 度 は どの く らい あ り ます か。

①1回/週 ②2回/週 ③1回/月 ④2回/月

⑤ その 他()【 ①1

以 下の(3)、(4)の 質 問は海外 で半導体 に関 す る情 報 を必要 と してい る会社の み ご回答願 い

ま す。

(3)現 在海外 で電子 デバ イス情報 を必要 と してい る拠点で は どの よ うな経路 で情 報 を入

手 され てい る の です か。 ○ を付け て くだ さい(複 数回答可)。

① 半導体 メ ーカ ーの 販売代理店 に問 い合 わ せ 、FAXや デ ー タ ブ ック で情報 を取 り

寄せ る。

② 現 地の 半導体情報提供 サ ー ビス を利用 して い る。

(ア)社 内ネ ッ トワ ー ク

③

④

(イ)⊂D-ROM

(ウ)そ の 他

名社会供提(

(

日本の 本社(親 会社)か らFA× や 郵便 で情 報 を取 り寄せ る。

その他

(

)

)

)、 ①③,

(4)海 外で 入手 で き る電子デ バ イ ス情 報に 関 しま して 、問題 はあ りません か 。又 、 どの

地域 で 問題 が発生 してい ま す か。

問題点(

発蹴(
)
)



二

〇
⑩

-

3.海 外版電子デ バ イスの デ ー タベ ース サ ー ビス が提供 され た場合 につ い て

(1)検 討 に値 す る海外諸 国は どこ です か。 下記の海 外地域番号 か らお 選び下 さい

① ぜひ導入 した い{1(海 外番号:)

② 条件次第で は導入 したい{○ 】(海外番号:3,2)

③ 検討に値 しない1](毎 外番号:)

<海 外地域番号>

1.韓 国2.中 国、 台湾 、香港3.ASEAN(東 南 ア ジ ア)

4.そ の他 ア ジア5.そ の他

(2)デ ー.タベ ー ス サ ー ビス提供言 語は どの よ うな もの が妥 当 とお 考 えで す か 。○ を付

け て くだ さい(複 数回答可)

① 日本 語の み ② 英 語の み

③ 日本 語 と英語 ④ その他()【 ② 】

(3)提 供デ ー タは どの よ うな レベ ル の内 容が よい と思 わ れ ます か。

ま た情 報の範囲 は どの く らい が よい と思 われ ます か(複 数回答可)。

〈内容 〉

① 日本 で提供 され てい るELISNETの 電子 デバ イス情 報 と同 レベル の 内容

② パ ソ コンで イ メー ジ情報が み れ るよ うな システ ム

③ その 他

()、 ①,
〈情報の 範囲 〉 ⑦⑦ に関 して も○ 印 をつ け て くだ さい。

① 地域(韓 国 、中国 ・台湾 ・香港 、A～EAN、 その 他 の ア ジ ア)に 閉 じた電子 デバ イ

スの情報:⑦ 日本製品の情報 ⑦ 外国製品の 情報

② 全世界で生産 され てい る電子 デバ イ スの情 報

③ その 他

(ご 】

(4)ど の よ う なサ ー ビ ス形態 が望 ま しい と思 われ ます か

① 現地 セ ン ター を設 置 し、 オ ンラ イン で 参照 する

② 日本の セン ター に国際 回線 を通 じて ア クセ ス する

③CD-ROMな どに よ り情報 を一定期間 毎に配布す る

④ その 他()

(5)利 用料金 は どれ く らい が妥 当だ と思 い ます か。

デ ー タベ ー ス使用料 金(日 本並み 円)

※ 現在 、 日本 でのEUSNETの 使用料金 は月額8,000円 です。

【① ②1

(6)今 後ELISNETの 海 外展開 を計 画 して い ま すが 、現 状のEU～NETの シス テ ム を ど の よ

うに改善 した型 で提供 して も らい たい で す か。

()
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1.海 外進 出企業の 状況

(1)貴 社の業種 は何 です か(複 数回答可)下 記の番号 に○ 印 をつ けて 下 さい。

① 民生用電子機器 メーカ ー ② 産 業用電子機器 メー カ ー

③ 半導 体メ ーカー ④ 電 子部品 メー カー

⑤ 半導 体商社[①]

(2)貴 社ま たは貴事業部の主要製品は何 です か

(AV商 品(オ ーデ ィオ))

(3)貴 社の海 外拠点 は、 どの地域 に 、 どの く らい の 拠点 があ り ま す か。(合 併 会社 を含

み販売拠点 を除 く)。 ま た、 その拠点 は、 どの よ うな機能 を果 た して い ま す か。 そ

れ ぞれ拠点数 を記入 して下 さい。

韓国 中 国 ・台 湾 ・香 港 ASEAN(東 南 ア ジ ア) その他 アジア

拠点数
.

　 　

1 1

機

能

開発 ノ設計 1 1

製造 '1 1

調達 ノ購買 1

(4)海 外進出の 目的 は何で す か。下 記該当す る番号 をそ れ ぞれ の 進出拠点 毎 に選ん で 書

い て下 さい。(複数回答可)

① 労働力の確保 ・利用 ② 現地市場の対応

③ 関連企業の進出に随伴 ④ コス トダウ ン

⑤ 通商摩 擦対策 ⑥ その他

韓国 中国 ・台湾 ・香港 ASEAM東 南 アジア) その他 ア ジア

機

能

開 発'設 計 ② ②

製造 ①④ ① ④

調達/購 買 ④

2.海 外進 出企 業の半導 体情 報入手 につ い て

(1)海 外で半導体情 報が 必要 な と きは どの よ うな と きで す か。○ を付 け て くだ さい(複

数 回答 可)。 その 他に つ い て は内容 を記述 して くだ さい。

機能 韓国 中 国 ・台 湾 ・香 港 ASEAN(東 南 ア ジ ア) その他 アジア

設 計 ・開発 ○ ○

半導1綱 連騰 買 ○ ○

その他

(2)半 導体情報 が必要 に な る頻度 は どの く らい あ りま すか。

①1回/週 ②2回!週 ③1回/月 ④2回/月

⑤ そ の他()【 ③ 】

以下の(3)、(4)の 質問 は海外で半 導体に 関す る情報 を必要 と してい る会社の み ご回答願 い

ます。

(3)現 在海 外で電 子デバ イス情 報 を必要 と してい る拠点 で は どの よ うな経路 で情 報 を入

手 されて い るの で す か。○ を付 けて くだ さい(複 数回答可)。

① 半導 体 メー カ ーの販 売代理店 に問い 合 わせ 、FAXや デ ー タ ブ ック で情 報 を取 り

寄 せ る。

② 現地 の半導 体情 報提供サ ー ビ ス を利用 して い る。

(ア)社 内 ネ ッ トワー ク

③

④

(イ)(D-ROM

(ウ)そ の 他

(提供会社名

(

日本 の本社(親 会社)か らFAXや 郵 便で情報 を取 り寄せ る。

その他

(

)

)

)【 ①③】

(4)海 外で 入手で きる電子 デバ イス情 報に関 しま して 、問題は あ りませ ん か。 又 、 どの

地域で 問題 が発生 して い ます か。

瓢(

発生地域(

情 報 が詳細で ない。(海 外商社経由の 為)

東南ア ジア頻度 は小 さい

)
)
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3.海 外版電子 デバ イ スの デー タベ ー スサ ー ビ スが提供 され た場合 につ い て

(1)検 討に値 する海外諸国 は どこで す か。下 記の海 外地域番号 か らお選 び下 さい

① ぜ ひ導入 したい{1(

② 条件次第 で は導 入 したい 【○](

③ 検 討に値 しない 【](

<海 外地域番号>

1.韓 国2.中 国、台湾 、香港

4.そ の他ア ジア5.そ の他

毎外番 号:

旬外番号:3,2

毎外番号:

3.ASEAN(東 南 ア ジ ア)

)

)

)

(2)デ ニ タベ ー スサ ー ビ ス提供言語 は どの よ うな もの が妥 当 とお 考 えで す か 。○ を付

け て くだ さい(複 数回答可)

① 日本語の み ② 英 語の み

③ 日本 語と英語 ④ その 他()【 ③ 】

(3)提 供 デ ータ は どの よう な レベ ル の内容 が よい と思 われ ます か 。

ま た情 報の範囲 は どの く らい が よい と思 わ れ ます か(複 数 回答 可)。

〈内容 〉

① 日本で提供 され てい るELISNETの 電 子デ バ イ ス情報 と同 レベ ルの 内容

② パ ソコ ン でイ メー ジ情報 がみ れる よ う な シス テ ム

③ その 他

()、 ①、
〈情報 の範囲 〉 ⑦⑦ に関 して も○ 印 をつ けて くだ さい 。

① 地域(韓 国、中国 ・台湾 ・香港 、ASEAN、 そ の 他の ア ジア)に 閉 じた電 子 デ バ イ

スの情報:⑦ 日本製品の情 報 ⑦ 外 国製品の情 報

② 全世界 で生産 されて い る電子 デバ イス の情 報

③ その他

()【 ①⑦⑦1

(4)ど の よ う なサ ー ビ ス形 態が望 ま しい と思 われ ます か

① 現地 セ ン ター を設置 し、オ ンラ イン で参照 する

② 日本の セ ン ター に国際回線 を通 じて ア クセ スす る

③(D'ROMな どに よ り情報 を一定期間毎 に配布す る

④ その 他()

(5)利 用 料 金 は ど れ く らい が 妥 当 だ と思 い ま す か 。『

デ ー タ ベ ー ス 使 用 料 金(12,000円)

※ 現 在 、 日本 で のEuSNETの 使 用 料 金 は 月額8.OOO円 で す 。

1① 】

(6)今 後EU～NETの 海 外展開 を計 画 して い ます が 、現 状のELI～NETの シス テ ム を どの よ

うに改善 した型で 提供 して も らい た いで す か。

(特 にな・)
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1.海 外進 出企業の状 況

(1)貴 社の 業種 は何 です か(複 数回答可)下 記の番号 に○ 印 をつ けて下 さい。

① 民生用電子機器 メー カー ② 産業用電子機器 メー カ ー

③ 半導体 メーカ ー ④ 電子部品 メー カ ー

⑤ 半導体商 社 【①1

(2)貴 社 また は貴事業部の主要製品 は何で すか

(オ ーデ ィオ製品及 び音響部品)

(3)貴 社の 海外拠点は 、 どの 地域 に 、 どの く らいの 拠点 が あ り ま す か。(合 併 会社 を含

み販売拠点 を除 く)。 また、 その 拠点 は 、 どの よ うな機 能 を果た して い ま す か。 そ

れ ぞ れ拠点数 を記 入 して下 さい。

韓国 中 国 ・台湾 ・香 港 ASEAN(東 南 ア ジ ア} その他 ア ジア

,拠 点 数
1 3

機

能

開 発/設 計

　

1

製造 1 2

調 達/購 買 1 3

(4)海 外進 出の 目的は何 です か。 下記該当 す る番号 を それ ぞ れ の進 出拠点毎 に選 ん で書

いて 下 さい 。(複数回答可)

① 労働 力の 確保 ・利用 ② 現地市場 の対応

③ 関連企業の進 出に随伴 ④ コ ス トダ ウン

⑤ 通商摩擦対策 ⑥ その 他

韓国 中国 ・台湾 ・香港 ASEAN(東 南ア ジア) その他ア ジア

機

能

開発 ノ設計

製造 4 4

調達 ノ購 買 4 4

2.海 外進出企業の 半導体情報 入手に つ い て

(1)海 外 で半導体情 報が必 要な とき は どの よ う な と きで す か。○ を付 け て くだ さい(複

.数 回答 可)。 その 他に つ い て は内容 を記述 して くだ さい。

機能 韓国 中 国 ・台 湾 ・香 港 A～EAN(東 南 ア ジ ア} その他ア ジア

設 計 ・開発

半導体調達!購 買 ○

その他

(2)半 導体情報 が必要 に な る頻 度 は どの く らい あ り ます か。

①1回/週 ②2回/週 ③1回/月 ④2回/月

⑤ その他()[④1

以下 の(3)、(4)の 質問 は海外 で半道体 に関 する情 報 を必要 と して い る会社の みご 回答願 い

ます 。

(3)現 在海外で 電子デ バ イ ス情 報 を必 要 と してい る拠 点で は どの よ うな経 路で情 報 を入

手 され てい る の です か。 ○ を付 け て くだ さい(複 数回答可)。

① 半導体 メー カ ーの 販売代理店 に問 い合 わ せ 、FAXや デ ー タ ブ ック で情 報 を取 り

寄せ る 。

② 現 地の 半導体情報提供サ ー ビス を利用 して い る。

(ア)社 内 ネ ッ トワ ー ク

③

④

(イ)CD-ROM

(ウ)そ の 地

名社会供提(

(

日本の本 社(親 会社)か らFAXや 郵便 で情 報 を取 り寄せ る。

そ の他

(

)

)

)、 ③ 、

(4)海 外 で 入手 で き る電子 デ バ イ ス情報に 関 しま して 、問題 はあ り ません か 。又 、 どの

地域 で問題 が発生 して い ま す か。

問題点(

発生地域(

)
)
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3.海 外版電子デバ イスの デ ー タベ ース サ ー ビスが 提供 さ れた場合 に つい て

(1)検 討に 値す る海外諸国は どこ です か 。下記の 海外地域番号 か らお選び 下 さい

① ぜ ひ導 入 した い 【](海 外番号:)

② 条件次第 では導入 したい{Ol(海 外番号:3)

③ 検討に値 しない 【 】(海外番号:)

<海 外地域番号>

1.韓 国2.中 国 、台湾 、香港3.ASEAN(東 南ア ジア)

4.そ の他 ア ジア5.そ の他

(2)デ ー タベ ー スサ ー ビス提供言語 は どの よ うな もの が 妥当 とお 考 え です か。○ を付

け て くだ さい(複 数回答可)

① 日本語の み ② 英語 の み

③ 日本語 と英語 ④ その 他(){③ 】

(3)提 供デ ータ は どの よ うな レベル の 内容 が よい と思 われ ます か。

ま た情 報の範 囲は どの く らい が よい と思 わ れ ます か(複 数 回答可)。

〈内容 〉

① 日本 で}是供 され てい るELISNETの 電 子デ バ イ ス情報 と同 レベ ルの 内容

② パ ソ コンで イメー ジ情報が み れる よ う な シス テ ム

③ その他

()、 ① 、
〈情報の 範囲 〉 ⑦⑦に 関 して も○ 印 をつ けて くだ さい 。

① 地域(韓 国 、中国 ・台湾 ・香港 、ASEAN、 そ の他 の ア ジ ア)に 閉 じた電 子 デバ イ

ス の情報:⑦ 日本製品の情報 ⑦ 外国製品 の情報

② 全世界で生産 され てい る電子 デバ イ スの情 報

③ その 他

()、 ②,

(4)ど の よ うなサ ー ビス形 態が望 ま しい と思 われ ます か

① 現地セ ン タ ー を設置 し、 オ ンラ イ ンで 参照 す る

② 日本の セ ン ター に 国際 回線 を通 じて アク セ スす る

③CD-ROMな ど に よ り情 報 を一定期間毎に配 布す る

④ その 他()

(5)利 用 料 金 は ど れ く ら い が 妥 当 だ と思 い ま す か 。

デ ー タ ベ ー ス 使 用 料 金(円)

※ 現 在 、 日本 で のELISNETの 使 用 料 金 は 月SR8,000円 で す 。

【①1

(6)今 後ELISNETの 海外展 開 を計画 してい ま す が 、現状のEUSNETの シ ステ ム を どの よ

うに改善 した型 で提供 して も らい た い です か。

()



メrガ 』三: .No二13

二

∩

-

1 海外進出企業の状況

(1)質 社の 業種 は何で す か(複 数回答可)下 記の 番号に○ 印 をつ け て下 さい。

① 民生用電子機器 メーカ ー ② 産 業用電子機 器 メー カ ー

③ 半導体 メー カー ④ 電子部品 メ ー カー

⑤ 半導体商社

(2)貴 社 また は貴事業部の主要製品 は何で す か

(事 務機((複 写機、Fax、 プ リン タetc))、 カ メラ 、光学機器 、 その 他)

【①1

(3)貴 社の 海外拠 点は 、 どの地域 に、 どの く らい の拠 点 があ り ます か。(合 併 会社 を含

み販売拠点を除 く)。 また 、 その拠点 は、 どの よ う な機能 を果 た して い ます か 。 そ

れぞ れ拠点数 を記入 して下 さい。

韓 国 一 中 国 ・台 湾 ・香 港 ASEAN(東 南 ア ジ ア) その他 アジア

拠点数 1 4 6

機

能

開発'設 計

　

1

　　 　　

製造 1 3 5

調達/購 買 1

(4)海 外進出の 目的 は何 で す か。下 記該 当す る番号 をそ れ ぞ れの 進 出拠 点毎に 選ん で 書

い て下 さい。(複数回答可)

① 労働力の確保 ・利用 ② 現地市場の対応

③ 関連企業の進出に随伴 ④ コ ス トダウ ン

⑤ 通商摩擦対策 ⑥ そ の他

韓国 中 国 ・台湾 ・香 港 ASEAM東 南 アジア} その他ア ジア

機

能

開発/設 計 ②

製造 ①④ ① ② ④ ①② ④

調達 ノ購買 ④

2.海 外進 出企業 の半導体情 報入手に つい て

(1)海 外で半導 体情 報 が必 要 な と きは どの よ う な ときで す か。 ○ を付け て くだ さい(複

数 回答可)。 その 他に つ い て は内容 を記述 して くだ さい。

機能 韓国 中 国 ・台 湾 ・香 港 A～EAM東 南 ア ジア) その他 ア ジア

設 計 ・開発

半導体調達1購 買 ○ ○ ○

その他

(2)半 導体情報 が必要 に な る頻度 は どの く らい あ りま す か。

①1回/週 ②2回 ノ週 ③1回/月 ④2回!月

⑤ その他(){④1

以下の(3)、(4)の 質問 は海外 で半導体 に関 する情 報 を必要 と して い る会社の みご 回答願 い

ます 。

(3)現 在 海外で 電子デ バ イ ス情 報 を必要 と してい る拠 点で は どの よ うな経 路で情 報 を入

手 されて い るの です か。○ を付 け て くだ さい(複 数回答 可)。

① 半 導体 メー カ ーの 販売代理店 に問 い合 わ せ、FAXや デ ー タ ブ ック で情 報 を取 り

寄せ る。

② 現 地の半 導体情 報提供サ ー ビス を利用 して い る。

(ア)社 内 ネ ッ トワ ーク

(イ)CD・ROM(提 供会社名)

(ウ)そ の他(『)

③ 日本 の本 社(親 会社)か らFAXや 郵便で情 報 を取 り寄せ る。

④ その他()

、① 、

(4)海 外 で入手 で き る電子 デバ イス情 報に 関 しま して 、問題 はあ り ません か。又 、 どの

地域 で問題 が発生 して い ま すか 。

問題点 瞬 耀 報がわからない・

発生地域(韓 国

)
)
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3.海 外版電子デ バ イ スの デー タベ ー スサ ー ビス が提供 され た場合に つ い て

(1)検 討 に値 す る海外諸国は ど こで すか 。下記の 海外地域 番号か らお選 び下 さい

① ぜひ導 入 したい 【 】(旬外番号: .)

② 条件次第で は導入 した い 【OI(旬 外番号:1)

③ 検討 に値 しない{OI(海 外番号:2,3,4.5)

<海 外地域番号>

1.韓 国2.中 国、台湾 、香 港3.ASEAN(東 南 ア ジア)

4.そ の 他ア ジア5.そ の 他

(2)デ ータベ ース サ ー ビ ス提供 言語 は どの よ う な もの が妥 当 とお考 えで す か。○ を付

け で くだ さい(複 数回答可)

① 日本語の み ② 英語の み

③ 日本語 と英語 ④'そ の他()【 ③1

(3)提 供デ ー タは どの よ うな レベ ルの 内容が よい と思 われ ま す か。

また情報の 範囲は どの くらい が よい と思 われ ま す か(複 数回答可)。

〈内容 〉

① 日本で提供 されて い るELISNETの 電子 デバ イス情報 と同 レベ ル の内容

② パ ソ コン で イ メー ジ情報 がみ れ る よ うな シ ステ ム

③ その他

(),② 、
〈情報の範 囲〉 ⑦⑦に関 して も○ 印 をつ け て くだ さい。

① 地域(韓 国、 中国 ・台湾 ・香港 、ASEAN、 その 他 の ア ジア)に 閉 じた電子 デ バ イ

スの 情報:⑦ 日本製品の情報 ⑦ 外国製品の 情報

② 全 世界で生産 され てい る電子デ バ イ スの情 報

③ その 他

(),② 、

(4)ど の よ うな サ ー ビス形態 が望 ま しい と思 われ ま すか

① 現地セ ンタ ー を設置 し、 オ ン ラ イン で参照す る

② 日本の セ ン タ ーに 国際 回線 を通 じて ア クセ スす る

③CD-ROMな どに よ り情 報 を一定期間毎に 配布す る

④ そ の他()【 ③ 】

(5)利 用 料金 は どれ くらい が妥 当だ と思い ます か。

デ ー タベ ー ス使用料 金(8,000円)

※ 現 在、 日本で のELISNETの 使用料 金は 月THS,OOO円 で す。

(6)今 後EUSNETの 海外展 開 を計画 して い ま す が 、現状 のELI～NETの シ ス テ ム を どの よ

うに 改善 した型 で提供 して も らい たい で す か。

い にな・)
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1.海 外進出企業の状況

(1)貴 社の 業種 は何で すか(複 数回答 可)下 記の 番号に○ 印 をつ けて下 さい 。

① 民生用電子機器 メー カ ー ② 産業用電子機 器 メー カー

③ 半導体 メー カー ④ 電子部品 メ ーカ ー

⑤ 半導体商社1① 】

(21貴 社 また は貴事業部の主要製品 は何 です か

(ラ ジカセ 、 カー オー デ ィオ、TEL、 他)

(3)貴 社 の海外拠 点は 、 どの地域 に 、 どの くらい の拠 点が あ り ます か。(合 併 会社 を含

み販売拠点を除 く)。 また、 その拠点 は、 どの よ う な機能 を果 た して い ます か 。 そ

れ ぞれ拠点数 を記入 して下 さい。

韓国 中 国 ・台 湾 ・香 港 ASEAN陳 南ア ジア) その他 アジア

拠点数 2

機

能

開発/設 計 2

製造 2

調達 ノ購買 2

(4)海 外進出の 目的 は何で す か。下 記該当す る番号 をそ れ ぞ れの 進 出拠 点毎 に選ん で 書

いて下 さい。(複 数回答可)

① 労働力の確保 ・利用 ② 現地市場の対応

③ 関連企業の進出に随伴 ④ コス トダウ ン

⑤ 通商摩擦 対策 ⑥ その他

韓国 中 国 ・台 湾 ・香 港 AsEAM東 南 ア ジア} その他ア ジア

機

能

開 発 ノ設計 ② ④

製造 ② ④

調達/購 買 ② ④

2.海 外進出企業の 半導体情報 入手に つ い て

(1)海 外 で半導体情報 が必要 な と きは どの よ う な と きで すか 。○ を付 け て くだ さい(複

数回答可)。 そ の他 につ い て は 内容 を記 述 して くだ さい 。

機能 韓国 中 国 ・台 湾 ・香 港 A～EAN(東 南 ア ジ ア) その他 ア ジア

設計 ・開 発 ○

半導 体調達/購 買 ○

その他

(2)半 導体情報 が必 要 にな る頻度 は どの く らい あ りま すか 。

①1回/週 ②2回/週 ③1回/月 ④2回/月

⑤ その他(随 時)[⑤1

以下の(3)、(4)の 質問 は海外 で半導体に 関す る情報 を必要 と してい る会社の み ご回答願 い

ます。

(3)現 在 海外で電子 デ バ イ ス情 報 を必 要 と して い る拠 点で は どの よ うな経 路で情 報 を入

手 されて い るの で す か。○ を付 け て くだ さい(複 数回答可)。

① 半 導体 メー カ ーの 販売代理店 に問い 合 わせ 、FAXや デ ー タ ブ ック で情報 を取 り

寄 せ る。

② 現 地の半導 体情報提供サ ー ビ ス を利用 してい る。

(ア)社 内 ネ ッ トワ ーク

③

④

(イ)CD-ROM

(ウ)そ の 他

(提供会社名

(

日本の本社(親 会社)か らFAXや 郵便で情 報 を取 り寄せ る。

その 他

(

)

)【1

)、①②⑦。】

(4)海 外 で入手 で きる電子 デバ イス情 報に 関 しま して 、問題は あ り ません か。 又 、 どの

地域 で問題 が発生 して い ま すか 。

問題点 部品 メ _カ_現 地 窓口の対 応範囲が不明確 であ る

(例)マ イ コン 仕様 等
(

発生地域(・ 一(東 南アジア・

)
)
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3.海 外版電子 デバ イスの デー タベ ー スサ ー ビス が提供 された 場合に つ いて

(1)検 討 に値す る海外諸国 はど こで す か。下 記の 海外地域 番号 か らお選 び下 さい

① ぜひ導 入 したい{1(海 外番号:)

② 条件次第 では導入 した い[○](海 外番号:3)

③ 検討 に値 しない[1(海 外番号:)

<海 外地域番号>

1.韓 国2.中 国、台湾 、香港3.ASEAN(東 南 ア ジア)

4.そ の 他ア ジア5.そ の 他

(2)デ ー タベ ース サ ー ビス 提供言 語 は どの よ う な もの が妥当 とお考 え で す か。○ を付

けて くだ さい(複 数回答可)

① 日本語の み ② 英語の み

③ 日本語 と英語 ④ その他()【 ③ 】

(3)提 供デ ー タは どの よ うな レベ ルの 内容が よ い と思 われ ま す か。

また情報の 範囲は どの くらい が よい と思 われ ま す か(複 数回答可)。

〈内容 〉

① 日本で 提供 されて いるELISNETの 電子 デバ イス情 報 と同 レベ ル の 内容

② パ ソ コ ンで イ メー ジ情報 が みれ る よ うな シ ステ ム

③ その他

(),① 、
〈情 報の範 囲〉 ⑦⑦に関 して も○ 印 をつ け て くだ さい。

① 地 域(韓 国、 中国 ・台湾 ・香 港 、ASEAN、 その 他 の ア ジア)に 閉 じた電子 デ バ イ

スの情 報:⑦ 日本製品 の情報 ④ 外国製品の 情報

② 全 世界 で生産 され てい る電子デ バ イ スの情 報

③ その 他

()、 ②、

(4)ど の よ うな サー ビス形 態が望 ま しい と思 わ れます か

① 現地 セン タ ー を設置 し、 オ ン ラ インで 参照す る

② 日本の セ ン タ ーに 国際回線 を通 じて ア クセ スす る

③(D'ROMな どに よ り情報 を一定期間毎 に配布す る

④ その他()

(5)利 用料 金 は どれ く らい が妥当 だ と思い ま す か。

デ ー タベ ー ス使用料 金((同 等)円)

※ 現 在 、 日本で のELISNETの 使 用料 金 は月額8,000円 で す。

1①1

(6)今 後EUSNETの 海外展 開 を計画 して い ま す が 、現状 のELISNETの システ ム を どの よ

うに改善 した 型で提供 して も らい たい で す か。

(新 規生産拠点 を展開 す る場合 、そ の地域 での現地調達の 必要性 が発生 します。 その 地域で現 地調達可能 な部品情報 が提供 、入手 で きる様 な シス テ ムで あ れ ば利用価値の 高い もの とな る と考 え ます。)
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1.海 外進出企業の状況

(1)貴 社の 業種 は何 です か(複 数回答可)下 記の 番号に○ 印 をつ けて下 さい。

① 民生用電子機器 メーカ ー ② 産 業用電子 機器 メー カ ー

③ 半導体 メー カー ④ 電子 部品 メー カー

⑤ 半導体商社 【① 】

(2)貴 社ま たは貴事業部の主要製品 は何 です か

(事務機((複 写機 、Fax、 プ リン タet())、 カ メラ 、光学機器 、そ の他)

(3)貴 社の海 外拠 点は 、 どの地域 に 、 どの く らい の 拠点 が あ り ま す か。(合 併 会社 を 含

み販売拠点 を除 く)。 また、 その 拠点は 、 どの よ うな機能 を果た して い ま す か。 そ

れ ぞれ拠点数 を記入 して下 さい 。

韓国 中 国 ・台 湾 ・香 港 A～EAN(東 南 ア ジ ア) その他 ア ジア

拠点数 3 2

機

能

開発 ノ設計 1

製造 2 2

調達/購 買

(4)海 外進 出の 目的 は何 です か。 下記該当 す る番号 を そ れ ぞれ の進 出拠点毎 に選 ん で 書

い て下 さい 。(複数回答可)

① 労働 力の 確保 ・利用 ② 現 地市場 の対応

③ 関連 企業の 進出に随伴 ④ コ ス トダウ ン

⑤ 通商摩擦対策 ⑥ その 他

韓国 中国 ・台湾 ・香港 ASEAN(東 南ア ジア) その他 ア ジア

機

能

開発/設 計 ④

製造 ④⑤ ④ ⇔

調達'購 買

2.海 外進出企業の 半導体情 報入手に つ い て

(1)海 外で半導体情 報が必 要 な と きは どの よ うな と きで す か。○ を付 け て くだ さい(複

数 回答 可)。 その 他に つ い て は内容 を記述 して くだ さい。

機能 韓国 中 国 ・台湾 ・香港
一{ 、'

A～EAN便 爾 ア ン ア} その他 アジア

設計 ・開発

半導体調 達/購 買 ○ ○

その 他 』

(2)半 導体情報 が必要 に な る頻度 は どの く らい あ り ます か。

①1回!週 ②2回/週 ③1回!月 ④2回/月

⑤ その 他() {③1

以下の(3)、(4)の 質 問は海 外で半導体 に関 す る情報 を必 要 と して い る会社の み ご回答願 い

ま す。

(3)現 在海外 で電子 デバ イス情報 を必要 と してい る拠点 で は どの よ うな経路 で情報 を 入

手 され てい るの で す か。○ を付 けて くだ さい(複 数回答可)。

① 半導体 メー カ ーの販売代理店 に 問い 合 わせ 、FAXや デ ー タ ブ ック で情報 を取 り

寄 せ る。

② 現地の 半導体情 報提供 サ ー ビ ス を利用 してい る。

(ア)社 内ネ ッ トワ ー ク

③

④

(イ)(二D'ROM

(ウ)そ の 他

(提供 会社名

(

日本の 本社(親 会社)か らFAXや 郵 便で情報 を取 り寄 せ る。

その他

(

}

)

)、 ①③、

(4)海 外で 入手で き る電子 デバ イス情 報に 関 しま して 、問題 はあ りま せん か。 又 、 どの

地域 で問題が 発生 して い ます か。

蹴(

発生地域(

電子 デバ イス を扱 っ てい る メー カ ー、代理店及 び

扱 って い る物品 が わ か らない 。

台 湾 、 マ レ ー シ ア

)
)
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3.海 外版電子 デバ イ スの デー タベ ー スサ ー ビ スが提供 され た場合 につ い て

(1)検 討 に値 す る海外諸国 は どこで す か。下 記の海外地域 番号 か らお選 び下 さい

① ぜ ひ導入 したい[】(

② 条件次 第で は導 入 したい 【Ol(

③ 検討 に値 しない 【](

<海 外地域番号>

1.韓 国2.中 国、台湾 、香港

4.そ の 他ア ジア5.そ の 他

海外番号:

旬外番号:2

海外番号:

3.ASEAN(東 南 ア ジ ア)

)

)

)

(2)デ ー タベ ー ス サ ー ビス提供 言語 はどの よ うな もの が 妥当 とお 考 え で す か。○ を付

け て くだ さい(複 数回答可)

① 日本語の み ② 英語 の み

③ 日本語 と英語 ④ その 他()【 ③ 】

(3)提 供 デ ータ は どの よ うな レベル の 内容 がよ い と思 わ れ ます か。

ま た情報の 範囲 は どの く らい が よい と思 われ ます か(複 数回答可)。

〈内容 〉

① 日本 で提供 され てい るEUSNETの 電子 デバ イス情 報 と同 レベ ル の 内容

② パ ソコ ンで イ メー ジ情 報が み れる よ うな シ ステ ム

③ その他

(),,
〈情 報の範囲 〉 ⑦ ⑦に関 して も○ 印 をつ けて くだ さい 。

① 地 域(韓 国、 中国 ・台湾 ・香港 、ASEAN、 そ の他 の ア ジア)に 閉 じた 電子 デ バ イ

スの 情報:⑦ 日本 製品の 情報 ④ 外 国製品 の情 報

② 全世界 で生産 されてい る電子 デバ イスの 情報

③ その他

()・8⑦1

(4)ど の よ うな サ ー ビス形態 が望 ま しい と思 わ れ ます か

① 現地セ ン タ ー を設置 し、 オ ン ラ イン で参照す る

② 日本の セ ン タ ーに国際 回線 を通 じて ア クセ スす る

③CD-ROMな ど に よ り情報 を一定期間毎に 配布す る

④ その 他()

(5)利 用料 金は ど れ く らいが 妥当だ と思 い ま すか 。

デ ータベ ー ス使用料 金(日 本 よ り安い料 金 円)

※ 現在 、 日本 でのELISNETの 使用料金 は月額8,000円 で す。

[①1

(6)今 後EUSNETの 海 外展開 を計 画 して い ます が 、現状のELISNETの シ ステ ム を どの よ

うに改善 した 型で提 供 して も らい た いで す か。

()
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1.海 外進出企業の状 況

(1)貴 社 の業種は何 です か(複 数回答可)下 記 の番号 に○ 印をつ けて 下 さい。

① 民生用電子機器 メーカ ー ② 産 業用電子機器 メー カ ー

③ 半導体 メー カー ④ 電子 部品 メー カー

⑤ 半導体商社 【①1

(2)貴 社また は貴事業部の主要製品は何 です か

(家 庭用VTR－ 体形カ メラ 、家庭 用VTR)

(3)貴 社の海 外拠 点 は、 どの 地域に 、 どの く らい の 拠点 があ り ま す か。(合 併 会社 を含

み販売拠点 を除 く)。 また、 その拠点 は、 どの よ うな機能 を果 た して い ます か。 そ

れ ぞれ拠点数 を記入 して下 さい。

韓国 中 国 ・台 湾 ・香 港 A～EAN(東 南 ア ジ ア} その他 ア ジア

拠点数 1

機

能

開 発/設 計 1

製造 1

調 達 ノ購買 1

(4)海 外進 出の 目的は何 です か。 下記該当 す る番号 をそ れ ぞ れの 進 出拠点毎 に選 ん で書

いて下 さい。(複数回答可)

① 労働 力の 確保 ・利用 ② 現地 市場の 対応

③ 関連企業の進 出に随伴 ④ コ ス トダ ウン

⑤ 通商摩擦対策 ⑥ その他

一

韓国 中国 ・台湾 ・香港 ASEAN(東 南 ア ジ ア) その他 アジア

機

能

開発 ノ設計 ① ④⑤

製造 ① ④⑤

調 達ノ購 買 ① ④⑤

2.海 外進 出企業の 半導体情報 入手 に つ いて

(1)海 外 で半導体情報 が必要 な と きは どの よ う な と きで す か。○ を付 け て くだ さい(複

数回答可)。 その他 に つい て は 内容 を記述 して くだ さい 。

機能 韓国 中 国 ・台湾 ・香 港 A～ εAN(東 南 ア ジ ア) その 他ア ジア

設 計 ・開 発

半導 体調達1購 買 ○

その他

(2)半 導体情報 が必要 に なる頻度 は どの く らい あ り ます か。

①1回1週 ②2回/週 ③1回/月 ④2回/月

⑤ そ の他(,){】

以下の(3)、(4)の 質問 は海外で 半導体に 関す る情報 を必要 と して い る会 社のみ ご回答願い

ます 。

(3)現 在海 外で電 子デ バ イ ス情 報 を必要 と してい る拠点で は どの よ う な経路で情 報 を入

手 され てい るの で す か。○ を付 け て くだ さい(複 数回答 可)。

① 半 導体 メー カ ーの 販売代理店 に問 い合 わせ 、FAXや デ ー タ ブ ック で情報 を取 り

寄 せ る。

② 現 地の半 導体情報提供 サー ビス を利用 して い る。

(ア)社 内 ネ ッ トワ ー ク

③

④

(イ)CD-ROM

(ウ) .その 他

(提供会社名

(

日本の本 社(親 会社)か らFAXや 郵便で情 報 を取 り寄せ る。

そ の他

(

)

)

[) ]

(4)海 外で 入手 で き る電子 デ バ イ ス情 報 に関 しま して 、問題 はあ りませ ん か。又 、 どの

地域 で問題 が発生 してい ま す か。

蹴(

発生地域(

)
)
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3.海 外版 電子デバ イスの デ ー タベ ース サ ー ビスが 提供 され た場合 に つい て

(1)検 討に値 す る海外諸国は どこ です か。 下記の海 外地域番号 か らお 選び 下 さい

① ぜ ひ導入 した い 【1(海 外番号:)

② 条件次第で は導入 したい 【○ 】(海外番号:3)

③ 検討に値 しない 【○ 】(海外番 号:2)

<海 外地域番号>

1.韓 国2.中 国、 台湾 、香港3、ASEAN(東 南 ア ジ ア)

4.そ の他 ア ジア5.そ の他

(2)デ ー タベ ー スサ ー ビス提供言E5,はどの よ うな もの が妥 当 とお 考 えで す か 。○ を付

けて くだ さい(複 数回答可)

① 日本語の み ② 英語の み

③ 日本語 と英語 ④ その他()【 ③1

(3)提 供 デ ータ は どの よ うな レベ ルの 内容 がよ い と思 われ ます か。

また情 報の 範囲 は どの く らい が よい と思 われ ま す か(複 数回答可)。

〈内容 〉

① 日本 で提供 され てい るEL|SNETの 電子 デバ イス情報 と同 レベ ル の 内容

② パ ソコ ンで イ メー ジ情 報がみ れ る よ うな シ ステ ム

③ その他

(){②1
〈情報の範 囲 〉 ⑦⑦ に関 して も○ 印 をつ け て くだ さい。

① 地域(韓 国、 中国 ・台湾 ・香 港 、ASEAN、 その 他 の ア ジア)に 閉 じた電子 デ バ イ

スの情 報:⑦ 日本 製品の 情報 ④ 外 国製品の情 報

② 全 世界 で生産 されて い る電子デ バ イス の情報

③ その他

()【 ②1

(4)ど の よ うなサ ー ビ ス形態が望 ま しい と思 われ ます か

① 現地 セ ン ター を設置 し、 オン ラ イ ンで参照 す る

② 日本 のセ ンタ ー に国際回線 を通 じて ア クセ ス す る

③CD-ROMな どに よ り情報 を一定期間毎 に配布 する

④ その 他()【 ③1

(5)利 用料金 は どれ くらい が妥当 だ と思い ます か。

デ ー タベ ー ス使用料 金(円)

※ 現在 、 日本で のELISNETの 使 用料金 は月額8、000円 です。

(6)今 後ELI～NETの 海 外展 開 を計 画 して い ます が 、 現状のEUSNETの シス テ ム を どの よ

うに改善 した 型で提 供 して も らい た いで す か。

( )
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1.海 外進 出企業の状 況

(1)貴 社の 業種 は何 です か(複 数回答可)下 記の番号 に○ 印 をつ けて 下 さい 。

① 民生用電子機器 メー カー ② 産業用電子機器 メ ーカ ー

③ 半導体 メ ーカ ー ④ 電子部品 メー カ ー

⑤ 半導体商社 【④ 】

(2)貴 社 ま た は 貴 事 業 部 の 主 要 製 品 は何 で す か

(ス イ ッ チ 、TVチ ュ ー ナ 、 キ ー ボ ー ドス イ ッチ 、 マ ウ ス 等 )

(3)貴 社の 海外拠点 は、 どの地域 に 、 どの く らいの 拠点 が あ り ま す か。(合 併 会社 を含

み販売拠点 を除 く)。 また 、その拠点 は、 どの よ うな機能 を果た して い ま す か。 そ

れ ぞれ拠点数 を記入 して 下 さい。

韓国 中国 ・台湾 ・香港 A～EAM東 南ア ジア} その他 ア ジア

拠点数 3 4 2 0

機

能

開発1設 計 1 0

　 　

製造 3 4 2

調達'購 買

(4)海 外進出の 目的 は何 で す か。下 記該当す る番号 をそ れ ぞ れの 進 出拠点 毎に 選ん で 書

い て下 さい。(複数回答可)

① 労働力の確保 ・利用 ② 現地市場の対応

③ 関連企業の 進出に随伴 ④ コス トダウ ン

⑤ 通商摩擦対策 ⑥ その 他

韓国 中国 ・台湾 ・香港 ASEAN(東 南ア ジア} その他 アジア

機

能

開発'設 計 ② ②

製造 ① ②③ ④⑤ ①② ③④ ⑤ ①② ③ ④⑤

調 達1購 買

2.海 外進 出企業の 半導体情報 入手 に つ い て

(1)海 外で半導 体情 報 が必要 な と きは どの よ うな とき で す か。○ を付 けて くだ さい(複

数回答可)。 そ の他 につ い て は 内容 を記述 して くだ さい 。

機能 韓国 中 国 ・台湾 ・香 港 A～EAN僚 南 ア ジ ア) その他 ア ジア

設 計 ・開発 ○ ○

半導体調達/購 買 ○ ○ ○

その 他

(2)半 導体情報 が必要 に な る頻度 は どの く らい あ りま す か。

①1回/週 ②2回/週 ③1回/月 ④2回/月

⑤ そ の他() {③ 】

以下の(3)、(4)の 質問 は海外で 半導体に 関す る情報 を必要 と してい る会社の み ご回答願 い

ます。

(3)現 在海 外で電子 デ バ イ ス情 報 を必 要 と してい る拠 点で は どの よ うな経路 で情 報 を入

手 されて い るの で す か。○ を付 け て くだ さい(複 数回答可)。

① 半 導体 メー カー の販売 代理店 に問い 合 わせ 、FAXや デ ー タ ブ ック で情報 を取 り

寄 せ る。

② 現地の 半導体情報提 供サ ー ビ ス を利 用 してい る。

(ア)社 内ネ ッ トワ ー ク

③

④

(イ)CD-ROM

(ウ)そ の 他

(提供 会社名

(

日本の 本社(親 会社)か らFAXや 郵便 で情報 を取 り寄 せ る。

その他

( )、①③,

(4)海 外で 入手で き る電子 デバ イス情 報に関 しま して 、問題は あ りませ ん か。 又、 どの

地域 で 問題が発生 してい ます か。

問題点(

発生地域(

特 に な し )
)
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3.海 外版電子 デバ イ スの デー タベ ー スサ ー ビ スが提供 された 場合に つ い て

(1)検 討に値 す る海外諸国 は どこで す か。下記の 海外地域 番号 か らお選び 下 さい

① ぜ ひ導入 したい{】(旬 外番号:)

② 条 件次第 で は導 入 したい10】 海 外番号:1,2,3,5)

③ 検討 に値 しない[1海 外番号:)

<i毎夕t土也1或番号>

1.韓 国2.中 国、台湾 、香港3.ASEAN(東 南ア ジア)

4.そ の 他ア ジア5.そ の 他

(2)デ ー タベ ース サ ー ビ ス提供 言語は どの よ うな もの が 妥当 とお 考 え です か。○ を付

けて くだ さい(複 数回答可)

① 日本語の み ② 英 語の み

③ 日本語 と英語 ④ その 他()【 ③ 】

(3)提 供デ ータ は どの よ うな レベル の 内容 がよ い と思 わ れ ます か。

ま た情 報の範 囲は どの く らいが よ い と思 われ ます か(複 数回答可)。

〈内容 〉

① 日本 で提供 され てい るELISNETの 電子 デバ イス情 報 と同 レベ ル の 内容

② パ ソコ ンで イ メー ジ情 報が み れる よ うな システ ム

③ その他

(),①,
〈情報の 範囲 〉 ⑦⑦に 関 して も○ 印 をつ け て くだ さい。

① 地域(韓 国、 中国 ・台湾 ・香 港 、ASEAN、 その 他の ア ジア)に 閉 じた電子 デ バ イ

スの情報:⑦ 日本製品の情報 ⑦ 外国製品の情 報

② 全世界で生産 され てい る電子 デバ イ スの情 報

③ その 他

()[噺 】

(4)ど の よ うなサ ー ビス形態 が望 ま しい と思 わ れま す か

① 現地セ ン タ ー を設置 し、 オ ン ライ ン で参照す る

② 日本 の セ ン ター に国際 回線 を通 じて ア クセ スす る

③CD-ROMな ど に よ り情 報 を一定期間毎に 配布す る

④ その 他()【 ① 】

(5)利 用料 金は どれ く らい が 妥当だ と思 い ま すか。

デ ー タベ ー ス使用料 金(日 本 と同額 円)

※ 現在 、 日本 でのELISNETの 使用料金 は月Efi8,000円 で す。

(6)今 後ELISNETの 海 外展 開 を計 画 して い ます が 、 現状のELISNETの シス テ ム を どの よ

うに改善 した 型で 提供 して も らい た いで す か。

(検 索条件の設定をも・と一 ・ても・い・い・)
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1.海 外進出企業の状況

(1)貴 社の 業種 は何 です か(複 数回答可)下 記の 番号に○ 印 をつ けて下 さい。

① 民生用電子機器 メーカ ー ② 産業用電子機 器 メー カ ー

③ 半導体 メー カー ④ 電子部品 メー カー

⑤ 半 導体商社 【② ③ 】

(2)貴 社ま たは貴事業部の主要製品 は何 です か

(複 写機、 ファ ク シ ミリ、プ リン ター 、半導体 、 カ メラ)

(3)貴 社の 海外拠点 は、 どの 地域に 、 どの く らい の 拠点 が あ り ま す か 。(合併 会社 を含

み 販売拠点 を除 く)。 また 、その 拠点は 、 どの よ うな機 能 を果た して い ま す か。 そ

れ ぞ れ拠点数 を記入 して下 さい 。

韓国 中 国 ・台湾 ・香 港 ASEAN(東 南 ア ジア) その 他ア ジア

拠点数 1 2

機

能

開発 ∫設計 1 2

製造 1 2

調達'㈱ 買 2

(4)海 外進出の 目的 は何で す か。下 記該 当す る番号 をそ れ ぞれ の進 出拠点 毎に 選ん で 書

い て下 さい 。(複数回答可)

① 労働力の確保 ・利用 ② 現地市場の対応

③ 関連企業の進出 に随伴 ④ コス トダウ ン

⑤ 通商摩擦対策 ⑥ その他

韓国 中 国 ・台 湾 ・香 港 ASEAN(東 南 ア ジア) その他ア ジア

機

能

開発 ∫設計 ② ① ②

製造 ④ ①

調達 ノ購 買 ② ④

2.海 外進出企業の 半導体情報 入手に つ い て

(1)海 外 で半導体情報 が必要 な とき は どの よ う な と きで す か。○ を付 け て くだ さい(複

数回答可)。 そ の他 に つい て は内容 を記述 して くだ さい。

機能 韓国 中 国 ・台 湾 ・香 港 A～EAN(東 南 ア ジ ア) その他 ア ジア

設計 ・開 発 ○ ○

半導 体調達/購 買 ○

その 他

(2)半 導体情報 が必要 に な る頻度 は どの くらい あ り ます か。

①1回/週 ②2回/週 ③1回/月 ④2回!月

⑤ その 他()【 ④ 】

以下の(3)、(4)の 質問 は海 外で半導 体に関 す る情 報 を必 要 と して い る会社の み ご回答願 い

ま す。

(3)現 在海外 で電子 デバ イス情報 を必要 と して い る拠点 で は どの よ う な経路 で情 報 を入

手 され てい るの で す か。○ を付 けて くだ さい(複 数回答可)。

① 半導体 メーカ ーの 販売 代理店 に 問い 合わ せ 、FAXや デ ー タブ ックで情 報 を取 り

寄 せ る。

② 現地の 半導体情報提 供サ ー ビ ス を利用 してい る。

(ア)社 内ネ ッ トワー ク

③

④

(イ)(二D-ROM

(ウ)そ の 他

(提供会社名

(

日本の 本社(親 会社)か らFAXや 郵便で情報 を取 り寄せ る。

その 他

(
親会 社か らの 出先 き機関

)

)

){① ④1

(4)海 外 で入手 で き る電子 デバ イ ス情 報に 関 しま して 、問題 はあ り ません か。 又 、 どの

地域 で問題 が発生 して い ま す か。

問題点(

発幽(
)
)
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3.海 外版電子 デバ イスの デ ー タベ ース サ ー ビス が提供 され た場 合に つ いて

(1)検 討 に値す る海外諸国は ど こで すか 。下記の 海外地域番号 か らお選び 下 さい

① ぜ ひ導 入 したい 『{】(

② 条件次第 では導 入 した い{Ol(

③ 検討 に値 しない 【1(

<海 外地域番号>

1.韓 国2.中 国、台湾、香港

4.そ の 他ア ジア5.そ の他

旬外番号:

旬外番号:2

褄外番号:

3.A～EAN(東 南 ア ジ ア)

)

)

)

(2)デ ー タベ ース サ ー ビ ス提供言語 は どの よ う な もの が 妥当 とお考 え で す か。○ を付

けて くだ さい(複 数 回答可)

① 日本語の み ② 英語の み

③ 日本語 と英語 ④ その他(中 国語)1③ ④1

(3)提 供デ ー タ はどの よ う なレベル の 内容が よい と思 われ ま す か。

また情報の 範囲は どの くらい がよ い と思 われ ま す か(複 数回答 可)。

〈内容 〉

① 日本で 提供 されてい るELISNETの 電子 デバ イ ス情報 と同 レベ ル の 内容

② パ ソコ ンで イメ ー ジ情報 がみ れ る よ うな シ ステ ム

③ その他

()、 ②,
〈情報の範囲 〉 ⑦⑦ に関 して も○ 印 をつ け て くだ さい。

① 地域(韓 国、 中国 ・台湾 ・香 港、ASEAN、 その 他 の ア ジア)に 閉 じた電子 デ バ イ

スの情 報:⑦ 日本製品の情報 ④ 外国製品の 情報

② 全 世界で生産 され てい る電子 デバ イ スの情 報

③ その 他

(ご1

(4)ど の よ うなサ ー ビ ス形態が 望 ま しい と思 われ ます か

① 現地セ ン ター を設 置 し、 オ ンラ イ ン で参照 す る

② 日本 の セ ン ター に国際 回線 を通 じてア ク セ スす る

③CD-ROMな どに よ り情 報 を一定 期間毎に配布 する

④ その 他()

(5)利 用 料 金 は ど れ く ら い が 妥 当 だ と思 い ま す か 。

デ ー タ ベ ー ス 使 用 料 金(4,000円)

※ 現 在 、 日本 で のELISNETの 使 用 料 金 は 月額8,000円 で す 。

【①1

(6)今 後ELISNETの 海外展 開 を計画 してい ま す が 、現状のELI～NETの シ ステ ム を どの よ

うに改 善 した型で 提供 して も らい たい で すか。

(中 国蹴 検索の容易佐 織 遵 蟹 車1・状入手の難易馴)
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1.海 外進 出企業の 状況

(1)貴 社の業種 は何 です か(複 数 回答可)下 記の番 号に○ 印 をつ け て下 さい 。

① 民生用電子機器 メー カ ー ② 産業用電子機器 メーカ ー

③ 半 導体 メーカ ー ④ 電子部品 メ ーカ ー

⑤ 半導 体商社 【② 】

(2}貴 社ま たは貴事業部の主要 製品 は何で す か

(言 己録言十、書眉直打言十 )

(3)貴 社の 海外拠点は 、 どの 地域 に、 どの く らい の拠 点が あ り ます か。(合 併 会社 を含

み販 売拠点 を除 く)。 また 、その 拠点 は、 どの よ う な機能 を果 た して い ます か 。 そ

れぞ れ拠点数 を記入 して下 さい。

韓国 中 国 ・台 湾 ・香 港 ASEAM東 南ア ジア) その他 アジア

拠点数 1 {1) 一 一

機

能

開発 ノ設計

製造 1 準備中(1}

調達/購 買 1 準備 中(1)

(4)海 外進出の 目的 は何 で す か。下 記該 当す る番号 をそ れ ぞ れの 進 出拠 点毎に 選 ん で書

い て下 さい。(複数回答可)

① 労働力の確保 ・利用 ② 現 地市場の対応

③ 関連企業の進出に随伴 ④ コス トダウ ン

⑤ 通商摩 擦対 策 ⑥ その 他

韓国 中国 ・台湾 ・香港 ASEAN(東 南 アジア) その他 ア ジア

機

能

開 発 ノ設 計

製造 ② ④ ②④

調達 ノ購買 ④ ④

2.海 外進出企業の 半導体情報 入手に つ い て

(1)海 外 で半 導体情報 が必要 な とき は どの よ うな と きで す か。○ を付 け て くだ さい(複

数回答可)。 そ の他 に つ いて は内容 を記述 して くだ さい 。

機能 韓国 中 国 ・台 湾 ・香 港 A～EAN(東 南 ア ジ ア} その他 ア ジア

設計 ・開 発

半導 体調達1購 買 ○ ○

その他

(2)半 導体情報 が必要 に な る頻度 は どの く らい あ ります か。

①1回/週 ・②2回/週 ③1回/月 ④2回/月

⑤ その 他()【 ③1

以下の(3)、(4)の 質問 は海外 で半導体に 関す る情報 を必要 と してい る会社の み ご回答願 い

ます。

(3)現 在海 外で電子 デ バ イ ス情 報 を必 要 と してい る拠 点で は どの よ うな経路 で情報 を入

手 されて い るの で す か。○ を付 け て くだ さい(複 数回答可)。

① 半 導体 メー カ ーの 販売代理店 に問 い合 わ せ、FAXや デ ー タ ブ ック で情報 を取 り

寄 せ る。

② 現 地の半導 体情報提供サ ー ビ ス を利用 して い る。

(ア)社 内 ネ ッ トワ ーク

③

④

(イ)(D-ROM

(ウ)そ の 他

(提供会社名

(

日本 の本社(親 会社)か らFAXや 郵便で情 報 を取 り寄せ る。

その他

(

)

)

③①)
(4)海 外 で入手 で き る電子 デ バ イ ス情報 に関 しま して、問題 はあ り ません か。 又 、 どの

地域 で問題 が発生 して い ま す か。

問題点(

発獺(
)
)
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3.海 外版電子デバ イスの デ ー タベ ース サー ビスが 提供 され た場合 につ い て

(1)検 討に値 す る海外諸国は どこ です か1下 記の海外地 域番号 か らお選 び下 さい

① ぜ ひ導入 したい 【 】(

② 条 件次 第で は導入 したい 【○ 】(

③ 検 討に値 しな い 【1(

<海 外地域番号>

1.韓 国2.中 国、台湾 、香港

4.そ の 他ア ジ ア5.そ の 他

毎外 番号:

毎外番号:1,2

海外番号:

3.ASEAN(東 南 ア ジ ア)

)

)

)

・(2)デ ー タベ ース サ ー ビ ス提供言語 は どの よ う な もの が 妥当 とお考 え で す か
。○ を付

けて くだ さい(複 数回答可)

① 日本語の み ② 英語の み

③ 日本語 と英語 ④ その 他()【 ③ 】

(3)提 供デ ー タは どの よ うな レベル の 内容 が よい と思 わ れ ます か。

また情報の 範囲は どの くらいが よ い と思 わ れ ます か(複 数 回答 可)。

〈内容 〉

① 日本で提供 され てい るEUSNETの 電子 デ バ イ ス情 報 と同 レベ ルの 内容

② パ ソ コン で イメ ージ情報が み れ るよ う な シス テ ム

③ その他

(:Z;遷 艦 齢 一カー等の)を),③ 、
〈情報の 範囲 〉 ◎④ に関 して も○ 印 をつ け て くだ さい。

① 地域(韓 国 、中国 ・台湾 ・香 港、ASEAN、 その 他 の ア ジア)に 閉 じた 電子 デ バ イ

ス の情報:⑦ 日本製品 の情報 ④ 外国製品の情 報

② 全 世界で生産 され てい る電子デ バ イ スの情 報

③ そ の他

()【 ①⑦⑦】

(4)ど の よ うな サ ー ビス形 態が 望 ま しい と思 われ ます か

① 現地 セ ン ター を設置 し、 オン ラ イ ンで参照 す る

② 日本の セ ン タ ーに 国際回線 を通 じて ア クセ ス する

③CD'ROMな どに よ り情報 を一定期間 毎に配布す る

④ そ の他()【 ① 】

(5)利 用料 金 は どれ く らい が妥当 だ と思い ます か。

デ ー タベ ー ス使 用料金(4,000円)

※ 現 在、 日本 でのEuSNETの 使用料 金 は月額8,000円 です。

(6)今 後EL|SNETの 海外展 開 を計画 して い ま す が 、現状 のELISNETの シ ステ ム を どの よ

うに改善 した型 で提供 して も らい たい です か 。

( )
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1.海 外進出企業の状況

(1)貴 社の業種 は何です か(複 数回答可)下 記の 番号に○ 印 をつ け て下 さい 。

① 民生用電子機器 メーカ ー ② 産業用電子機器 メー カー

③ 半導体 メーカ ー ④ 電子部品 メ ーカ ー

⑤ 半導体商社[① ②③ ④]

(2)貴 社ま たは貴事業部の 主要製品 は何で す か

(重 電 、産 業 メカ トロニ クス 、情 報通信 シス テム 、電子 デバ イス)

(3)貴 社の海外拠 点は 、 どの地域 に 、 どの くらい の拠 点 が あ り ま す か。(合 併 会社 を含

み販売拠点 を除 く)。 ま た、 その拠点 は、 どの よ うな機能 を果た して い ま す か。 そ

れ ぞれ拠点数 を記 入 して下 さい。

韓国 中 国'台 湾 ・香 港 ASEAN(東 南 ア ジア) その他ア ジア

拠点数 1 4 13 1

機

能

開発/設 計

　　

製造 1 4 12

調達 ノ購買 1 1

(4)海 外進出の 目的 は何で す か。下 記該当す る番号 をそ れ ぞ れの 進 出拠 点毎 に選ん で 書

いて下 さい。(複数回答可)

① 労働力の確保 ・利 用 ② 現地市場の対応

③ 関連企業の進出に随伴 ④ コス トダウ ン

⑤ 通商摩擦 対策 ⑥ その他

韓国 中 国 ・台 湾 ・香 港 A～EAM東 南ア ジア} その他 アジア

機

能

開発 ノ設計

製造 ② ① ② ④⑥ ① ②③ ④

調 達 ∫購買 ④ ⑥ ② ④ ⑥

2.海 外進 出企業の 半導体情報 入手に つ い て

(1)海 外 で半導体情報 が必要 な と き は どの よ う な と きで すか 。○ を付 け て くだ さい(複

数回答可)。 そ の他 に つい ては 内容 を記述 して くだ さい 。

機能 韓国 中 国 ・台 湾 ・香 港 ASEAN(東 南 ア ジ ア) その 他ア ジア

設計 ・開 発

半導 体調達!購 買 ○ 、
○ ○

その 他

(2)半 導体情報 が必要 に な る頻度 は どの く らいあ ります か。

①1回/週 ②2回/週 ③1回/月 ④2回/月

⑤ その 他(拠 点に よ り異 る){⑤ 】

以 下の(3)、(4)の 質問は 海外で 半導体 に関 す る情 報 を必要 と してい る会社の み ご回答願 い

ま す。

(3)現 在海外 で電子 デ バ イ ス情 報 を必要 と して い る拠 点で は どの よ うな経路 で情報 を入

手 さ れて い るの で す か。 ○ を付 け て くだ さい(複 数回答可)。

① 半 導体 メー カ ーの 販売代理店 に問 い合 わ せ、FAXや デ ー タ ブ ック で情報 を取 り

寄 せ る。

② 現地 の半導 体情 報提供 サ ー ビス を利用 して い る。

(ア)社 内 ネ ッ トワ ー ク

③

④

(イ)CD-ROM

(ウ)そ の 他

(提供会 社名

(

日本の本社(親 会 社)か らFAXや 郵便 で情 報 を取 り寄せ る。

その 他

(

)

)

)【 ①1

(4)海 外で 入手 で き る電子 デバ イ ス情報 に関 しま して、問題 はあ り ませ ん か。又 、 どの

地域 で問題 が発生 してい ます か。

問題点(

発生地域(

)
)
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3.海 外版電子デ バ イスの デ ー タベ ース サ ー ビス が提供 され た場合 に つ いて

(1)検 討 に値す る海外諸国は ど こで す か。 下記の 海外地域番号 か らお選び 下 さい

① ぜ ひ導 入 したい 【](海 外番号:)

② 条件次第 では導入 した い[Ol(海 外番号:2,3)

③ 検討 に値 しない 【Oj(海 外番号:1,4)

<海 外地域番号>

1.韓 国2.中 国、台湾、香港3.ASEAN(東 南ア ジア)

4.そ の他 ア ジア5.そ の 他

(2)デ ー タベ ース サ ー ビス提供言 語は どの よ うな もの が 妥当 とお考 え で す か。○ を付

け て くだ さい(複 数回答可)

① 日本語の み ② 英 語の み

③ 日本語 と英語 ④ その 他()【 ③1

(3)提 供デ ー タは どの よ うな レベ ルの 内容が よい と思 われ ま す か。

また情報の 範囲は どの くらい がよ い と思わ れ ま すか(複 数回答 可)。

〈内容 〉

① 日本で提供 されて いるELISNETの 電子 デバ イ ス情報 と同 レベ ルの 内容

② パ ソ コン で イメ ー ジ情報 がみ れ るよ うな シス テ ム

③ そ の他

()【 ①】
〈情 報の範囲 〉 ⑦⑦ に関 して も○ 印 をつ けて くだ さい 。

① 地 域(韓 国、中 国 ・台湾 ・香港 、ASEAN、 その 他の ア ジ ア)に 閉 じた 電子 デ バ イ

スの情 報:⑦ 日本製品の 情報 ④ 外 国製品の情 報

② 全 世界 で生産 されて い る電子 デ バ イスの 情報

③ その他

()【 ②1

(4)ど の よ う なサ ー ビ ス形態 が望 ま しい と思 われ ます か

① 現地 セ ン ター を設 置 し、 オ ンラ イ ンで参照 す る

② 日本 の セ ン ター に国際 回線 を通 じてア ク セス する

③(D-ROMな ど によ り情報 を一定 期間 毎に配布 す る

④ その他()【 ①1

(5)利 用料金 は どれ く らい が妥 当だ と思 い ます か。

デ ー タベ ー ス使用料 金(8,000円)

※ 現在 、 日本 でのEuSNETの 使用料 金は月額8,000円 で す。

(6)今 後ELISNETの 海 外展開 を計 画 して い ま す が 、現状のEUSNETの シス テ ム をど の よ

うに改善 した型で 提供 して も らい た い です か。

( )
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1.海 外進出企業の 状況

(1)貴 社の業種 は何です か(複 数回答 可)下 記の 番号に○ 印をつ け て下 さい。

① 民生用電子機器 メー カ ー ② 産業用電子機器 メー カー

③ 半導体 メーカ ー ④ 電子 部品 メー カー

⑤ 半導体商社{① ②]

(2)貴 社 また は貴 事業部の 主要製品は何で す か

(無 停電電源装置 )

(3)貴 社 の海外拠点 は、 どの 地域 に 、 どの く らい の 拠点 があ り ま す か。(合 併会 社 を含

み販売拠点を除 く)。 ま た、 その拠点 は、 どの よ う な機能 を果 た してい ます か。 そ

れ ぞれ拠点数 を記入 して下 さい。

韓国 中 国 ・台 湾 ・香 港 A～EAN(東 南 ア ジ ア) その他 アジア

拠点数 1 1

機

能

開 発/設 計 1

製造 1

調達 ノ購買 1

(4)海 外進出の 目的 は何で す か。下 記該当す る番 号 をそ れ ぞ れの 進 出拠 点毎 に選 んで 書

いて下 さい。(複数回答可)

① 労働力の確保 ・利用 ② 現地市場の対応

③ 関連企業の進出に随伴 ④ コス トダウ ン

⑤ 通商摩 擦対策 ⑥ その他

韓国 中国 ・台湾 ・香港 ASEAN(東 南 ア ジア) その他 アジア

機

能

開 発 ∫設計

製造 ④

調達 ノ購買 ②
L

2.海 外進 出企業の 半導体情報 入手に つ い て

(1)海 外で 半導体情報 が必要 な とき は どの よ う な と きで す か。○ を付 けて くだ さい(複

数回答可)。 その他 に つい て'は内容 を記述 して くだ さい 。

機能 韓国 中国 ・台湾 ・香港 A～EAN(東 南 ア ジ ア) その他 アジア

設計 ・開発

半導体 調達1購 買

その他 ○

(2)半 導体情 報 が必要 に なる頻度 は どの く らいあ りま すか。

①1回/週 ②2回/週 ③1回/月 ④2回/月

⑤ そ の他(){①1

以下の(3)、(4)の 質問 は海外で 半導体 に関す る情報 を必要 と してい る会社の み ご回答願い

ます。

(3)現 在海 外で電 子デバ イ ス情 報 を必要 と してい る拠点 で は どの よ うな経路 で情 報 を入

手 されて い るの で す か。○ を付 け て くだ さい(複 数回答可)。

① 半導 体 メー カ ーの販 売代理店 に問い 合 わせ 、FAXや デ ー タ ブ ック で情報 を取 り

寄 せ る。

② 現地 の半 導体情報提供サ ー ビス を利用 して いる。

(ア)社 内 ネ ッ トワ ー ク

③

④

(イ)CD-ROM

(ウ)そ の 他

(提供会社名

(

日本 の本 社(親 会社)か らFAXや 郵便で情報 を取 り寄せ る。

その 他

(

)

}

[) ]

(4)海 外 で入手 で きる電子 デバ イ ス情 報 に関 しま して 、問題は あ り ません か。 又 どの

地域 で問題 が発生 して い ま す か。

問題点(

発蟷(
)
)
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3.海 外版電子デバ イスの デ ー タベ ー1サ ー ビス が提供 され た場合 につ い て

(1)検 討に 値す る海外諸国 は どこ です か。 下記の海 外地 域番号 か らお選 び下 さい

① ぜ ひ 導 入 した い{】(

② 条 件 次 第 で は導 入 し た い 【○ 】(

③ 検 討 に 値 しな い ttl(

<海 外地 域 番 号>

1.韓 国2.中 国 、 台 湾 、香 港

4.そ の 他 ア ジア5.そ の 他

旬外番 号:

旬外番 号:2

旬外番号:

3.ASEAN(東 南 ア ジ ア)

)

)

)

(2)デ ー タベ ース サ ー ビ ス提供言 語は どの よ うな もの が 妥当 とお考 え で す か。○ を付

けて くだ さい(複 数回答可)

① 日本語の み ② 英語の み

③ 日本語 と英語 ④ その 他()【 ③}

(3)提 供 デ ータ は どの よ うな レベ ル の 内容 がよ い と思 わ れ ます か。

また情 報の 範囲 は どの く らい が よい と思 われ ます か(複 数回答可)。

〈内容 〉

① 日本 で提供 されて い るEuSNETの 電子 デバ イス情 報 と同 レベ ル の 内容

② パ ソコ ンで イ メー ジ情報 がみ れ る よ うな シ ステ ム

③ その他

()【 ①②、
〈情報 の範囲 〉 ⑦⑦ に関 して も○ 印 をつ けて くだ さい 。

① 地域(韓 国、中国 ・台湾 ・香港 、ASEAN、 そ の他 の ア ジア)に 閉 じた 電子 デ バ イ

スの情報:⑦ 日本製品の情 報 ⑦ 外国製品 の情報

② 全世界で 生産 されて い る電子 デバ イスの情 報

③ そ の他

()【 ①⑦,

(4)ど の よ うなサ ー ビ ス形態 が望 ま しい と思 われ ます か

① 現地 セ ン ター を設 置 し、 オ ンラ イ ンで参照 す る
『
② 日本 のセ ンタ ー に国際回線 を通 じて ア クセ スす る

③CD-ROMな どに よ り情報 を一定期間毎 に配布す る

④ その他()

(5)利 用 料 金 は ど れ く ら い が 妥 当 だ と 思 い ま す か 。

デ ー タ ベ ー ス 使 用 料 金(円)

※ 現 在 、 日本 で のELISNETの 使 用 料 金 は 月額8,000円 で す 。

{】

(6}今 後ELISNETの 海外展 開 を計画 して い ま す が 、現状のELI～NETの シ ステ ム を どの よ

うに改善 した型 で提供 して も らい たい で すか。

()
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1.海 外進出企業の 状況

(1)貴 社の 業種 は何で す か(複 数回答可)下 記の 番号に○ 印を つけ て下 さい。

① 民生用電子機器 メーカ ー ② 産 業用電子機 器 メー カ ー

③ 半導 体メー カー ④ 電子 部品 メー カー

⑤ 半導 体商社 【④ 】

(2)貴 社 ま た は 貴 事 業 部 の 主 要 製 品 は 何 で す か

(液 晶 表示素子、 コネクタ、スイ ッチ、ヘ ッ ドホン、マ イクロホ ン、モー タ、アレ ノイ ド等)

(3)貴 社 の 海 外 拠 点 は 、 ど の 地 域 に 、 ど の く らい の 拠 点 が あ り ま す か 。(合 併 会 社 を 含

み 販 売拠 点 を 除 く)。 ま た 、 そ の 拠 点 は 、 どの よ う な 機 能 を 果 た して い ま す か 。 そ

れ ぞ れ 拠点 数 を記 入 して 下 さい 。

韓国 中 国 ・台湾 ・香 港 A～EAN(東 南 ア ジ ア) その他ア ジア

拠点数
2 4 1 0

機

能

開発/設 計 1 2 1 0

製造 2 4 1 0

調達 ノ購 買 2 4 1 0'

(4)海 外進 出の 目的は何 です か。 下記該当 す る番号 をそ れ ぞ れ の進 出拠点毎 に選 ん で書

いて下 さい 。(複数回答可)

① 労働 力の 確保 ・利用 ② 現 地市場 の対応

③ 関連 企業の 進出に随伴 ④ コ ス トダ ウ ン

⑤ 通商摩擦対策 ⑥ その 他

韓国 中 国 ・台 湾 ・香 港 A～EAN(東 南 ア ジ ア} その他 ア ジア

機

能

開発 ノ設計 ② ② ②

製造 ①② ④ ①② ④ ① ②④

調達 ノ購買 ②④ ⑤ ②④ ⑤ ② ④ ⑤

2.海 外進出企業の 半導体情報 入手に つ い て

(1)海 外 で半導体情報 が必要 な とき は どの よ う な と きで す か。○ を付 け て くだ さい(複

数回答可)。 そ の他 に つ い て は内容 を記述 して くだ さい 。

機能 韓国 中 国 ・台 湾 ・香 港 ASEAN(東 南 ア ジ ア) その 他ア ジア

設計 ・開発 ○ ○ ○

半導体調 達1購 買 ○ ○ ○

その他

(2)半 導 体情 報が必 要に な る頻度 は どの く らい あ り ます か。

①1回/週 ②2回/週 ③1回/月 ④2回/月

⑤ そ の他(){③1

以下の(3)、(4)の 質問 は海外で 半導体 に関す る情報 を必要 と して い る会社の み ご回答願 い

ます 。

(3)現 在 海外で 電子デ バ イ ス情 報 を必 要 と してい る拠 点で は どの よ うな経路 で情 報 を入

手 されて い るの です か。 ○ を付け て くだ さい(複 数回答可)。

① 半導体 メー カ ーの 販売代理店 に問 い合 わせ 、FAXや デ ー タ ブ ック で情 報 を取 り

寄せ る 。

② 現地の 半導体情報提供 サ ー ビス を利用 してい る。

(ア)社 内ネ ッ トワ ー ク

③

④

(イ)CD-ROM

(ウ)そ の 他

(提供 会社名

(

日本の 本社(親 会社)か らFAXや 郵便 で情報 を取 り寄 せ る。

その他

(
(4)海 外で 入手 で きる電子 デバ イス情 報に 関 しま して 、問題は あ

地域 で問題 が発生 して い ま す か。

問題点(

発生⇒

)

)

)、 ①③1

ま せ ん か 。 又 、 どの

)
)
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3.海 外版電子 デバ イスの デ ー タベ ース サ ー ビス が提供 され た場合 に つ いて

(1)検 討 に値す る海外諸国は どこ です か。 下記の 海外地域番号 か らお選び 下 さい

① ぜ ひ導入 した い 【1(

② 条件次第で は導入 したい 【○ 】(

③ 検討に値 しない 【1(

<海 外地域 番号>

1.韓 国2.中 国、台湾 、香港

4.そ の他 ア ジア5.そ の 他

旬外 番 号:

旬外 番 号:1,2,3

旬外 番 号:

3.ASEAN(東 南 ア ジ ア)

)

)

)

(2)デ ー タベ ース サ ー ビ ス提供言語 は どの よ う な もの が妥 当 とお 考 えで す か。 ○ を付

けて くだ さい(複 数回答可)

① 日本語の み ② 英語の み

③ 日本語 と英語 ④ その 他(){③ 】

(3)提 供デ ー タは どの よ うな レベル の 内容 が よい と思 われ ます か。

また情報の 範囲は どの くらい がよ い と思 わ れ ます か(複 数 回答 可)。

〈内容 〉

① 日本で提供 され てい るELISNETの 電 子デ バ イ ス情 報 と同 レベ ルの 内容

② パ ソ コンで イメー ジ情報が み れる よ う な シス テム

③ その 他

()【 ①】
〈情報の 範囲 〉 ⑦⑦に 関 して も○ 印 をつ け て くだ さい。

① 地域(韓 国、 中国 ・台湾 ・香 港 、ASEAN、 その 他 の ア ジア)に 閉 じた電 子デ バ イ

スの 情報:⑦ 日本 製品の情報 ◎ 外 国製品の 情報

② 全 世界で生産 されて い る電子デバ イ スの情 報

③ その 他

(){② 】

(4)ど の よ うなサ ー ビ ス形態 が望 ま しい と思 わ れま すか

① 現地 セ ン ター を設 置 し、 オ ンラ イ ンで 参照す る

② 日本 の セ ン ター に国際 回線 を通 じて アク セス す る

③CD-ROMな どに よ り情 報 を一定 期間毎に配 布す る

④ その 他()

(5)利 用 料 金 は ど れ く ら い が 妥 当 だ と思 い ま す か 。

デ ー タ ベ ー ス 使 用 料 金(10,000～15,000円)

※ 現 在 、 日本 で のELISNETの 使 用 料 金 は 月 額8,000円 で す 。

{① 】

(6)今 後EUSNETの 海 外展 開 を計 画 して い ます が 、現 状のEUSNETの シス テ ム を どの よ

う に改善 した型 で提供 して も らい たい で す か。

()
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1.海 外進出企業の状況

(1)貴 社の 業種は何 です か(複 数回答可)下 記の番 号に○ 印 をつ け て下 さい 。

① 民生用電子機器 メー カー ② 産業用電子機器 メー カー

③ 半導体 メーカ ー ④ 電子部品 メ ー カー

⑤ 半導体商社 【② 】

(2)貴 社 また は貴事業部の 主要製品 は何で す か

(PO～,FAX,PRINTER)

(3)貴 社 の海外拠 点は 、 どの地域 に、 どの くらい の 拠点 が あ り ま す か。(合 併 会社 を含

み販売拠点を除 く)。 ま た、 その拠点 は 、 どの よ うな機 能 を果た して い ま す か。 そ

れぞ れ拠点数 を記入 して下 さい。

韓国 中国 ・台湾 香港 ASEAN(東 南 ア ジア} その他 ア ジア

拠点数 1 2 2 0

機

能

　

開 発'設 計 1 1 1 0

製造 1 1 1 0

調達/購 買 1 2 2 0

(4)海 外進出の 目的 は何 で す か。下 記該 当す る番号 をそ れ ぞ れの 進 出拠 点毎 に選 ん で書

い て下 さい。(複数回答可)

① 労働力の確保 ・利用 ② 現地市場の 対応

③ 関連企業の進出に随伴 ④ コス トダウ ン

⑤ 通商摩擦対 策 ⑥ その他

韓国 中 国 ・台湾 ・香港 ASEAN(東 南ア ジア) その他 ア ジア

機

能

開 発1設 計 ② ④ ④

製造 ② ④ ④

調達 ノ購 買 ② ④ ④

2.海 外進出企業の 半導体情報 入手に つ い て

(1)海 外 で半導体情報 が必要 な とき は どの よ う な と きで す か。○ を付 け て くだ さい(複

数回答可)。 その他 に つ い て は内容 を記述 して くだ さい。

機能 韓国 中 国 ・台 湾 ・香 港 A～EAN(東 南 ア ジ ア) その他 ア ジア

設 計 ・開発 O ○ O

半導体調達/購 買 ○ ○ ○

その他 一 一 一

(2)半 導体情 報 が必 要 にな る頻度 は どの く らい あ ります か。

①1回/週 ②2回/週 ③1回/月 ④2回/月

⑤ その 他() {1

以下の(3)、(4)の 質問 は海外 で半導体に 関す る情報 を必要 と してい る会社の み ご回答願 い

ます。

(3)現 在海 外で 電子 デ バ イ ス情 報 を必要 と してい る拠点で は どの よ う な経路で 情報 を 入

手 されて い るの で す か。 ○ を付け て くだ さい(複 数回答可)。

① 半導体 メー カ ーの 販売代理店 に問 い合 わ せ 、FAXや デ ー タブ ック で情 報 を取 り

寄せ る 。

② 現地の 半導体情報提供 サ ー ビス を利用 してい る。

(ア)社 内ネ ッ トワ ー ク

③

④

(イ)CD-ROM

(ウ)そ の 他

(提供会 社名

(

日本の 本社(親 会社)か らFAXや 郵便 で情報 を取 り寄 せ る。

その他

(

)

)

)、 ①】

(4)海 外で 入手 で きる電子 デバ イス情 報に 関 しま して 、問題は あ りませ ん か。 又、 どの

地域 で問題 が発生 して い ま す か。

問題点(朧 羅 認 嬬:馴;;

発生地域(シ ンガポール

)
)
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3.海 外版電子 デバ イ スのデ ー タベ ース サ ー ビス が提供 され た場 合に つ いて

(1)検 討 に値す る海外諸国は ど こです か。 下記の 海外地域番号 か らお選 び下 さい

① ぜひ導 入 したい 【1(海 外番号:)

② 条件次第 では導入 した い[○ 】(海外番号:2,3)

③ 検討に値 しない{1(海 外番号:)

<海 外地域番号>

1.韓 国2.中 国 、台湾、香港3.ASEAN(東 南ア ジア)

4.そ の他 ア ジア5.そ の他

(2)デ ー タベ ース サ ー ビス提供言 語 は どの よ うな もの が 妥当 とお考 え で す か。○ を付

けて くだ さい(複 数回答可)

① 日本語の み ② 英語の み

③ 日本語 と英語 ④ そ の他(){③1

(3)提 供デ ー タは どの よ うな レベル の 内容が よい と思 わ れ ます か。

また情報の 範囲は どの くらいが よ い と思 われ ます か(複 数 回答 可)。

〈内容 〉

① 日本で提供 されてい るELISNETの 電子デ バ イ ス情 報 と同 レベ ルの 内容

② パ ソ コン で イメ ー ジ情報 がみ れ る よ うな シス テ ム

③ その他

()1②,
〈情報 の範囲 〉 ⑦⑦ に関 して も○ 印 をつ けて くだ さい 。

① 地域(韓 国 、中 国 ・台湾 ・香港 、ASEAN、 そ の他 の ア ジ ア)に 閉 じた 電子 デ バ イ

スの情報:⑦ 日本 製品の 情報 ⑦ 外国 製品の情 報

② 全世界 で生産 されて い る電子デバ イスの 情報

③ その他

()【 ②,

(4)ど の よ うな サ ー ビス形 態が望 ま しい と思 わ れま すか

① 現地 セ ン ター を設置 し、 オ ン ラ イン で参照す る

② 日本の セ ン タ ーに 国際 回線 を通 じて ア クセ スす る

③CD-ROMな どに よ り情報 を一定期間毎 に配布す る

④ そ の他(① と③ の 併設 が望 ま しい)

(5)利 用 料 金 は ど れ く ら い が 妥 当 だ と 思 い ま す か 。

デ ー タ ベ ー ス 使 用 料 金(8,000円)

※ 現 在 、 日本 で のEuSNETの 使 用 料 金 は 月額8,000円 で す 。

{④ 】

(6)今 後EuSNETの 海外展 開 を計画 して い ま す が 、現状 のELISNETの シ ステ ム を どの よ

うに 改善 した型 で提供 して も らい たい で す か。

(罐1灘 ㌶ こ瓢 漂 《二日本文と英文の耐)
※CD・ROMの デ ー タ に つ い て

E-⊂ADで 回 路 シ ュ ミ レ ー シ ョ ン が 可 能 な デ ー タ ベ ー ス と 部 品 内 容

の み と カ タ ロ グ の デ ー タ ベ ー ス に 今 後 は 分 か れ る と思 い ま す 。

シ ュ ミ レ ー シ ョ ン 可能 な デ ー タベ ー ス を 早 急 に 作 成 して 下 さ い 。
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